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　テスト成績順位を廊下に張り出す学校があるなんて、都市伝説だと思っていた。だから期末試験後のテスト休み明け、教室前の廊下に人だかりができているのを目にして、僕はなんだこりゃあと棒立ちになってしまう。

「平均点めっちゃ上がってない？」「やべ、クラス順位後半だ」「オール満点出たってマジなの？」「転科試験やめとこうかなあ」

　ざわつく生徒たちをかきわけて掲示板に近づいた。何枚も並べて張られた用紙に、びっしりと生徒の名前が並び、それぞれに謎の数字三つが併へい記きされていた。

　……いや、謎でもなんでもない。自分をだますのはやめよう。いちばん上に書いてあるじゃないか。期末試験の合計点と、学科総合順位とクラス内順位だ。これひょっとして全員分出てるの？　こんなに包み隠さずきっぱりはっきりびっちりと？　いいの大丈夫なの個人情報保護法に引っかかったりしないの？　あんまり驚いていたので、自分の名前を探すということも思いつかなかった。

「牧まき村むらくん、おはよ！」

　いきなり声をかけられ、かなり挙動不審ぎみに振り向くと、葉は山やまさんだった。うちのクラス委員をやっている女の子だ。

「うちのクラスのはあっちに張ってあるよ、ほら」

　葉山さんに腕を引っぱられ、人混みの中を揉もまれながら、掲示板の左端に近づく。見上げると、一年Ｆ組の三十名が出席番号順にリストアップされていた。なるほど、探しやすいようにクラス別で出席番号順に列記してあるのか。成績順じゃなくてよかった……

「すごい牧まき村むらくん、クラス内で３０位、学年総合で１３０位だって！　ダブルでぴったり賞だよ！」

「葉山さん……」自分の声が瘦やせ細っているのを痛いほど自覚しながら訊たずねる。「うちのクラスって何人だっけ」

「３０人だよ！　なんで憶えてないかな！」

「すると僕のこれはひょっとしてビリっけつではないでしょうか」思わず敬語。

「大丈夫、上には上がいるから！」知ってるよ。上しかいねえよ。

　授業に全然ついていけてない自覚はあったけど、まさかこんなにクラスメイトと差があるとは思ってなかった。

「でも、でもさ、今までなんべんもテストやってきて、こんな全部掲示されるなんて一度もなかったけど」

「あ、牧村くん編入生だから知らないんだっけ。期末試験だけはこうやって張り出されるの。年に三回、ちょっとしたイベントだよね」

　と、うちのクラスの他ほかの女子たちもやってきて、掲示板を見てやいのやいのと騒ぎ始める。予想が当たったとかお昼ご飯賭かけてたよねとか、ほんとに縁日みたいな気楽さだ。僕はそれどころではない。そもそもおかしくない？　高等部普通科一年はたしか二百人くらいだから、１３０位っていったら（けっして自慢できる順位じゃないけど）中の下じゃないか。なんでクラス内ではドベなんだよ。Ｆ組の平均点高すぎじゃないの？　ＦだよＦ、七クラスあるうちの六番目だよ？

「聖ひじり橋ばしさん、またトップテンかあ」

　クラスメイトの言葉に、はっとして僕は彼女の視線をたどる。

　学級別のリストが並ぶ右端に、倍角フォントで印字されたひときわ目立つプリントが留めてあった。どうやら総合順位で上から十人までは別紙にランキングされているらしい。六番目に聖橋キリカの名前があった。

　キリカは、僕と同じ生徒会役員で、不登校児だ。授業にびたいち出ていないにもかかわらず、成績はいい。生徒会室にひきこもって会計業務ばかりのくせに、いったいいつ勉強しているんだろう。こうも軽々とトップ10に食い込むような点数を出されてしまうと、僕としても生徒会活動で忙しいことを成績悪化の言い訳に使えなくなってしまう。

　そこで僕は恐ろしいことに気づいた。

　トップ10ランキングの顔ぶれだ。九人がＧ組で、キリカだけＦ組。

「……葉は山やまさん葉山さん」死にかけの虻あぶの羽音みたいな声で呼ぶ。

「なに？」

「クラス分けって前年度の成績で分けてるんだよね」

「そうだけど」

「ひょっとしてＧ組がいちばん上なの？」

「来年Ｇに上がれるように一緒にがんばろうね！」

　Ｆ組の平均点が高すぎるのではなかった。僕の点数が低すぎたのだ。衝撃の事実に目まいがした。
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　その日の放課後、生徒会室でことの経けい緯いを会長に話したら、大笑いされた。

「するときみは、Ｆ組が下から二番目だと思ってたわけ」会長はソファにしどけなく寝そべり、自分の束ねた髪を手ですくったり落としたりしながら言う。

「だって普通Ａがいちばん上じゃないですか」

「Ａといったら序の口の意味じゃないか。『まだＡまで』ならまだキスしか──」

「はいストップ！　その先言っちゃだめですよだめですからね直球の下ネタですから！　Ｂからもうすでに犯罪級ですから！」

　僕が生徒会の風紀のために必死に声を張り上げて制止すると、会長はソファから身を起こし、首を傾かしげた。

「言葉じゃなくて実演しろということ？」

「なお悪いでしょ！」

「大丈夫だよ、青少年の健全な教育のためにもちゃんとオブラートにくるんで言うから」

　会長はもったいぶった咳せき払ばらいをしてから再び口を開いた。

「Ｂは雰囲気作り、Ｃは子作りだ」「オブラートどこいったんだよッ」「やればできる」「やかましいわ」僕はガラステーブルを殴なぐりそうになってしまう。会長は無視して言った。

「そしてＣの先だが」

「言わなくていいですってば。どうせもっとろくでもないんでしょ」

「Ｄはできちゃった結婚のＤだ」

「おめでてえな！」

「ＥはＥＲＯすぎてあたしの口からはとても言えないな」

「もろに言ってるじゃん！」

「さて、脱線した話がようやくＦに戻ってきたね」「あんたが脱線させたんだよ！」

　会長は会計室の扉をちらと見やった。

「だいたい、キリカが毎度毎度学年ランキングに入っているっていう話を聞いてたんだから、Ｆ組の成績なんて推おして知るべしだろう」

　ほんとうに話を戻されたので、僕は温度差に目まいがした。会長の向かい側のソファに腰を落ち着けて答える。

「あー、キリカは、ほら、特例なのかなって」

「特例なものか。白はく樹じゆ台だいは学業に関しては徹底した成果主義だよ。あの子がＦ組なのは、細かい課題や小テストをよくさぼっているからだ」

　ちゃんと全部こなしていれば間違いなくＧ組だろうね、と会長が言うので、僕の中でべつの疑問が持ち上がる。

「あのう、ひょっとして特例は僕の方ですか」

「その通りです！」

　いきなり声がして、開いた生徒会室の大扉からまばゆい金髪をなびかせ入ってきた人影がある。副会長の美み園その先輩だ。

「ひかげさんは本来、編入試験の成績からしてＤ組配属だったところを、この私が謎の権力を駆く使ししてキリカさんと同じクラスにしたのです！」

　自分で謎の権力って言うなよ。そういやそんな話ありましたけど。

「具体的にはこうして」美園先輩は僕の隣に腰を下ろして膝ひざに手を置いてくる。「わずかな俯ふ角かくからの上うわ目め遣づかいでお願いするのです」

　僕はどぎまぎして、すぐ目の前の先輩の顔から目をそらす。

「これは、あの、色仕掛けというやつじゃ」

「なっ、なにを言うんですひかげさん！」先輩は真っ赤になって怒る。「私の色香はひかげさんのためにあるんです、今ちょっとスキンシップしてしまったのはひかげさんだからです、ほんとですよ？　教務主任にも園長にも市長にも知事にも事務局長にも政調会長にも幹事長にもこんなことしてませんから！」

　色々訊ききたかったが（どこの党？　とか）、これ以上やばい話になっても困るのでぐっと我慢した。息をついてソファに座り直す。

　そうか、僕がＦ組で成績最下位なのは当たり前だったんだな。なにか非常事態が持ち上がっていたわけじゃなかったんだ。よかったよかった。

　……よくないよ！

　僕は両手に顔を埋うずめてうなだれる。美園先輩が心配そうに顔をのぞきこんでくる。

「ひかげさん？　どこか悪いのですか」

「……はい。成績が」

　自分で言っててさらに落ち込んできた。

「きみがそんなにテストの点数を気にするタイプだとは思わなかったけど」と会長。

「情報学科に転科しようと思ってたんですよ。でも数学なんて追試食らっちゃったし、こんな成績なら転科試験もたぶん」

　僕の言葉を遮さえぎって、ドアが勢いよく開く音がした。びっくりして顔を上げると、会計室からキリカが出てくるところだった。

「転科っ？」

　キリカは駆け寄ってきて僕の肩をつかむ。

「ひかげ、転科するのっ？」

「え、え？」僕はキリカの剣けん幕まくにびっくりして身を引く。「いや、うん、そんなことも考えてたけど」

「だめ！」なんでだよ。

「どうしてかな、キリカ」会長がにやにやしながら訊たずねる。

「だから、それは、ぅう」

　キリカは首に巻いた腕章に顔を半分沈めてしまう。

「……あなたが他のクラスに行ったら、そのっ、配られたプリントとか、先生からの連絡とか、だれが持ってくるの！」
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　僕はべつにキリカの運び屋のためにＦ組にいるわけじゃないんだが。彼女の表情がやけに切実そうだったので、言いつくろう。

「あの、大丈夫だよ。転科試験はあきらめた」

　キリカは目をぱちくりさせる。白と黒の大きなリボンが揺れ、顔がさらに腕わん章しようの環わの中に沈み込む。

「……そう？　……なら、いいけど」

「ひかげさん、ＩＴ関係の勉強がしたかったんですか？」と美み園その先輩が訊きいてくる。

「ああ、ええと、そういうわけでもなくて」恥を忍しのんで言う。「そもそも授業に全然ついてけなかったし、実家ではＰＣしょっちゅういじってたから情報学科なら楽かなーって思ってたんですけど」

「そんな甘い考えじゃ情報学科に移ったらもっとついていけないだろう。あそこは真剣に日本版シリコンバレーを作ろうと考えてるような連中が集まってるんだよ」

「ですよね……」

　授業についていけないのも、自じ業ごう自じ得とくなのだ。白はく樹じゆ台だいが特殊な六年制カリキュラムであることを入学前に調べなかった僕が悪い。追いつこうと勉強しなかった僕はもっと悪い。このうえ、楽そうだから、などという理由で情報学科への転科試験を受けて落ちたりしたら、自分の情けなさに圧おし潰つぶされて旅に出てしまうかもしれない。

「情報学科に移るにしても、普通科でましな成績がとれるようになってからにします」

「ひかげは一生Ｆ組にいればいいの！」とキリカが憤ふん然ぜんとして言った。なんで一生なんだよ。僕だって三年で卒業したいよ。

「あら？　でも、ひかげさん、このままの成績では二年生に進級するときにＦ組にいられないのではないですか」

「あー、そういえば……そう、ですね。これじゃ降級確実だ」

　隣でキリカのリボンがぶるんと大きく揺れた。彼女はいきなり立ち上がり、会計室に飛び込み、すぐさま両腕いっぱいの本を抱かかえて戻ってくると、ガラステーブルにそれをどんと積み上げた。

　教科書だ。

「ひかげ、勉強！」

　僕はあんぐりと口を開けてキリカの切実そうな顔を見上げた。







　白樹台学園において、普通科は六学年千二百人の生徒を擁ようする最大学科である。したがってその比率を反映し、生徒会関係者にも普通科生が多い。総務役員も四人中三人が普通科だ。

「……会長は何科なんでしたっけ」

「あたしは理数科。カリキュラムはほとんどかぶってるからヒカゲにも教えられるよ」

　理数科というのはよく理工学科と混同されるが、要するに特進クラスである。理系教科ばっかりやってるわけではなく、おおざっぱに言うと普通科と同じカテゴリーを倍くらいの進度と濃度でこなしている──らしい。

「だからあたしが教えるのが適任だろう？」

　会長が言うと、美み園その先輩が割り込んでくる。

「いけません。狐こ徹てつはハイレベル過ぎてひかげさんの家庭教師としては不向きです。ここは同じく編入生で同じ苦労をした私が手取り足取り教えます！」

　キリカまで顔を近づけてくる。

「だめ。同じテスト受けたんだからわたしが教える」

　生徒会室の応接用ソファで三人に囲まれ、うずたかく積まれた教科書に潰つぶされそうになりながら、僕は追試のための勉強を始めた。

　ところが、三人の教え方ときたらこんなである。

「いいかいヒカゲ、数学はセンスと勘かんだ。数式をじっと眺ながめるんだ。そして直交座標を思い浮かべ、宇宙と自分を一体化させ──目を閉じ──やがて光が見える！　そこだ！　そこでマクローリン展開だッ」「さっぱりわけわかりません」高校レベルじゃねえし。

「いいですかひかげさん、三角関数は単位円で憶えた方が使い勝手がいいのです。中心点がＯオー、弧の長さがπパイとすると──い、いけませんひかげさん、おっぱいなんてそんなはしたない！」あんた円周率が出てくるたびにそれやってんの？

「お菓子にたとえるとサインはたけのこの里でコサインはきのこの山だから、正せい弦げん定てい理りはクッキーの味からチョコの味を、余よ弦げん定てい理りはチョコの味からクッキーの量を推測するようなものなんだけどひかげはどっちが好きなの」「知るか！」

　そろいもそろって教え方の下手な女たちに囲まれて頭を抱えていると、生徒会室の入り口がノックもなしに開いた。

「はいお邪魔ー。今日も総務のけしからん実態を暴あばきにきたで」

　入ってきたのは、茶髪に眼鏡めがねの女子生徒。監査委員長の郁いく乃のさんだ。夏服だと輪をかけて軽けい薄はくそうに見える。郁乃さんは教科書に囲まれた僕らを見て目をぱちくりさせると、そのまま後ずさって扉を閉めた。

　三秒後、ジョン・レノンみたいな丸眼鏡に替えた郁乃さんが再び生徒会室に入ってきて、やはり目をしばたたき、またも廊下に消える。

　さらに七秒後、今度はＳＭの女王様みたいな翼つばさ状に尖とがった眼鏡に替えた郁乃さんがみたび生徒会室に入ってきて、わざとらしく僕らを凝ぎよう視しし、またもや廊下に消える。

　さらにさらに十五秒後、溶接用マスクみたいな眼鏡をつけて郁乃さんが入ってきたのでさすがにつっこんだ。

「なにしてんですか、さっきから」

「え？　ああ、いやぁ」と郁いく乃のさんはいつもの眼鏡に戻す。「信じられへんもん見たから眼鏡がおかしうなったんかと。総務がみんなでおべんきょしとるなんてな」あんたの眼鏡レパートリーの方がよっぽど信じられないけど。

「なんだ郁乃。おまえには関係ないぞ」

　会長が僕の背後から郁乃さんに指を突きつける。

「総務の恥はじだからな、ヒカゲが期末で赤点とって追試だなんてことは教えないぞ」

　この女、面おも白しろがって広めようとしてやがる……。

　ところが郁乃さん、てっきり僕をいじくるのかと思ったら、肩に手を置いてきてこんなことを言う。

「ふぅむ、ひかげ君もたいへんやね。ただでさえ編入生で学校に慣れんのに、こてっちゃんにこき使われて勉強するひまもなかったやろ」

「……僕いまちょっと郁乃さんが優やさしくていい人に見えてしょうがないんですけど」

　郁乃さんはこれまでの彼女からは考えられないくらい母性と慈愛に満ちた微ほほ笑えみを浮かべると、僕の手を引いて廊下に連れ出す。後ろで美み園その先輩が「ひかげさんっ？　いけませんよ郁乃さんにだまされては！」とかなんとか言ってるけれどほとんど耳に入らない。

「こてっちゃんたちに勉強教わろうとしてたん？　無理やろ。三人とも成績ええし、できない人間の気持ちがわからんから教えるの下手やろ」

「そう、そうなんですよ！」

　ううん、郁乃さんがこんなに僕の気持ちをわかってくれるとは思ってなかった。耳元でささやかれる。

「うちが勉強教えよか？　こう見えて教えるの得意なんよ」

「ほんとですか？　お願いしようかな」

「保健体育専門やけど」「信じた僕が馬ば鹿かだったよッ」







　四人に増えたやかましい障害物に包囲されて僕が三角関数の復習をしていると、生徒会室に五人目の女の子が入ってきた。

「おくれてごめんなさい！　今日から文化祭実行委員も本格始動ですよね、ぼくがんばります！　……あれっ？」

　もとい、男の子だった。薫かおるくんだ。髪型は額ひたいで一文字に切りそろえたおかっぱで、目もくりりと大きく、可か憐れんな和風少女にしか見えないのだけれど、半袖Ｙシャツの下は黒のスラックスだ。中等部一年にして文化祭実行委員長という大役を背負っており、ほとんど総務執行部の一員みたいにこうして毎日生徒会室に顔を出すのだ。

「みなさんなにやってるんですか？　郁いく乃のさんまで」

　近づいてきた薫かおるくんはガラステーブルをのぞきこんで目を輝かせる。

「牧まき村むらせんぱい、すごいです！　五人でこっくりさんなんて」「勉強してんだよ！」

　そして事態は意外な決着を見た。僕の背中から肩越しに教科書を見た薫くんがこんなことを言ったのだ。

「あ、これ、今ちょうど習ってるところです」

「えええええええ？」おまえ中一だろ？

　いち早く事情を察した会長が言った。

「薫、理数科に転科をすすめられたんだろう？」

「そうです。二学期から理数科です。特別補講すごくおもしろいです」

　中等部の理数科は高校でやる範囲にもすでに手をつけているらしい。三歳年下の薫くんはもう僕の受けている授業内容に追いついていたのである。

「じゃあせんぱい、ぼくといっしょに勉強しましょう」

　一緒に勉強、という優しい婉えん曲きよく表ひよう現げんにそのときの僕は泣けるほど感謝した。要するに薫くんが僕に教えてくれると言っているわけだ。しかも、ちょっとアドバイスを聞いてみたけれど、女どもよりはるかに的確でわかりやすかった。

「あーあ。ヒカゲいじりも終了だな」

　会長がつまらなさそうにソファから立ち上がった。やっぱり真ま面じ目めに教える気なんてさらさらなくて、ただいじってただけか。

「じゃあ薫が責任持って教えるように。きみたちはルームメイトなんだから一緒にお勉強は寮に帰ってから」

「はあい！」薫くんは教科書とノートをまとめた。「せんぱい、お部屋でいろいろおしえてください」

「いや、教わるのは僕の方でしょ」と言いかけたところに郁乃さんが割って入ってくる。

「ひかげ君ふたりっきりの密室でなに教え込む気や保健体育か？　保健体育やな？」

「郁乃さんはちょっと黙ってて──痛い痛いキリカ痛い、なんで引ひっ搔かくんだよ！」
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　僕と薫くんの部屋は、高等部第三寮──通称トネリコ棟という建物にある。

　なぜ中一の薫くんが高等部の寮に入居しているのかについては説明を省く。というか僕もよくわかっていない。例によって美み園その先輩が謎の権力を駆使したらしい、ということしか知らない。

　ともかく、入学してからの三ヵ月をひとりで過ごしてきた僕も、この七月からルームメイトができた。暮らし向きがどうなったかというと、しごく快適である。なにしろ薫かおるくん、信じられないくらい気が利きく。

「せんぱい、お洗濯してきました！」

「せんぱい、お茶淹いれましたけど飲みますか？」

「せんぱい、起きてください遅刻しちゃいますよ！」

　……と至れり尽くせり。同じ階の住人である先輩たちからは「ルームメイトを取り替えてくれ」とかなり本気の目つきで何度となく言われた。

　二人での生活にひとつだけ不満があるとすると、暑いことだろう。トネリコ棟は古い建物なので冷房などというしゃれたものはなく、錆さびの浮いた扇風機が各部屋に一つずつ備えつけてあるだけだ。ひとり暮らしのときは独占できたけれど、薫くんがいるとなると首振りにしなきゃいけない。

「ずっとぴったりくっついてれば首振りにしなくてもいいんじゃないですか？」

　薫くんはいきなりそんなことを言ってほんとうに椅い子すを僕のすぐ隣に持ってきて三十秒くらいひっついた後でうれしそうに言った。

「くっついてるとかえって暑いですね！」最初に気づけよ。

　夏休み初日の午後は、眠たげなアブラゼミの声と扇風機の軋きしみの中で過ぎていく。薫くんはテーブルの向かい側でノートＰＣのキーを叩たたいている。僕が過去問を一ページ終わらせると、手を止めて採点とか解説とかをしてくれる。

　僕の勉強につきあいながら薫くんがＰＣでなにをしているのかというと、文化祭実行委員会の夏休み中の作業計画表を作っているのである。中等部一年生にして実行委員長である彼はたいへん仕事熱心で、ひるがえって僕は生徒会役員なのにクラスで最下位だし追試だし三つも年下の子に勉強教わってるしなんだかもう世界中に対して申し訳ない気持ちでいっぱいになってきた。手のひらの下でノートが汗を吸ってでこぼこになっている。暑さで頭がぼんやりしてくる。

　と、部屋のドアが乱暴に叩かれた。

「──牧まき村むら！　牧村いるか？」

　隣室の先輩の声だ。

　ドアを開けると、廊下に何人もの寮生たちが詰めかけている。事情を聞かないうちから僕はもう「またかよ」という気持ちになっていた。どうせろくでもない野次馬にきまっているのだ。

「風紀委員長が来てる！」

　先輩が言って、肩越しに廊下の向こうを指さした。

　……風紀委員長？

　きびきびした足音が近づいてきて、廊下にたまっていた野次馬寮生たちが怯おびえ顔がおで道をあける。

　姿を現したのは、このクソ暑いのにきっちりとブレザーを着て真っ白な腕章を巻いた一人の女子生徒だ。長い黒髪を古風に高く一本で結わえ、厳しい顔つきをしている。幸か不幸か知った顔だった。

「……ああ、ど、どうも。どうしたんです？　なにか用ですか」

　僕はこわごわ言った。

　長なが峰みね楓ふう花かさん。あの郁いく乃のさんの腹心の部下、泣く子も黙る風紀委員長だ。

「牧まき村むら、おまえに訊ききたいことが──」

「あっ、ふーかさん！」

　僕の背後から弾はずむ声がする。薫かおるくんが廊下に出てきたのだ。楓花さんは言葉を切って目を剝むく。

「……なっ、なんで薫がここにいるんだ男子寮なのに！」男子だからだよ。

「ぼく、牧村せんぱいと同室なんです。せんぱい人望あるから色んな人があそびにきてくれるんですね、すごい！」

　楓花さんが気け色しきばむ。

「同室だと？　そっ、それじゃあ同じベッドなのか」

「はい。せんぱいが上でぼくが下です」

「牧村が上にのっていて薫が下に組み敷かれてるのかッ」二段ベッドの話なのにあんたはなにを考えてるんですか？　「牧村！　ふしだらもたいがいにしろ！」

「そうだ牧村たいがいにしろ！」野次馬どもが調子づく。

「いちいちてめえはうらやましいぞ！」

「しょっちゅう女が訪ねてきやがって！」

「せめて薫は俺たちの共有財産にしろ！」

「みなさんごめんなさい、ぼくの身体からだはせんぱいのぶんのひとつしかなくて」

「謝んなくていいよ！　しかも意味わかんないよ！」あと楓花さんが誤解して真っ赤になって怒ってるだろうが。

「牧村っ、お、おまえっ、おまえはベッドで薫になにをッ」

「せんぱいはベッドのことではすごく優しいですよ。腰がつらいだろうから下になれって言ってくれたし」「牧村ーッ」だから二段ベッドの話だってば！　階段の上り下りがめんどいだろうから下使っていいよって言っただけだろ！

「だいたいおまえは薫になんてかっこうをさせてるんだ！　短パンで、しかも裸の上にじかにタンクトップじゃないか！」

「普通そう着るだろタンクトップなんだから！」

　夏休みでクソ暑い寮なんだから涼しい私服なのは当たり前でしょうが。あとそもそも僕が着せてるわけじゃないし。

「しかもノーブラとはどういうことだ！」「男だっつってんだろッ」

　野次馬どもが楓ふう花かさんの背後でひそめた声をかわす。

「薫かおるが男でよかった」「女ならあんな隙すきだらけのかっこできないからな」「おいホモは男子寮から出てけ」「ホモじゃねえ薫がたまたま男だっただけだ」「ならしょうがないな」

「あの、楓花さん、なにかお話があるんですよね？　廊下で騒ぐのもあれなので、どこかべつの場所で」

「わっ、私まで部屋に連れ込んであんなことやこんなことやそんなことをしようというのか、ふ、不潔！」言ってないよ。人の話聞いてよ。

　ところが楓花さん、薫くんが「あ、お部屋どうぞ。スイカも冷えてますよ」とか言ったとたん、「む、そうか？　薫が言うなら」とほいほい僕の部屋に招き入れられてしまった。いいのかよ風紀的に？







　スイカと麦茶を堪たん能のうしたところで楓花さんは我に返った。

「はっ。なんで私はこんなところで夏を満喫してるんだ！」

「今日から中等部のプールが開放されてますけど、あそびにいきますか？」と薫くん。

「プールか？　うぅ、私は体育科の可か愛わいくない競泳水着しか──」

　楓花さんは口をつぐんでテーブルを殴った。

「じゃない！　プールなんてふしだらな！」プール自体はべつにふしだらじゃないだろ。水泳選手に謝れ。「それよりも牧まき村むら、おまえに訊ききたいことがある！」

「……やっと話が戻りましたね……」僕もう帰ろうかと思ってたよ。僕の部屋だけど。

　楓花さんは咳せき払ばらいして言った。

「風紀委員会では、カンニングの調査をしている」

　僕はスイカを喉のどに詰まらせそうになった。カンニング？

「これだけ大きな学園だし、学業成績がダイレクトに待遇に反映されるから、定期試験のたびに疑惑が持ち上がるんだ」

　いきなり話が重たくなったせいで、僕はちょっとした見当識障害を味わっていた。

「……風紀委員ってそんなことまでやってるんですか？」

「学園の正義とぴゅあを守るのはわたしたちのつとめだ」

「いや、でも、教員に任せておけばいいんじゃ」

　楓花さんの眼光が険けわしくなる。

「生徒がやってることなら生徒の方が調べやすい」

「そりゃまあそうですけど」

「おまえがカンニングをしたという疑惑だって私が生徒だからキャッチできた」

　僕は麦茶の入ったグラスを落っことしそうになった。

「……え、え、えええ？」

「ごまかすな。郁いく乃の委員長に聞いたぞ、おまえはＦ組としては考えられないくらいの、他を寄せつけないぶっちぎりの点数をとったそうじゃないか」

　白はく樹じゆ台だい学園に入って三ヵ月と少し、これほど落ち込むことを言われたのははじめてだったので、僕は机の下にもぐって膝を抱えた。薫かおるくんが楓ふう花かさんに「ぶっちぎりトップじゃなくてぶっちぎり最下位なんです」と説明するのを聞いていると涙が出てきそうになった。楓花さんが申し訳なさそうな顔で身を屈かがめて机の下に入ってきた。

「……すまない牧まき村むら……てっきり、その」

「いえ、いいんですよ誤解がとけたんなら」

　どうせ郁乃さんが面白がっていかにも誤解しそうなまぎらわしい言い方をしたにきまっているのだ。

「ぴゅあな正義を守る者として恥ずかしい。冤えん罪ざいなんて」と楓花さんは両手で顔を覆う。それから僕を見て泣きそうな声で言った。「ゆるしてくれ、なんでもするから！」

「い、いや、そんな大げさな」

「なんでもするなんて、ふーかさん！　せんぱいにそんなこと言っちゃったらたいへんですよ！」

「なんで薫くんまでテーブルの下に入ってくんの」暑いだろうが。

　薫くんは目をきらきらさせて言う。

「せんぱいはひとの弱みを見つけたらつけこんで血の一滴までしぼりとるんですよ、すごいですよね！　ぼくのあこがれなんです、ふーかさんもしぼられちゃうんですね、今ぼくの目の前で！」おいやめろ。楓花さんが怯おびえてるだろ。

「あの、薫くんの言うことは気にしないで」

　楓花さんは床に手をついて後ずさり、テーブルの下から出る。

「弱み、って、それじゃあ私にも、ふしだらなことをさせるつもりなのか。ううぅ、悪いのは私だけど……」

「なんでそうなるんですか」

「うさぎのかっこうをして書記室をしっぽで掃除させられるのか……」

　想像しちゃったじゃないか。ふしだらっていうか意味わからんよ。楓花さんは頭を抱えてやばいくらいに思い詰めた口調になる。

「私キスもまだなのに」「ちょっと楓花さん？」「大丈夫ですふーかさん、ぼくもですから」なにがどう大丈夫なの？

「首輪みたいに腕章をつけられてもてあそばれるのか……」

「キリカのあれは自分で勝手にやってんですよ！　僕関係ないし！」

「三つ指ついて出迎えてお風呂かお食事かわ・た・しを選ばせるのか」

「あれは美み園その先輩がおかしいだけですから！」

「どうせおまえはわ・た・しばっかり選ぶんだろう！　は、はしたないぞっ！　せめて先に風呂に入ってから、あ、ああ、な、なにを言わせるんだっ」

　そのとき部屋の扉が勢いよく開いた。

「だめええええっ」

　飛び込んできたのは驚いたことにキリカだ。彼女の腕の中から灰はい褐かつ色しよくの小さな毛玉が飛び出してきて僕の顔面にぼふりとぶつかる。僕は勢いを食って床に仰あお向むけに倒れ、ウサギは僕の顔の上から滑すべり落ちる。

「ひかげのばか！　ふけつ！　女とみれば見境ないんだからっ」

「キリカねえさま、ぼく男です」

「男にも見境ないんだからっ」

　僕は目を閉じて、ウサギのささやかな体温に意識を預けた。もう色々わけわからん。だいたいなんでキリカが部屋に来たの？　ウサギを届けにきただけだろうか？

「ひかげ、寝てごまかさないで！」

　キリカの平手が僕の胸をばしばし叩たたいている。でもおやすみなさい。疲れました。あとはウサギにまかせよう。ひかげってそいつのことでしょ。僕じゃないです。
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　薫かおるくんの姉上は、中央議会議長の朱と鷺き子こさんである。

　とても仲の良い姉弟なので、ともに寮生とはいえしょっちゅう電話したり逢あって話したりしているらしく、僕の日常も朱鷺子さんに筒抜けだった。ただしもちろん、薫くんフィルターを通した歪ゆがんだ形で、だ。

「寮の部屋に毎日毎日女の子を連れ込んでるんですって？」

　議長執務室に文化祭関連の書類を持っていったら、朱鷺子さんが開口一番そんなことを言うので、僕は片手で顔を覆って反はん駁ばくの言葉を考える。

「……連れ込んでませんよ。勝手に来るんですよ。毎日じゃないし……」

「でも女子を部屋に入れてるのはたしかなんでしょ？」

　きつい目で言われるとうなずくしかない。

「そうですけど」

「薫の教育によくないからやめて。あなたはそういう不純な交遊に慣れてるかもしれないけど、薫かおるはまだ中一なんだから！」

　そんなのを僕に言われても困る。だいたい朱と鷺き子こさんだって僕の寮に来てたじゃん。

　朱鷺子さんは咳せき払ばらいして少し上目遣いになる。

「それで……薫は、どう、なの？」

「どう、って？」

「ちゃんと寮生活やれているの？　あなたに迷惑かけてない？」

「むしろ僕が迷惑かけっぱなしですよ。薫くん、すごくよく気がつくから」

「ほんとに？　ちゃんと朝ご飯食べてる？　暑いからっておなか出して寝てない？」

「心配なら一度見にきたらどうですか」

「そう、ね……それじゃ」そこで朱鷺子さんははっと気づく。「わ、私までそうやって言葉巧たくみに部屋に連れ込もうとしてっ」

　全然巧みじゃありませんでしたけど？

「いや、あの、僕が気に食わないなら部屋にいないようにしときますから」

「それじゃ意味ないじゃない」

「え？　どうして」

「あ……」朱鷺子さんは恥ずかしそうに口ごもり、わざとらしくスカートの裾すそを乱れてもいないのに何度も整える。「だ、だからっ、あ、あなたに迷惑かけてないかどうか見るのに、あなたがいなかったら意味ないでしょってこと」

「ああ。それもそうですね」

「い、いつなら、行ってもいいの」

　朱鷺子さんは顔を伏せたまま訊きいてきた。なんだか耳が紅あかい。

「いつでもいいですよ、夕方なら」

「そう？」

　彼女はまたスカートを手でしきりに払う。

「それなら、一度様子を見にいくわ」

　それから顔を上げていきなり語調を強める。

「薫に逢あいにいくのよ？　いい？　わかってるの？　あなたに、じゃないわよ。あなたの部屋に毎日押しかけてるような人と一緒にしないで」

　その念押しは意味わからん。

「だいたい、だれが押しかけてるの？　どうせ聖ひじり橋ばしさんでしょう。ウサギと遊ぶとか言い訳して」

「キリカも来ましたけど。あとは長なが峰みね楓ふう花かさんとか……」

　正直に申告する必要もなかったのである。朱鷺子さんの眉まゆがつりあがる。

「長峰さん？　風紀委員長の？　あ、あなた、そんなところにまで手を出してるのっ？」

「だからあっちが勝手に来たんですってば」

「どうして風紀委員長がわざわざあなたの部屋に行くの。おかしいじゃない」

　いつぞやわざわざ僕の部屋に来た中央議会議長にそんなことを言われたくはなかったが、下手にごまかしても事態が悪化するだけなので正直に話す。

　朱と鷺き子こさんの顔からは怒りの色が引いたけれど、かわりに不審そうな影が差す。

「……カンニング調査？」

「ええ。風紀委員でやってるのか、楓ふう花かさんひとりでやってるのか知りませんけど」

「長なが峰みねさんなら組織挙げてやってもおかしくないわね……」

　朱鷺子さんはデスクの椅子に背を深くもたれて息をついた。あまり驚いていないのが意外だった。

「あのう。カンニングって、ほんとにあるんですか？」

「あんまりこういうことを推測で言いたくはないんだけれど、たぶんあるでしょうね」

　朱鷺子さんの視線が議長執務室の天井にさまよう。

「昔、けっこう大々的にやってたグループがまとめて退学になったこともあるわ。それでも、八千人も生徒がいるんだし、白はく樹じゆ台だいは学業に関しては成果主義だし、やる価値がある犯罪ならやる人間は絶対に出てくる」

　その不必要なくらい冷徹な言い方は、どことなく天てん王のう寺じ狐こ徹てつを思わせた。さすが会長と肩を並べて長年この学園に君臨してきた女だ。

　リスクに見合うリターンがあるなら、八千人もいる中には、一線を越えてしまうやつが出てくる。たかがテストの点数とはいえ、留年を回避したり、転科したり、昇級したり、果ては大学への推すい薦せんをもらえたりと、けっこう人生に関かかわってくるのだ。

「でも、カンニングの摘発なんて先生たちに任せておけばいいと思うんですけど」

　朱鷺子さんは肩をすくめた。

「教員側は、よっぽどはっきりと事件にならない限りはカンニングの調査なんてしないでしょうね」

「どうして……ですか？　だって、やられたら先生も困るでしょ」

「そんなに困らないから、よ」

　僕は小首を傾げた。朱鷺子さんの言葉の意味をはかりかねたからだ。彼女は続ける。

「カンニングで得られるものって、要するに自分への過大評価でしょ？　それで不相応なステージに上がってしまって、いちばん困るのは自分自身。他人はそんなに困らない」

　なるほど。

　実例が他ならぬ僕じゃないか。カンニングではないが、美み園その先輩の手回しで過大評価された結果、こうして困り果てている。まわりの人たちはべつに困っていないというかむしろネタにして盛り上がっている。

「本人しか困らないなら、教員も証拠もないのにわざわざ調べたりしないわよ」

「ううん、そうか。そうですよね」

　それなら楓ふう花かさんはなんでわざわざ嗅かぎ回ってるんだろう？　と考えを巡めぐらせていたら、朱と鷺き子こさんがきつい目つきになって言う。

「だからあなたも変な考え起こしちゃだめよ。カンニングなんて」

「し、しませんよっ」

　それから朱鷺子さんが追試の範囲はどのへんなのかと訊きいてくるので教えたら、こんなことを言い出す。

「それなら、……私も、教えられるわ。理数科だし」

「はあ」

「薫かおるの様子を見にいったときに、ついでに教えてあげてもいい」

「はあ」

「ついでよ？　どうせ部屋に行くんだから、そのついでに」
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　そんなわけで翌日の午前中、朱鷺子さんがトネリコ棟にやってきた。

　驚いたことに私服である。ノースリーブの真っ白なワンピースに、夏草柄の透すけたショールを羽は織おり、髪もアップにして、たくさんの白い花の髪留めでまとめている。寮の野次馬どもの盛り上がり方も尋常ではなかった。

「姫の私服なんてはじめて見たぞ」「うなじもはじめて見たぞ」「なんか化粧気合い入ってねえか」「おい、もっといいカメラないのか！」

「ねえさま、いらっしゃいませ！」

　薫くんが大喜びでドアまで迎えに出る。朱鷺子さんは急いで部屋に入ってきて後ろ手にドアを閉めた。

「もう、なんなの男子寮は。そんなにみんなひまなの？」

　あんたはただでさえ人気があって耳じ目もくを集めるんだし、その上そんな珍しいかっこうで来たら騒ぎになるにきまってるだろうが。

　学園の敷地の東側一帯は寮が建ち並ぶ区画であり、『授業時間以外で』なおかつ『校舎区画に入らない』限りは私服での往来が許される。夏休みの寮は私服天国である。しかし寮が男女に分かれている以上、女の子の私服を学園内で拝める機会などめったにない。

「ねえさま、いつにもましてきれいですね！」

　薫くんが姉の全身をしげしげと眺めてたいへんストレートに言う。

「もうっ、この子はなに言ってるの」

　朱と鷺き子こさんは照れくさそうに薫かおるくんの肩を寝室の奥に押しやる。薫くんは朱鷺子さんの肩のショールをつまみあげて言った。

「あ、これ、せんぱいが緑色好きみたいだってぼくがおしえたから──」「薫ーッ」

　朱鷺子さんは真っ赤になって薫くんを洗面台の方に引きずっていった。薫くんのもぐもぐとうめく音、手足をばたつかせる音が聞こえてくる。なんだいったい、なにやってんだ？　僕がそうっと様子を見にいこうとすると、朱鷺子さんは肩で息をしながら戻ってきた。後から薫くんもふらふらになって出てくる。

「変なこと言わないでっ！」と朱鷺子さんは弟を叱しかる。まだ耳が赤い。

「ごめんなさい……」と薫くんは頭を両腕で覆っている。ぶたれたのだろうか。

「え、ええと」

　僕がなにか言わなければいけない雰囲気だったので、言葉を探す。

「……私服、持ってたんですね」

　これ以上ないくらい間抜けで無意味な発言をしてしまった。あわてて付け加える。

「すごい似合ってると思いますよ」

　朱鷺子さんの赤面はトマトケチャップをぶちまけたみたいになった。両手をわななかせてなにか言おうとするのだけれど言葉になっていない。

「あ、あのっ、べつに変なお世辞とかじゃなくて、制服よりずっといいっていうか、ああいや制服が似合ってないわけじゃないですけど、ええと」

　事情もよくわかっていないまま言いつくろいを重ねたせいで自分でもなにを言っているのかよくわからなくなってきた。朱鷺子さんはうつむいたまま僕を勉強机の方に乱暴な手つきで突き飛ばした。

「勉強！　追試の勉強でしょ！　ばかなこと言ってないで早く教科書用意して！」

「すみません！」

　せっかくわざわざ勉強見てくれるってのに、来てもらって早々に馬鹿馬鹿しい時間の浪費をしてしまった。僕は数学の教科書と問題集と追試の過去問を机に並べる。

「ねえさまはせんぱいの隣ですよね？」と薫くんが椅子を引く。

「なっ、なんで私がっ」

「だって勉強をおしえるなら隣の方がべんりですよね」

「ぅう、そう、そうだけど」

　朱鷺子さんはしかたなさそうに、二つ並んだ椅子の右側に腰を下ろす。そんなにいやならべつに無理して教えてくれなくてもいいんだけど。

「牧まき村むらくん！　早く座ってっ！　時間もったいないんだから」

「はいっ」

　僕と朱鷺子さんが並んで座って鉛筆を手に一問目にとりかかると、薫くんがいきなりこんなことを言い出す。

「じゃあ、ぼくは気をきかせて急に用事を思い出したのでちょっとお出かけしますね」

「は？」「薫かおるっ？　な、なに言って」

「あとは若いふたりにまかせて──」

　そのとき部屋の扉が勢いよく開いた。

「だめええええっ」

　飛び込んできたのはまたしてもキリカだ。彼女の腕の中から灰褐色の小さな毛玉が飛び出してきて僕の顔面にぼふりとぶつかる。僕は勢いを食って椅子ごと倒れ、ウサギは僕の顔を踏み台にして朱と鷺き子こさんの膝に跳び移る。

「ひかげのばか！　ふけつ！　女とみれば見境ないんだからっ」

　なんかまったく同じ場面で同じせりふを聞いた記憶があるんだけど頭を強く打ったから脳のう味み噌そが混乱してんのかな……。

「……聖ひじり橋ばしさん？　なんでいるの？」

　朱鷺子さんが目を白黒させながら椅子から腰を浮かせて訊たずねる。キリカははっと気づいて首の腕章を引っぱりあげ、目をそらす。

「それは……その……ひかげが、朝から生徒会室に来ててうるさかったからっ」

　ひかげ、というのは今の場合は僕じゃなくてウサギのことらしい。朱鷺子さんも一瞬その区別がつかなかったらしく困惑している。

「そんなことでわざわざ男子寮に来るの？　しょっちゅう来てるの？　だめでしょ、変な噂うわさが立ったらどうするの！」

「ねえさま、ひとのこと言えないです」

「ば、ばかっ！　私はまだ二回目だもの！」

　キリカも、朱鷺子さんの膝からウサギを奪い返すと、むっとした顔で言い返す。

「わたしはべつにひかげに逢あいにきてるわけじゃなくて、ひかげを連れてきたりひかげを引き取るためにひかげの部屋に通ってるだけ。ひかげはひかげだけのものじゃないし、ひかげもわたしのことをひかげ以上に」「もうわけわかんねえよ！」





＊






　遊んでばかりのように見えるかもしれないが、生徒会関係者の夏休みはほとんど休みではない。平日は欠かさず生徒会室に顔を出して、山積みの雑務と向き合わなければいけないのだ。

　夏から秋にかけての主要業務は、十一月に待ち受ける学園最大のイベント『御お白しら穂ほ祭まつり』つまり文化祭の準備である。

　白はく樹じゆ台だい学園の文化祭実行委員会は、意外なことに常設の組織で、監査室の隣に専用の部屋まで持っている。文化祭にまつわる業務が一年中なにかしら発生するからだ。夏休みから十一月までの四ヵ月間は文実の最も忙しくなる時期で、会議も連日開かれる。

「で、ではっ、次はテレビコマーシャルのコンペですけれど、局の方の都合で明後日あさつてになりました。出品は我が校の映研とグラフィックデザイナー部と芸能科有志、外部から四点の予定です」

　議長役の薫かおるくんが緊張の面おも持もちで会議室の黒板の前に立って説明する。居並ぶのは文実の主要メンバー、そして僕ら総務の役員。

「……テレビコマーシャル？」

　信じがたい単語を耳にした僕は、右隣の美み園その先輩に訊たずねた。

「ええ。ローカル局ですけど。毎年評判いいんですよ。生徒の企画がプロの方の企画に勝っちゃうこともあって」

　あらためてとんでもねえ学校である。文化祭のＣＭをテレビ放映？

「続いて、ええと、パンフレット掲載のスポンサーしめきりが来月中ですので、営業部からの報告を」

　薫くんはぎこちないながらも滞とどこおりなく議事を進めていく。文化祭実行委員会に営業部があるのだから、これはもう大学の学祭に近い。
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「メインステージのゲストさんとの初回打ち合わせですけど、これは情宣局長とぼくと生徒会長とでいってきます」

　ミュージシャンまで呼ぶのか。さらにはステージのバックボードのデザインもやっぱりコンペで決めるらしい。すさまじい量の労力と金が動く祭りなのだ、とあらためて実感させられる。

「ではこれで今日の会議を終わります。いつものようにスローガンの唱和でしめくくりましょう！」

　薫かおるくんが言うと、椅子を引く音が会議室に響き、参席者が次々に立ち上がる。

　スローガンといっても、外向きの美辞麗句に満ちた『有志力・共同体』というあれではない。委員のための内向きかつ建前抜きの謳うたい文句だ。

　若き実行委員長がまず高らかに宣言する。

「──収益二千万円っ！」

「収益二千万円ッ！」「収益二千万円ッ！」「収益二千万円ッ！」

　委員たちの唱和する身も蓋ふたもないスローガンに会議室の空気が震ふるえた。僕の左隣でキリカがかすかに興奮気味に両手を膝ひざの上でぱたぱたさせる。このまばゆいほどに具体的な標語を考案したのはお金大好きな我らが総務会計である。いいのかなあ。一般生徒にはあまり見せたくない光景だ。

　委員たちがぞろぞろと出ていき、会議室の人いきれがおさまっていく。僕は薫くんのまわりに集まってなにか打ち合わせしている一団に近づいていった。文実の幹部のみなさんだ。そのうちの一人、長いポニーテイルの背中は、楓ふう花かさんである。風紀委員長でありながら文実の管理局長も務つとめているのだ。

「あのう、楓花さん、ちょっといいですか」

　打ち合わせが一段落したらしきタイミングを見計らって声をかける。楓花さんはびくっと肩を反応させて振り向いた。

「な、なんだ牧まき村むら」

「お話があるんですけど、二人だけになれませんか」

　楓花さんは唇くちびるをわななかせ、顔を紅潮させた。

「おっ、おまえっ、みみみみんなの聞いてる前で、そういう破は廉れん恥ちなことを」

　またかよ。ちょっとは落ち着いてひとの話を聞いてくれないかな。しかも美み園その先輩まで駆け寄ってきて「ひかげさんっ大だい胆たんすぎます、そういうのはまず私にやってください！」とかわけわからんこと言い出すし薫くんは「すごいですせんぱい公衆の面前で」とか目を輝かせてるしおまけにキリカがにらんでるし会長はにやにや笑ってるし助けてくれる人はだれもいないのか。

　しかたなく僕は最終手段をとった。楓花さんの手をつかんで強引に会議室から連れ出したのだ。背後の騒ぎを意識しないようにとつとめながら廊下を渡って階段の踊り場まで引っぱっていく。

「……牧まき村むらっ、ちょっ、ちょっと待ってくれそんな、わ、私にも心の準備ってものが」

　楓ふう花かさんがあわあわと僕の手を振り払い、赤面した顔を両手で覆おおう。なにをどう勘違いしているのか厳しく問いただしたいところだったけれど、さっさと用事を済ませてしまう方がどう考えても得策だった。

「目安箱に、風紀委員会へのクレームがいっぱい来てたんです」

　単刀直入に言った。楓花さんは顔を上げた。

「……目安箱？」

「生徒会ウェブサイトの意見投稿フォームです」

　白はく樹じゆ台だいの生徒であればだれでも気軽に生徒会活動への意見を寄せられるように、匿とく名めいで送信できる投稿フォームが設置されているのだ。管理しているのは総務書記、つまり僕である。普段寄せられる意見は「副会長のブラのサイズを教えてください」とか「会長のスカートのスリットをもっと深くしろ」とか「会計は水泳の授業に出ろ。そして俺たちに写真を撮とらせろ」とかそういう性欲丸出しのばかりなのだけれど、ここ数日は真ま面じ目めなクレームが何通もあったのだ。

「楓花さん、カンニングの調査まだやってるんですよね？」

「ん……？　む、うむ」

　熱を抜かれた楓花さんは、後ずさって踊り場の壁に背中を押しつける。

「まだやっているが」

「がんばって成績上げただけなのにカンニング疑われたっていうクレームがいっぱいきてるんです」

　楓花さんはうつむいた。

「……そうか。……そうだろうな」

　わかっててやってたのかよ、と僕は少し驚く。

「もうやめた方がいいんじゃないですか。証拠もないのに。楓花さんの評判が下がるばっかりですよ。それに」

　僕は少し迷ってから、朱と鷺き子こさんの受け売りをそのまま口にした。

「カンニングで困るのなんて、回り回ってけっきょく本人だけじゃないですか。ほっておけばいいと思います」

　楓花さんは顔を伏せたまま首を振った。髪先が宙を梳すいた。

「……だから、やってるんだ」

「……え？」

「本人が困るから、証拠もないのに調べ回ってるんだ。風紀委員会に目をつけられるならカンニングはやめておこう、って思ってくれればそれでいい」

　僕はあきれて、しばらく返す言葉も思いつかなかった。

　この人は、摘発のためじゃなく予防のために駆け回って非難の視線を浴びていたのだ。なんで？　そんなの、それこそ教員に任せておけよ。

「私が入学したての頃、柔道部の先輩が集団でカンニングをやって、退学させられた」

　僕は口にしかけた言葉の切れっ端を呑のみ込こんだ。それが、朱と鷺き子こさんの言っていた事件だろうか。

「この学校は、そういうのはわりと厳しいんだ。みんな自主退学の形だったけど、教師が退学を迫ったんだと思う」

　楓ふう花かさんの言葉が重たく冷たく僕の爪つま先さきに落ちる。

「べつに、先輩たちは不良だったわけじゃなかった。悪い人たちじゃなかった。そこまで不ふ真ま面じ目めなわけでもなかった。ただ、馬鹿だったんだ。それだけだ」

　馬鹿だから、カンニングなんてしてもなにひとつ得しない、損しかしない、ということをわかってなかった。

　そんな不幸な馬鹿をこれ以上生み出さないように、この人は──

「おまえも馬鹿だ、って思ってるんだろう」

　楓花さんがちらと目を上げて言った。僕はあわてて首を振ったけれど、図星だったのは見み透すかされていただろう。

「いいんだ。風紀委員というのはそうやってきらわれるものなんだから。きらわれてることも利用する」

　束ねた黒髪をさみしげになびかせ、彼女は早足で階段をのぼっていった。視界から消えてしまうまで、僕は身じろぎもできなかった。

　ほんとに馬鹿だ。もっとましなやり方がいくらでもあるだろ？

　いくらでもあるはずなのに、そのときの僕にはなにも考えつかなかった。







　生徒会室に帰ると、ありがたいことに無人だった。会長は文化祭のスポンサー探しのラストスパートで忙しく飛び回っているだろうし、美み園その先輩も幼い実行委員長のサポートにかかりっきりだろうし、キリカは──会計室にこもっているのかな？　ともかく、だれかいたら楓花さんのことで質問責めにされただろうから、助かった。

　書記室に入る。かつて先代書記の柏かしわ崎ざき駿しゆんさんが使っていた部屋で、どの棚も書類と備品の在庫とでぎっしりなのに、恐ろしいくらい片付いている。気持ちの良い部屋だ。僕の任期の間この整せい頓とんぶりを維持できるだろうか、とプレッシャーを感じてしまう。

　小さな机の前に座り、ノートＰＣを開く。

　生徒会目安箱の受信トレイを確認する。いっぱいのエロネタに混じる風紀委員への苦情。件名だけざっと眺めていても気分がどんよりしてくる。

「……ん？」

　ふと気づいた。新着投稿のひとつだ。




《探偵担当の方へ　カンニングの件について　情報学科担当教員》




　ぎょっとする。クリックする指が汗で滑る。教員？　教員が、なんで生徒会の目安箱に投稿してくるんだ？　しかも、カンニング？




『情報学科担当教員の峰みね岸ぎしです。この投稿内容は生徒会役員だけが閲えつ覧らんし守しゆ秘ひする、とのことなので、それを信じてお願いがあります。たしか生徒会には「探偵」をする部署があったと思います……』




　僕はその文面をプリントアウトして書記室を飛び出した。隣の会計室のドアを敲たたく。

「キリカ、いる？」

「──なに」

　ぶすっとした声が返ってくるのでノブを回す。狭い会計室に充満する薄暗さに息が詰まりそうになる。キリカはぼんやり発光するモニタに囲まれた椅子に膝を立てて座り、じゃがりこを囓かじっていた。僕が入っていくと不機嫌そうな目を向けてくる。

「さっきの、あの、風紀委員長──」

　キリカが言いかけるので僕はプリントアウトを突きつけて遮る。

「依頼なんだ。情報学科の先生から！」

　彼女の瞳ひとみの色が一変した。






２









　峰みね岸ぎし先生とは、情報学科のサーバ室で面会した。冷房が効ききまくった室内は骨にしみるほど寒く、ぎっしり並んだサーバラックのせいで狭苦しく、埃ほこりっぽく、おまけにファンの音なのかハードディスクの回転音なのかやかましいノイズが充満していた。

「ごめん、うるさいでしょ。でも、密談にはいいかなと思って」

　峰岸先生は僕とキリカの顔をちらちらと申し訳なさそうにうかがって言った。それから少し声のトーンを上げる。

「いやあ、聖ひじり橋ばしさん、噂うわさだけは聞いてたんだけど、実在してたんだねえ」

「実在？」とキリカは首を傾げる。

「生徒会が会計業務とか調査とかするのに使ってる架空の名前なのかと思ってたよ」

　グループのペンネームじゃあるまいし。

　投稿内容の丁てい寧ねいさと逼ひつ迫ぱくした感じからはあまり想像のつかない、軽い感じの若い先生だった。三十そこそこ、ひょっとすると二十代だろうか？　くせっ毛と大きめの眼鏡のせいで幼く見えるのかもしれない。目もなんだか必要以上にきらきらしている。

「聖橋さんが生徒会室にこもってネットワーク攻撃担当、牧まき村むらくんが外回りでえげつなく資金回収担当なんだろ？　いやあ二人とも来てくれるなんて頼もしいな、そろって情報学科に移らないか？　きみたちみたいな人材がいると白はく樹じゆ台だいシリコンバレー構想がよりいっそう現実的に」

　探偵への依頼じゃなかったのかよ？　キリカがぼそっとした声で先生の熱弁を遮る。

「わたしは余裕だけどひかげが転科試験にぜったい合格できないからむり。それより早く本題に入って」

　先生はしょんぼりするが、それ以上に落ち込んだのは僕である。そこまではっきり言うことないだろうに。いやいや。そんなこと考えてる場合じゃなかった。先生が咳せき払ばらいし、声の調子を落とす。

「そのことなんだけど。……ほんとに、秘密は守ってくれるのかな」

　キリカはむっとした顔になる。

「信用できないなら依頼しないで」

「悪かったよ。そんなつもりじゃないんだけど」

　先生は両手をもじもじとすりあわせる。

「……ばれたら、最悪クビが飛ぶかもしれないからさ。とくに他の先生には絶対に内緒にしてほしかったんだよ」

「……クビ、ですか」

　どんなやばい案件なんだよ。でも、探偵として呼ばれた以上は相手はクライアントだ。こっちが不安がってるところなんて見せちゃいけない。

「とにかく大丈夫です。秘密はぜったいに守ります」

「うん……」

　それでも先生は、話し始める前に三回も深呼吸した。

「カンニングのことなんだ」

　再びの沈黙を、サーバ群のせわしない稼か働どう音おんが押し流す。

「そう書いてましたね。……あった、んですか？」

　細かく質問を挟はさんだ方が話しやすいのかな、と思って訊たずねる。先生は曖あい昧まいにうなずいた。カンニングがあったことをどうして生徒なんかに話すんだろう。不正を隠しているのだとしたら、たしかに、ばれた場合に最悪クビまでありそうな話だ。

「こないだの期末でね。確証はないんだけど」と先生。「うちの実技試験はＩＴ講義室でやるんだ。普段の教室にも一人一台ＰＣが用意されてるんだけど、それには個々人が色んなファイルを入れてるから試験に使えない」

　なるほど。それこそカンニングし放題だ。個人用のＰＣ一台一台にロックをかけたりネットワークから遮断したりするよりは、試験のときだけ生徒を別室に移した方が早いし確実というわけだ。ＩＴ講義室にも、もちろんそれぞれの席にＰＣが設置してある。

「で、試験の後でＩＴ講義室のＰＣをチェックしてたんだけど……」

　先生の声はさらに低くなる。

「一台に、変なアプリケーションが常駐させられてたんだ」

「変なアプリ？」

「生徒用端末をつないでるネットワークは、試験中は当然閉じてあるんだけど、それを強制的につなげちゃうアプリなんだ」

「要するに試験中に他の生徒のＰＣがのぞけちゃうってことですか」

「そういうことになるね」

　それでカンニング疑惑か。たしかにそんなプログラム、カンニング以外に使いようがあるとは思えない。

「それで、そのアプリを入れた人を見つけてほしいと思って」

　あれ？　と僕は思う。

「捜さがすまでもないでしょ、その席を試験で使ってた人のうちのだれかが犯人じゃないですか。ええと何クラス使ったのかな、とにかく五、六人に絞り込めるんじゃ」

「それが、そう簡単な話でもなくてさ」

　先生は憂ゆう鬱うつそうにサーバラックに背中をもたせかけた。

「そのアプリが入れられてた一台は、故障してたんだ」

「え？」

「故障してたから、俺が修理のときにチェックしてアプリの存在に気づいたんだけどね。とにかく試験中はずっと故障してて、だれも使ってないんだ」

「あの、ちょ、ちょっと待ってください意味がわかりません。それじゃ試験中そのカンニングプログラムはだれも使えなかったってことですよね。捜すもなにも」

「ううん。そうなんだよね……俺も、なんであの一台にだけあんなものが仕込んであったのかわからないんだけど。だれかがカンニングするつもりでインストールしといて、運悪く故障で本番に使えなかったってことなのかなあ」

　そのとき、キリカがぽつりと言った。

「その一台にだけ仕込んだんじゃない」

　僕と先生はそろって彼女の顔を注視する。

「たぶん、その一台だけ消せなかったの」

「……どういうこと？」消せなかった？

　キリカは僕を無視して先生に訊たずねる。

「ＩＴ講義室での試験は、だれがどの席か事前に生徒にわかるの？」

　先生もよくわかっていない顔で首を振る。

「いや。当日きめてたよ」

「それなら犯人はおそらく事前に全端末にプログラムを仕込んでいたはず。自分がどれを使うことになるかわからないんだから。それで、試験が終わってから、全端末のカンニングプログラムを削除した」

「あー……そうか」

　ようやくキリカの言っていたことが理解できる。

　一台だけ、証しよう拠こ隠いん滅めつできなかったのだ。なぜなら故障してネットワークから切り離されていたから。

「そうか。すごいなあ。さすが探偵だ」と先生も感心しきり。

「犯人、見つけるだけ？」

　キリカが先生をじっと見つめて訊ねる。

「依頼内容は、見つけて教えるだけ、でいいの？」

「……う、うん」

　先生がうなずくのを見て、僕が最初に抱いだいた疑問がまた持ち上がり、固化する。

「あ、あのう」

　口を挟はさんでから、ふと、訊きいてもいいことなのだろうかと不安になる。

　キリカは職業探偵だ。仕事として調査を請うけ負って代金をもらっているのだ。調査に関係ない依頼人の内面なんて知ろうとするべきじゃない……のだろうか。

　でも、隣をちらと見やると、キリカと目が合う。二度、まつげを深く伏せただけなのに、僕はなんとなく彼女の考えがわかってしまう。僕と同じ疑問でつっかえているのだ。その証拠に、首に巻いた腕章はまだ《会計》の面を向けたままだ。

　先生の本心を知らないままでは、依頼を請けかねる。そういうことだろう。

「……先生はどうして、僕らなんかに頼むんです？　もしほんとうにカンニングをした生徒がいたとして、なんで他の先生に秘密にしなきゃいけないんですか」

　あんたは、犯人を知ってどうするつもりなんだ？

　先生の目に、狼ろう狽ばいと、羞しゆう恥ちと、それからかすかな興奮が浮かんだ。

「ああ、うん。……そうだよね。……やっぱりおかしいと思うよな」

　彼は眼鏡を外し、大げさな瞬まばたきをした。それから視線を宙にふうわりと漂わせる。

「……ほんとに、見事なプログラムだったんだよ」

　声も、あたためたスプーンでアイスクリームをすくうときみたいな甘くて柔らかい感触に変わっている。

「軽くて、美しくて、最適化されてた。ソースを見たい。コードを組んだその子と、話してみたい。俺の生徒にそんな子がいるなんて。できれば、白はく樹じゆ台だいシリコンバレーの夢をいっしょに見てほしい」

　僕は冷房でこわばったサーバルームの空気の中にため息を押し出した。それで他の先生には絶対に内密に、ということなのか。カンニングが表おもて沙ざ汰たになって退学にされては困るから。情報学科ってこんなロマンチストばかりなのだろうか？

　あきれて言葉を失う僕の視界の隅すみ、キリカの手が持ち上がる。細い指が首に巻かれた腕章の下に滑り込み、斜めに振り下ろされる。

　浮き上がった腕章は、思いがけない長い滞空時間を経て半回転する。

　峰みね岸ぎし先生の眼鏡のレンズに、新しく現れた《探偵》の二字が映り込む。彼はしばらく呆あつ気けにとられた後で、ぱあっと顔を輝かせ、なにか言おうと口を開いた。キリカがそれを遮って手のひらを突きつける。

「解決前払いなら千五百円、後払いは千八百円」

　先生はぽかんと口を開け、しばし固まり、「あ、ああ、そうか。そうだよね」と後ろポケットに手をやる。それから照れくさそうに言った。

「ごめん。給料日前だし後払いで……もうちょいまからないかな？」

　未来のビル・ゲイツはけっこうみみっちかった。
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　調査は翌日から始まった。

　キリカがまず目をつけたのはファイルの最終更新日時だった。三週間前の木曜日、午後の授業中だ。そこでＩＴ講義室にいただれかが犯人、というわけだ。

「授業スケジュール、コピーしてもらってきたよ」

　情報学科の職員室から戻ってきた僕は、会計室で待っていたキリカにプリントアウトを渡した。

「その日の五時限目・六時限目のＩＴ講義室は、ＦＩＳ３Ｃ高等部情報学科三年Ｃ組と３Ｄ三年Ｄ組の合同授業だね。これが生徒のリスト」

　モニタの光を顔に浴びていたキリカは、椅子を回して僕の方を向くと、無表情に紙を受け取ってうつろな目つきでぼんやりと眺めた。なんだか様子が変だ。やる気があんまり感じられない。

「どうしたの？」

「ん……」

　彼女はモニタに向き直ってしまう。画面に表示されているのは、よくわからないけれど、例のカンニングプログラムの一部だろうか。

「わたしも、そこまで詳しいわけじゃない。でも、このプログラムはけっこうすごいことをやってると思う。これを組んで、事前に全部の端末に仕込むような周到な人間が、ファイルの最終更新日時なんていう致命的な情報をそのままにしておくとは思えない」

「……え、あれっていじれるの？」

　冷たくにらまれてしまった。

「あなたよりほんのちょっとでも頭がよければだれでもできる」

　その言い方はひどいんじゃないかな！　クラス最下位で追試だけどさ！

「じゃあ手がかりにならないってこと」

「んん」

　キリカは椅子の上で膝を抱えて曖昧な声を漏らす。

「もしこの最終更新日時が目くらましだとしたら、３Ｃと３Ｄに犯人はいないってことかもしれない。調査対象から外れるように噓うそ情報を仕込んだ……あるいはさらに裏の裏をかいて、やっぱり３Ｃか３Ｄにいるのかも……ううん……」

　裏とか裏の裏とか言い出したらきりがないじゃないか。

「やっぱり更新日時から犯行時間を割り出すのはやめる」

　キリカはそう言って、情報学科の期末試験の結果詳細が印刷されたプリントの束をサイドテーブルから取り上げた。

　ＩＴ講義室を使って試験をしたのは、高等部情報学科の二年生と三年生の全員だ。合計で八クラス、三百人ちかくいる。なんの指針もなく一人ずつ調べてたら夏休み丸ごと使ったって終わらない。ファイル更新日時が材料にならないとしても、なんとかして絞り込まないと。

　僕が考え込んでいると、キリカがいきなり携帯電話を取りだしてなにやら操作した。

「……わたし。生徒会探偵の聖ひじり橋ばし。……そう。……ひとつ、承しよう諾だくしてもらわなきゃいけないことがある。守秘義務のこと。……そう」

　こいつ、携帯持ってたのか。人並みに電話もするのか。そんなことを思いながら僕は会話に耳を澄すませる。どうやら、相手は依頼人の峰みね岸ぎし先生だ。生徒会探偵だけで秘ひ密みつ裡りに調べるには限界がある。もう一人、依頼の内容を話して協力者にしたい。そう頼んでいるようだ。

　やがてキリカは通話を切って僕に目を向ける。

「ひかげ。伊い藤とう先輩のところにいってきて」

「……伊藤？　ってだれだっけ」

「ＩＴ部長」

「あー……」あの人、伊藤さんだったっけ。名前忘れてた。ＩＴ部のボスにして、文化祭実行委員会の企画局長。何度もお世話になっている人だ。「またお世話になるの？」

「そう。情報学科の内情と、プログラム技術とに両方詳しい人の協力が要いる。峰岸先生の許可はもらったから、依頼については全部話していい。依頼人の名前も出して大丈夫」

「わかった」

　僕はうなずいて会計室を出ようとして、はたと足を止める。

「ちょっと待って、ＩＴ部長って情報学科の二年生じゃなかったっけ？」

「そう」

「てことは容疑者の一人だよね」

　本気で疑っていたわけではないが、可能性は否定できない。キリカは気にしないのだろうか、と思ったのだ。彼女は素っ気なくうなずいた。

「話してみて、あなたがたしかめて」

「たしかめる、って……犯人じゃないかどうかってこと？」

「そう。あなたは詐さ欺ぎ師しらしく、かまをかけるのが巧いから、伊藤先輩の反応をうかがって判断できるでしょ」

「あ、ああ……うん。わかった」

　会計室のドアを開いて外に出ようとして、僕は気づく。足がやけに軽い。地面を思いっきり蹴けったら天井まで跳び上がれそうな気分だ。息も弾んでいる。なんだこれ？　なんで僕はこんなに喜んでるんだ？

　ドアから一歩出たところで足を止め、振り向く。モニタに向かおうとしたキリカもこっちに気づいて椅子を回すのを止める。逆光の中に彼女の横顔がにじむ。

　ああ、そうか。

　キリカの方から、はっきりと僕に責任を預けて仕事を任せてくれたのは、これがはじめてだ。嬉うれしいのだ。助手として認められたのだと──うぬぼれてもいいのだろうか。

「どうしたの、変な顔して。なにが可お笑かしいの」

　キリカが不審そうに訊きいてくる。なんでもないよ、と僕は照れ笑いを返して、ドアを閉めた。







　ＩＴ部長の伊い藤とうさんは、文実室にいた。監査室の隣にある、実行委員専用の作業室だ。夏休みを迎え、いくつも島にされた大机やデスクは書類だの垂れ幕サンプルだの文具だのであふれ、委員たちの姿もたくさんあった。伊藤さんはいちばん奥の机でノートＰＣのキーを叩たたいていた。立て看板だの垂れ幕だのゲートだののデザイン案を一覧にまとめているようだった。

「ちょっと待っててください牧まき村むら君、今パワポを縦じゆう横おう無む尽じんに駆使した華麗なプレゼンのための資料をまとめているところです。ふふふふふふ起業した暁あかつきには伊藤メソッドを確立してジョブズと並ぶ脅威のプレゼンターかつイノベーターかつライフハッカーとしてノマドでギークでロハスな──」

　ＩＴ部の人々はだいたいこんな感じである。その中でも伊藤さんはコア中のコア、いつも不健康な生気に満ちていて、眼鏡の奥のしょぼしょぼした眼球に『二時間しか寝てません』と書いてありそうなくらいだ。喋しやべりながらも打だ鍵けんが止まらないところは正直すごいと思う。伊藤さんが作業を終えるのを待ってから僕は慎重に言葉を選んで言った。

「ちょっとお話があるんです。ええと、白はく樹じゆ台だいシリコンバレー構想についてなんですけれど……」

「ほう」

　伊藤さんは眼鏡の角度をわざわざ細かく動かして蛍光灯の明かりを反射させた。きらりんと光らせるのをやりたかったのだろうか。

「総務の集金ブルドーザーと呼ばれた牧村君からその話を持ちかけられるとは思っていませんでした、聞きましょう聞きましょう！」

「ここじゃちょっと……他の人に聞かれるとまずい話なので」

「ほほほう！　どこのベンチャーを買収するんですか？」

　いやそんな話じゃありませんから。

「印刷室で話しましょう」

　印刷室は二階への階段下りてすぐのところにあった。教室と同じくらいのかなり広い部屋なのだけれど、充満するインクのにおいとひしめく無ぶ骨こつな業務用印刷機のせいで息苦しいくらい狭く感じられる。生徒会関係者が寄ってたかって使うので、印刷機はどれかしら稼働中なのが常だ。伊い藤とうさんと僕が入っていったときも、二台が揺れながら藁わら半ばん紙しを吐き出し続けていた。人影はない。大量印刷には時間がかかるので、だいたいみんな放置するのだ。やかましいので立ち聞きされる心配もないし、内緒話にはもってこいだった。

　気づかれないように深呼吸する。

　念のためとはいえ、損な役回りだな、これ。

「……伊藤さんって、情報学科の二年Ｄ組でしたよね」

「そうですが？」

「Ｄ組っていうと成績最上位クラス？」

「もちろん」

「競争激しいんですよね、大学の推薦は奪い合いだし、へたしたらＣ組に下がっちゃうかもしれないし」

　伊藤さんは首を傾かしげる。僕がいきなりなんの話を始めたのか、いまいち呑のみ込こめないのだろう。当然だった。

「あまり競争という感覚はないですが」

　私の競争相手はマイクロソフトやアップルやグーグルやオラクルで──と演説を始めた伊藤さんを遮って、僕は告げた。

「今期の期末テスト、Ｄ組でカンニングをした生徒がいます。もう特定できています。文実関係者です」

　伊藤さんはぽかんとなった。印刷機の稼働音がやけに耳みみ障ざわりに沈黙を細かく細かく切り刻きざんでいく。眼鏡の奥の目をじっと見つめ、表情変化を探さぐる。

「……はあ……？」

　彼の喉のどから出てきたのは、そんな間の抜けた声だった。

　これは──白シロだ。僕は息をついて緊張を解いた。

「……すみません、いきなり変な話して。ええと、情報学科でカンニングがあったかもしれないのはほんとです。あとは全部うそです」

　伊藤さんは目を白黒させている。僕は申し訳なさに目を伏せて言葉を続ける。

「つまり、伊藤さんも一応は容疑者の一人だったので、かまをかけたわけです」

　盛大に息を吐くのが聞こえた。怒られるかと思っておそるおそる顔を上げたら、伊藤さんはこんなことを言う。

「いやはや、今のが名高い牧まき村むらひかげのハッタリトークですか。ものすごい迫力でしたよ、すっかり信じかけました。私が犯人だったら残らず自白してたでしょう」

　名高い？　というのはちょっと聞き捨てならなかったが、話が早くて助かった。

「しかし、なんでまた総務書記がカンニングの犯人なんて捜してるんです？　しかもこんな手間のかかりそうな方法で。情報学科の一人一人にハッタリトークするつもりですか」

「いやいや。そうじゃないんです」

　犯人じゃないと確信できた上に事情もだいたい呑のみ込こんでもらえた以上、この先の説明は気が楽だった。情報学科の峰みね岸ぎし先生が、カンニング用のプログラムを発見し、犯人の捜索を生徒会探偵に依頼してきたこと。先生の目的が犯罪摘発ではなく白はく樹じゆ台だいシリコンバレーの人材確保であることまで話すと、伊い藤とうさんの目は急に生き生きしてきた。

「なるほど！　それでアルファでギークな私に協力してほしいと！　さすが峰岸先生は若いしクラウドだしビッグデータだしコワーキングですな！」なに言ってるかわからん。

「情報学科のことはよくわからないし、それで伊藤さんにお願いできればって」

「いいでしょう。まずはその、峰岸先生が惚ほれ抜ぬいたというアプリを見せてください。犯人につながる最大の手がかりでしょう。リバースエンジニアリングします」

「リバ……？　ってなんですか」

「知らないんですか」伊藤さんの口調は、あきれているというよりも説明できるのが嬉うれしいという感じだった。「この場合は逆コンパイルして高級言語構文に再構築し、ソースコードを推測できるように──」

「ちょ、ちょっと待ってください全然わかりません」

　この時点で僕はもう情報学科への転科をきっぱりあきらめた。

「つまりですね」伊藤さんはうきうき顔で言う。「たとえば自動車の設計図や工法は企業秘密ですよね。しかし自社の技術力をアップさせるために、どうしてもライバル社の車の作り方を知りたい。こういうとき、車を買ってきて、分解・分析して工法や設計図を推測する。これがリバースエンジニアリングの例です」

「はあ……」わかったようなわからないような。「あれですか、食通が料理を一口食べて材料はどうの調理法はどうのって看かん破ぱする……」

「そう簡単にいけばいいんですがね！」

　伊藤さんは笑った。

「とにかく、プログラムには、組んだ人間の『指し紋もん』みたいなものが絶対につきます。個性が出るんですよ。重要な手がかりです」





＊






　実に心強い協力者だった。翌朝、僕が生徒会室に最初に出勤して掃除をしていると、寝不足でふらふらになった伊藤さんがやってきた。

「……寝ないで解析しましたよ……ついでにパワポで資料を作ったので、これからプレゼンします」

「え、え？　プレゼン？　いやべつにそこまでしなくても。あと、体調悪そうですし」

「寝てませんからね！」なんでいつも自じ慢まんげなの？

「少し寝たらどうですか」

「平気です平気平気。聖ひじり橋ばしさんも会計室にいるんでしょう、モニタをお借りします、さあプレゼンですプレゼン」

　キリカは会計室に住んでいるので、伊い藤とうさんがノックするとすぐに顔を出した。

　会計室に三人も入るのははじめてだった。さすがに狭苦しい。伊藤さんは中央の大モニタを使ってパワーポイントでもって立て板に水のプレゼン風にカンニングプログラムの分析結果を説明した。さしものキリカも目を白黒させる。

「──スタティックにリンクされたグローバルなライブラリはユニークでありイリバーシブルであってパーフェクトギルティというわけです」「日本語で結論だけ言って」

　キリカが先につっこんでしまった。伊藤さんは眼鏡をくいっと親指で押し上げた。

「つまりこのプログラムには我々二年Ｄ組のみに配布された独自の素材が使われているので製作者はＤ組の人間です」

「最初からそう言えよ」なんのためのプレゼンだったんだ。

「ぜったいにたしか？」

　キリカが念を押す。伊藤さんは力強くうなずいた。探偵が腕組みして考え込んでしまったため、僕がかわりに疑問を口にする。

「その……ライブラリ？　素材？　でしたっけ。それを、犯人がＤ組のだれかから盗み出すことだってできるんじゃないんですか。Ｄ組の共有データベースは校内ネットにつながっているんでしょ」

「もちろん不可能ではないですが、そんなクラッキング能力があるなら、その能力を使って素直にプログラムを組めばいいだけのことです。盗む理由がありません」

　なるほど、と思い、それから思い直してさらに言う。

「……でも、調査の目をＤ組だけに向けさせるための工作かも」

「そんなわけない」キリカが冷ややかな横目で僕を見て言った。「そういうのを探偵の自意識過剰っていうの。そんな工作、プログラムが漏れることも、それを伊藤先輩がリバースエンジニアリングすることも予想してないと無意味でしょ」

「ああ……うん。そうか。そうだよね」

　探偵の自意識過剰、とは言い得て妙だった。調査で浮かび上がった手がかりにどれも犯人の工作の可能性を考えてしまうのは、現実を探偵側からしか見ていない証拠だ。

　あれ？　でも……。

　僕は舌の付け根からじわりとにじみ出てきたさらなる疑問を口の中で転ころがす。

「調査対象をＤ組に絞る」

　キリカは断言し、伊い藤とうさんを追い払って再び椅い子すの上に体育座りした。キーボードを操作すると、モニタにはＤ組生徒のリストが表示される。どうやら、期末テストの成績順らしい。伊藤さんは二十二位だ。

「お恥ずかしい。シリコンバレー構想などと吹ふい聴ちようしておきながら、Ｄ組内ではまだまだなんです」と伊藤さんは頭を搔かく。「しかし、この中にあの美しいプログラムを組み上げた才能が潜ひそんでいるかと思うと、ふふふっふふふふ、いっそう打倒グーグル打倒アップルが現実味を増しますよ」

「……犯人、成績上位者だと思いますか？」

「もちろんです。あんな高度なプログラム、私よりハイレベルなエンジニアにしか組めないでしょう」

　そう、そこだ。おかしい。僕はキリカをちらと見て言う。

「そもそも、そんな高度なことができる人が、カンニングなんてする必要あるんでしょうか。実力でまともな成績とれるじゃないですか」

　これが、さっきから感じていた疑問の正体だった。伊藤さんも「ふむ……」と眉を寄せて考え込む。キリカはキーボードを叩たたき続けている。

「二人犯だとしたらどうです？」

　伊藤さんがふと言った。

「有能な方がプログラムを組んで、成績が悪い方がそれを使ったわけです」

「ああ……そういうのも考えられますね……」

「それもない」

　キリカがぼそりと言って、中央モニタを見上げた。まったく判読できないテキストがびっしりと表示されている。なにをやっていたんだろう？

「今、Ｄ組の実技試験の答案を全比較した」とキリカ。「類似点のある答案の組み合わせが存在しなかった」

「……どういうこと？」

　キリカは椅子を回して僕の方を向いた。

「他の生徒の答案をカンニングしたなら、犯人の答案はそれに似るはず。でも、似ている答案がない」

「そりゃ、カンニングしたなら、ばれないようにちょこっと変えるんじゃないの」

「他の科目ならそれもできる。でも、情報学科の実技試験はかなり複雑なプログラムを組ませてる。変数名とかでいくら小細工しても、構造そのものは変わらない。構造そのものを変えてちゃんと動くように組める人は、そもそもカンニングしない」

「たしかに……」

　伊藤さんは僕を押しのけてキリカの机に近づき、脇からキーボードを操作してモニタを食い入るように見つめる。万単位のテキストが画面上を流れていく。

「……ない、ですね」と伊い藤とうさんがつぶやく。

　それって──どういうことになるの？

　僕はそうっとキリカの方をうかがう。彼女はまたモニタに向かってなにやら操作している。画面に踊っているのは、今度は折れ線グラフだ。表の左手には二年Ｄ組の三十人の名前がそれぞれちがう色で縦に並べられ、対応する色のラインが様々な波形を描いて表の右端へと伸びている。どうやら各人のこれまでの試験の成績推移らしい。点数が急激に上昇しているやつが怪しい、ということなのだろうか？

　キリカがカーソルキーを一回叩たたくたび、どれかの名前と、同色の折れ線とが強調表示される。

「……男ばっかりですね」ふと気づいて僕はつぶやいた。

「そりゃそうです」と伊藤さん。「こういうゴリゴリの理系学科といったら女の子が全然いないのが当たり前です。女子は菊きく川かわだけですよ」

　伊藤さんの名前のすぐ下、菊川琴こと美みというのが、たしかに三十人中唯一の女名前だった。成績は伊藤さんとそろってだいぶ下降気味だ。

「菊川も、べつにＩＴなんて興味なさそうだったのに、私が起業して年商五百億！　みたいな話をしてたら真に受けて一緒に情報学科志望にした口ですからね。ＩＴは向いてないんですよ。昔からてきとうなやつだったし」

「昔から知り合いなんですか」

「ええ、まあ、小学校からの腐くされ縁えんというやつで──」

　そのとき、背後の扉の向こうで声がした。

「……おはようございます！　伊藤せんぱいがこっちににきてるって聞いたんですけど、あれ？　だれもいないんですか？　キリカねえさま、いますか？」

　薫かおるくんだった。

「おっと、もう時間です、文実の方でもパンフレット表紙のプレゼンをしないといけないんだった」

　伊藤さんが言って、会計室を出ていく。みなさんで会計室でなにしてたんですか？　という薫くんの声が、廊下の向こうに押し出され、両開きの大扉が閉じて再びの静けさがやってくる。

「ひかげ」背中越しにキリカが言った。「狐こ徹てつの今日の予定は？」

「えっ？　……会長？　え、あ、ああ、うん」

　そんなことをなぜいきなり訊きかれたのかわからず、僕はどもりながら手帳を取り出す。

「……会長は、今日はスポンサー回り。午後に出勤」

「そう。じゃあ、たぶんそれで解決」

　僕は啞あ然ぜんとした。解決？

「わたしじゃアクセスできない情報が要いる。狐こ徹てつがいちばん手っ取り早い」







　昼過ぎ、会長が生徒会室に顔を出した。

「キリカがあたしに頼み事？　ふうん、珍しいな」

　僕の言づてを聞いて、会長は会計室のドアをノックした。僕もその後に続く。

　キリカは、招き入れた会長を無言でキーボードの前まで促うながした。彼女が自分以外をあの大おお仰ぎような椅い子すに座らせるところなんてはじめて見た。画面には、二年Ｄ組の生徒一覧がテキストファイルで出力されていた。

「これをあたしにどうしろって？」と会長はキリカを振り向く。

「全員の履歴、中等部のときの志望学科とか成績とか、できれば小学校のときのことも、書いて」

　僕は目を剝むいてキリカを見た。

「……え？」

「これでたぶん犯人がわかる」

「い、いや、全員の履歴？　そんなの、会長が知ってるわけ──」

　リズミカルな打鍵音が始まった。会長が、いちばん上の名前から、詳細プロフィールを書き始めたのだ。出身小学校、中等部での学科と選択授業、それぞれの年度の成績。打ち込むスピードにはまったくよどみがない。

「ヒカゲ、ちょっとあたしを甘く見てるんじゃないのか」

　モニタを見つめながら会長が愉ゆ快かいそうに言う。

「あたしは生徒会長だぞ？」

　呆ぼう然ぜんと、ふくれあがっていくテキストデータを見つめる。いや、生徒会長だからって。

「狐徹は全校生徒のプロフィールを暗記してるの。先生に頼んで調べてもらうより早い」

　キリカの言葉で、僕もようやく思い出す。あれは──四月、会長にはじめて生徒会室で逢あったときだ。僕の中学時代のことも寮の部屋のことも知っていたじゃないか。

　あのとき、天てん王のう寺じ狐徹はたしかに言っていた。

　生徒のことを憶えていないようでは生徒会長はつとまらない、と。

　まったくそのままの意味だったわけだ。

「終わったよ、キリカ」

　会長が最後のエンターキーを軽やかに叩たたいて立ち上がった。キリカがいつものように椅子に体育座りでちんまりと収まると、ようやく部屋の空気の緊張がほぐれた気がした。無意識のうちに、会長の打鍵中ずっと息を止めていたのだ。

　キリカはプロフィールと成績推移表をべつべつのモニタに表示させて見比べると、二つの名前をポップアップさせた。

　一人目は、菊きく川かわ琴こと美み。さっき伊い藤とうさんが言っていたＤ組の紅一点だ。成績は今回の期末で二十三位まで下がっている。

　二人目は、当の伊藤さん。

「二人とも、出身小学校が同じだね」と会長が言った。「中二で同時に理数科に移うつり、中三での選択授業もまったく同じ。高等部でそろって情報学科に進んでいる」

　キリカは何度もうなずく。続く会長の言葉に僕は驚きよう愕がくする。

「それじゃ、菊川琴美が犯人だね」

「そう」

　あまりにも驚いていたので、声も出てこなかった。なんで？　なんでこれだけでわかるの？　だいたい菊川琴美さんの成績、今回めっちゃ下がってますけど？

　キリカが僕をちらと見やり、息をついた。あきれているのか、憐あわれんでいるのか。

「だから、ひかげ、これはカンニングじゃないの」

　カンニングじゃ──ない？

　僕がつっこんで訊きこうとしたときだった。生徒会室の方から美み園その先輩の張り詰めた声が聞こえた。
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「……あら、楓ふう花かさん？　ひかげさんですか、今は……あっ、ま、待ってください、会計室は今は──」

　会長の反応は早かった。キーボードに手が走ったかと思うと、すべてのモニタがブラックアウトしたのだ。次の瞬間、会計室のドアが乱暴に開かれる。

　逆光の中に立つ人影。赤地のブレザーの左腕に純白に燃え立つ《風紀委員会》の腕章。楓花さんはまず会長を、それから椅子の背もたれに隠れたキリカを、最後に僕をにらんだ。はっきりと、怒っている。

「伊い藤とうから聞いた。情報学科のカンニングのことだ」

　伊藤さんから？　僕は驚きを顔に出すまいとするのにかなり苦労した。会長もキリカも涼しげにポーカーフェイスを保っている。

「……すみません……」

　楓花さんの背後から弱々しい声が聞こえた。当の伊藤さんだ。細く開いた扉の隙すき間まから生徒会室にずるりと入ってくる様は、古いレジスターが吐き出すレシートみたいである。

「さっき文実幹部にプレゼンしようとして、ま、ま、間違って、例のプログラムの資料を見せてしまって……」

　僕は両りよう眼めを手で覆おおって天井を仰いだ。だからちゃんと寝ろって言ったのに。

「牧まき村むら、なぜ職員室か風紀委員会に即報告しないんだ。総務内でもみ消すつもりか」

　なにも答えられない。探偵として依頼を請けたのだし、守秘義務がある。僕は楓花さんを押しのけて会計室を出た。

「牧村ッ！」

　彼女の怒声も、美み園その先輩の不安そうな視線も無視して、伊藤さんに近づく。

「他にだれに見せちゃったんですか？」

「……あ、ああ、薫かおる君と辻つじ堂どう君です。そっちの二人には口止めできたんですが、長なが峰みねさんが、その……」

　僕は安あん堵どする。文実の幹部だけか。不幸中の幸いだ。

「犯人はもうわかったのか、牧村」

　背中から楓花さんのとげとげしい声が浴びせられる。

「ノーコメントです」と答えるしかなかった。

「私は風紀委員として、不正を見逃すわけにはいかない」

「だから、ノーコメントですってば」

「天てん王のう寺じ！　総務が生徒の不正を看かん過かするのか、おまえの政権も終わりになるぞ！」

　楓花さんが僕の肩越し、会計室から出てきた会長に向かって言う。ずるい、と僕は思う。会長は関係ないだろ。スキャンダルで脅おどすようなことをするのか。

　けれど会長は、会計室の戸口に寄りかかり、余裕たっぷりの笑みを浮かべる。

「政権が終わり？　どうして」

　天てん王のう寺じ狐こ徹てつは色気たっぷりのしぐさで自分の髪の房ふさを持ち上げ、指の間からこぼし、楓ふう花かさんに目を戻して言葉を続ける。

「あたしは生徒会長だよ。いちばん高いところから見渡して、見極めて、信じるのが第一の職務だ。あたしはキリカとヒカゲの正義を信じてる」

　僕は息を詰めて、会長の顔を見つめ返す。

　どうしてこの人は、こんな表情を瞳に込められるのだろう。守ってくれているという心強さと、守ってやらなければという戦意とを、どうやって同時に燃え立たせられるのだろう？

　会長の背に隠れるように、キリカも戸口に姿を現し、腕章に沈みかけた目で僕をじっと見つめている。

　楓花さんに向き直った。

「まだ、ほんとうのことがわかっていないんです。明日まで待ってください。そうしたらみんなお話しします」

　精一杯の強がりを視線に注ぎ込んだ。楓花さんは口ごもり、拳こぶしを固める。

　背を向けたままキリカに言った。

「……じゃあ、事件を終わらせてくるよ」

　返事を待たず扉に向かう。背を押す視線を、錯覚じゃないと言い聞かせながら。







　ほんとうに、奇妙な事件だった。

　キリカの探偵を手伝うようになってから、様々な人と触れ合い、色んなできごとを体験した。学校という枠に収まりきらない大事もあったし、怪け我が人にんが出るほど深刻な事態になったこともあった。けれど、いちばん奇妙な事件はどれだったかと訊きかれたら、僕はこの情報学科カンニング疑惑を挙げるだろう。

　なんとなれば、キリカも僕も、この事件の犯人に一度も逢あわなかったのだ。顔も見なかったし言葉も交かわさなかった。どんな人物なのかもついに知ることはなかったし、キリカの推理がどこまで正しかったのかも確かめなかった。

　それでいて──これが最も奇妙な点なのだけれど──事件を解決したのは、あろうことか僕らではなくその犯人自身なのである。

　ほんとうにほんとうに、奇妙な事件だったのだ。







　峰みね岸ぎし先生は、情報学科の職員室にいた。僕が入り口でこっそり手招きすると、足早に廊下に出てくる。階段の踊り場まで行って小声で報告した。

「あのプログラム組んだ人、わかりました」

「ほんとにッだれっ？」

　僕はぎょっとして、唇に一本指をあてる。

「ご、ごめん」と先生は頭を搔かいた。

「二年Ｄ組の、菊きく川かわ琴こと美みさんです」

　先生はしばらくぽかんと口を開けたまま固まってしまった。

「……知ってます？」

「い、いや、もちろん知ってるけど」先生はそう言って、噎むせ込こむ。「Ｄ組で一人だけ女の子だし。知ってる、知ってるよ。でも……」

　先生の両眼はぎょろりと一回転した。

「ほんとに？　そんな目立つほどすごいプログラマじゃないけどなあ。成績もそんなでもなかったはずだし、あと、今回の期末はかなり悪かったんじゃなかったっけ。……それ、たしかなの」

　僕は少し返答に迷い、キリカと会長の顔を思い出す。

　あの二人には、僕に見えないなにが見えていたんだろう？

「……たしかです」

「ううん。そうか」と先生は髪の毛をばりばりかき混ぜる。

　それから、僕らは踊り場のなまあたたかい壁に寄りかかって黙り込んでしまう。

　先生も、犯人が見つかった後でどうしたらいいかわからないのだ。依頼しておきながら、決めていないのだ。

　僕だってそうだ。

　今ここで──決断しなきゃいけない。

「あの、先生」

　うつむいたまま言う。

「その菊川さんて人に、確認するわけですよね」

「ん……まあ、そう……だね。ひとまず、そうするしか……ないね」

「それなら」

　僕は顔を上げた。先生の視線はまだ、僕らの爪先の中間点に落ちたままだ。

「頼みがあるんです」

「……頼み？　俺に？」

「菊川さんにです」

　先生は顔を上げた。困惑した表情と一緒に、期待の色も浮かんでいる。たぶん僕の口調が不必要なくらいエネルギッシュだったからだ。虚勢がしぼまないうちに言葉を継ぐ。

「これから僕が言うようなプログラムを、組んでほしいんです。明日までに」

　要望を詳しく説明すると、先生の顔は苦り切ってしまう。

「……それを、明日までだって？　そんな無茶な」

「無茶でもやってもらわないと困るんです。実は、その、依頼を請うけておいてほんとに申し訳ないんですけど、風紀委員に事件がばれちゃったんです」

　峰みね岸ぎし先生は跳とび上がった。

「風紀委員っ？　って、あの、なんかやたらと潔けつ癖ぺきな子たちでしょ、まずい、まずいなあ、それじゃ大っぴらになっちゃうじゃないか、俺おれの名前も知られちゃったの？　やばいやばいどうしよう」

　ちょっと落ち着いてくれ。仮にも教師だろうが。

「まだ、菊きく川かわさんの名前までは知らせてないです。真相を確認してから情報を提供するからちょっと待ってくれって言ってあります」

「でも……でも、ちょっと時間稼かせげただけだろ。あああ、俺クビかなあ……」

「だから！」僕は相手が教師だということも忘れて先生の両肩を引っぱたいた。「稼いだその時間で、僕のお願いしたプログラムを組んでください！　それで風紀委員を説得します。僕はプログラムのことなんて全然わからないけど、あのカンニングアプリを作った人はすごい人なんですよね？　あと一日で、できませんか？　先生も手伝ったり」

　これじゃどっちが依頼人かわからないな、と思いながらも僕は要望をまくしたてた。先生は情なさけなさのたっぷりたまった目で僕を見た。

「……ああ……日本にシリコンバレー作るために、きっと今の牧まき村むら君みたいな無茶なクライアントからの仕事もいっぱいこなさなきゃいけないんだろうな……」

「そうですよ。がんばってください」

　僕は無責任に力強く言った。

　とぼとぼと階段を上っていく峰岸先生の背中を、僕は祈りながら見送った。他にできることはもうなかった。





＊






　翌日は朝っぱらから蒸し暑く、目を醒さましたときにはもうアブラゼミが窓の外で競って鳴いていた。

「せんぱい！　せんぱい、おきてください！」パジャマ姿の薫かおるくんがベッド枠からひょこっと顔を出して、僕の腕をつかんで揺さぶった。「携帯！　携帯鳴ってます」

　僕は飛び起きた。蟬せみの声で気づかなかった。ベッドから飛び降りると、机の上で携帯が震えていた。

『……今……できた、よ……一時間しか仮眠してないよ……』

　峰みね岸ぎし先生の萎なえきった声が電話口の向こうから聞こえてきた。ＩＴ系の人ってみんなそんなに寝てない自慢が好きなんだろうか。

『これ、どうする。牧まき村むら君のメアドに送ればいいのかな』

「いえ、生徒会のアドレスに送っておいてください、ありがとうございます！」

　電話を切り、シャワーを浴びて眠気を洗い流す。寝室に戻ると、すでに制服に着替えた薫かおるくんが、きっちり畳たたんだ半袖Ｙシャツとスラックスを出してくれる。

「はいせんぱい、着替えです」

「あ……りがと」

「購買で朝ごはん買っておきました」

「なにからなにまでほんとごめん」

「せんぱいの寝顔も撮とっておきました」それは消せ。

「薫くん、楓ふう花かさんの電話番号知ってる？」

「はい、もちろん！　あれ？　せんぱいは番号もらってないんですか？　女の人はせんぱいに二秒間見つめられるとそれだけで携帯番号交換しちゃうのかと思ってました」

「どんな妖怪だ。ええと、これから生徒会室に来てくださいって電話しておいてくれる」

「はい！　いよいよ決戦ですね！　ふーかさんをせんぱいの手て管くだで責め苛さいなんで身も心もずだぼろにして堕おとしちゃうんですね、たのしみです！」

　……いや、そんなことしないけど、なんで楽しみなの？　僕この子と同室でこれから先大丈夫だろうか。毎日ありがたく世話になってるけどさ……。

　冷え切ったサンドウィッチを喉のどに詰め込んで烏ウー龍ロン茶ちやで流し込むと、僕と薫くんは部屋を出た。







　生徒会室前の廊下で、楓花さんと鉢合わせした。この暑さなのに、今日もブレザーだ。これはひょっとして風紀委員会の白い腕章を目立たせるためにわざわざ我慢して着ているんじゃないだろうか、と勘ぐってしまう。

　楓花さんにじっとにらまれ、僕は足下に視線を落とした。薫くんも黙って心配そうに僕らの顔を見比べている。

「一日待ったくらいで、なにがどうなるんだ」

　楓花さんが不機嫌そうに言った。

「私の心は変わらないぞ。不正を見逃すつもりはない」

「……それじゃ、ぼく、文実室に先に行ってますから」

　薫くんがつとめて明るい声で楓花さんに言った。

「今日もいっしょにがんばりましょうね。待ってます」

　ぱたぱたと足音が遠ざかる。

　僕は目を合わせられないまま、黙って生徒会室の扉を開き、楓ふう花かさんを招き入れた。会長も美み園その先輩もまだ出勤していなかった。蟬せみの声が窓の方からうつろに聞こえた。無人の部屋を横切り、会計室の扉をノックする。

「全部、お話しします」

　楓花さんを振り返って言った。

「その上で、どうするか決めてください」

　それしか言えなかった。僕はキリカを信じていたけれど、真実についてほとんどなにも聞かされていない。ただ武器を用意しただけだ。あとは目を閉じて、引き金に手をかけて、探偵の言葉を待つだけだ。

　ノブを回して、引いた。

　楓花さんは緊張した面持ちで喉をくっと鳴らし、会計室の薄闇に踏み込む。たくさんのモニタの放つ淡くとげとげしい光を背に、椅子が半回転して、白と黒のリボンの耳が揺れる。キリカは楓花さんの視線をまっすぐ受け止めて言った。

「本来なら、あなたに事件のことでなにか話す筋合いはない」

　キリカの冷ややかな声に、蟬の合唱が意識の枠外へと遠ざかる。

「探偵には守秘義務がある。でも、不幸な事故であなたに知られてしまったし、わたしが沈黙を守っているとあなたは暴走するだろうから」

「暴走ってなんだ。私は風紀委員として当然のことをしようとしてるだけだぞ」

　詰め寄る楓花さんの険しい口調と視線を、キリカは無視して、告げる。

「ＦＩＳ２Ｄ高等部情報学科二年Ｄ組の菊きく川かわ琴こと美み。あのプログラムの製作者」

　楓花さんの眉が持ち上がる。

「犯人、もうわかっていたのか。それなら職員室に報告しろ。おまえたちがしないなら私が報告する」

「犯人じゃない」

　キリカの言葉に、楓花さんは目を眇すがめる。

「これはカンニングじゃないの」

　いつか僕に言ったことを、キリカは繰り返した。楓花さんが息を詰めるのが背中から見ていてわかった。僕の背筋もこわばって、ぴしりと軋きしむ。

「なに言ってるんだ？　他の席のパソコンを覗のぞくプログラムなんだろう、カンニング以外のなんだっていうんだ」

「そう。この事件のおかしなところは、まず、そこ。あのプログラムが、講義室の生徒用ＰＣを覗くためだけのものだということ」

　キリカの声は深くなっていく。

「あのプログラムを組むためには、ものすごく高い能力が必要。それこそ、学校のテストくらい目をつぶっててもトップの成績が取れるほどの。……それだけの有能なプログラマなら、他人の答案を盗み見る必要なんてない。げんに、Ｄ組の実技試験の答案には、だれかがだれかの答案を模倣した形跡がひとつもなかった。もともと成績優秀な人間が、たとえば大学推薦のためにさらに高い点数を望んだのだとしても、他の生徒の端末なんて見る必要はない。教職員のＰＣにでも、ウェブにでもつないだ方が有効」

「それじゃあ！　なんのために作ったんだ」

「だから、あれは、わざと低い点数をとるために作られたプログラムなの」

　楓ふう花かさんの喉から、呆ほうけた息が漏れた。沈黙が押し寄せ、彼女の弱々しい肩を押す。ふらついて倒れるのではないかと一瞬思った。

　僕はキリカに目を戻す。意味がわからなかった。わざと低い点数？

「なんで？　だいたい……そんな、そんなの、てきとうに間違ったこと書けばいいだけじゃないの？　他人の答案なんて見なくても」

　キリカの目が、立ち尽くす楓花さんからゆっくりと僕に移される。

「それじゃだめ。低すぎてもいけないから。あのプログラムの製作者は、ある一人の生徒と同程度の成績をおさめなきゃいけなかった。高くても、低くてもだめだった。その目的を達成するためには、どうあっても、試験中にその生徒の答案をチェックしてどれくらい正解なのかを確かめて自分もそれに合わせて適度に間違えなきゃいけなかった」

　疑問に塗りつぶされた僕の頭の中を、キリカの言葉がぐるぐる回る。息をどこの穴から吐き出せばいいのかも一瞬わからなくなる。

「……なんで？　同じ点数？　なんでわざわざそんなこと」

「なぜって、ずっと一緒のクラスにいるため」

　キリカの答えに僕は愕がく然ぜんとする。

「Ｄ組に上がるときも一緒、Ｃ組に降級するならそのときも一緒、もし大学の推薦がとれるなら一緒の大学──そのためには同じ成績をとり続けなきゃいけなかった。菊きく川かわ琴こと美みはずっとそうしてきたの。小学校から、中等部、今の高等部……」

「あ……」

　ようやく、僕の中で断片がつながる。

「……伊い藤とうさん？」

　キリカは目を伏せて小さくうなずいた。

　伊藤さんと同じ小学校を出て、彼を追いかけて白はく樹じゆ台だいを受験し、タイミングをそろえて理数科に移り、高等部で情報学科を選び、同じＤ組に配属され、伊藤さんの成績低迷に同調して順位を下げ──三年生になるときに残留するにしろ降級するにしろ、クラスメイトでいられるようにと──その道程のすべてが偶然ではなく、作為と、洞察力と、精密な計算と、桁けた違ちがいのプログラム能力の成し得た結果だっていうのか。

　ぞっとした。

　もしそうなら、菊きく川かわ琴こと美みは──

　峰みね岸ぎし先生の期待も予想もはるかに超える、化け物じゃないか。

　視界の端でなにかが明滅している。右端のモニタだ。メーラが新着メールを告げている。峰岸先生からのメールだ。

　もしそうなら、じゃない。そうなのだ。すでに証明されたのだ。

「……全部、推測だろう。証拠はどこにあるんだ」

　楓ふう花かさんがうめく。

「ほんとに成績が悪くて、どこかでそのプログラムを拾ってカンニングに使ったのかもしれないじゃないか」

　探偵の視線が僕に投げかけられる。

　ここからは詐欺師の仕事だ、とばかりに。

　僕はひりひり痛む喉のどに唾つばを流し込んでから、口を開いた。

「いえ。証拠はあります」

　楓花さんは振り向いた。束ねた髪先が弱々しく浮き上がって闇に弧を描く。

「昨日まではなかったんですけど、さっき、証明が終わりました」

　僕は楓花さんの脇わきを通り抜けて右側のモニタに近づく。キリカがキーボードに手を走らせ、メールを受信し、添付ファイルを展開してくれる。同どう梱こんされた説明テキストを一読する。僕の頼んだ通りの仕様だ。不安が胸の裏側を引ひっ搔かく。ちゃんと動いてくれるのだろうか？　あれから二十四時間たっていないんだぞ？

　祈る気持ちで実行ファイルをダブルクリックする。シンプルなウィンドウが開く。

「なにしてるんだ。証明？」

　楓花さんの声が僕の背中に迫る。動作試験は──それじゃあ、楓花さんでやってみるか。入力窓に長なが峰みね楓花の名前を打ち込む。電子の手足が複雑な網あみの上を縦横に駆け巡って情報を貪どん欲よくに求め広がっていくのが見えるような気がした。

　やがて、ラックの奥の方でプリンタが軋きしみ、うなり、身を震わせて動き出す。一枚、また一枚、さらに一枚、びっしりと印字された用紙が吐き出される。

　まだ生あたたかいプリントアウトを、まとめて楓花さんに手渡した。彼女の眉が寄る。両目が紙面をさまよう。

「……なんだ、これ。……テスト問題？」

「楓花さんの──高等部体育科二年生の最近の範囲ですよね、全教科どれも」

「そう……だけど。なんだこの問題は。期末の時には、こんなの出なかった」

「これ、プログラムで自動生成した問題なんです」

　楓ふう花かさんが目を見開いて、僕をにらむ。彼女の指がきつく紙に食い込んで歪ゆがめる。

「成績の伸び率から、その人のレベルを判定して、四年以上前の過去問の中からそのレベルに応じた正答率の問題を抽出して、一教科一問ずつピックアップするプログラムです。つまり、ええと──」

　僕が言葉を探している間に、プリンタは次のテスト問題を吐き出す。僕のぶん、それからキリカのぶんだ。キリカのそれは英語の小論文や派生定理の証明といったハイレベルな問題ばかり並んでいるのに、僕のは中学生でも解けそうな基礎問題だらけだ。なにせ、学年ランキング６位と１３０位、雲うん泥でいの差である。

「成績に合わせて、一人一人、その生徒のためだけの小テストを、自動でつくってくれるアプリケーションなんです」

　楓花さんの目に戸惑いが濁る。

「……これが……なんなんだ」

　さあ、もう一手もミスできない。慎重に、けれど大胆に、全速力で走り抜けなきゃいけない。

「今、峰みね岸ぎし先生に働きかけてもらってます。遅くとも三学期から、早ければこの夏休み明けから、このプログラムを使った試験が採用されます。直前の期末の成績をもとにして、休み明け最初に小テストをするわけです」噓うそをつくと舌が乾くのが早い。ほんとに職員会で採用されるだろうか。「ある人が、言ってました。カンニングで困るのはだれより本人だって。分不相応な場所に上がってしまうから、って」

　楓花さんは迷いの表情に浸ひたったまま小さくうなずく。

「このプログラムは、その分不相応を、確実に、最速で、思い知らせるためのものです。もしほんとうにカンニングをした生徒がいたとしたら、次の学期の頭にいきなり手に負えない難問を突きつけられることになる。しかもこのテストは生徒ひとりひとり問題がちがいます。カンニングできないんです」

　ぐっ、と息を呑のむ音が聞こえた。楓花さんは手元のプリントアウトに目を落とした。まつげがかすかに震えている。

「それから、学校の匿名ネットワークに噂うわさを流します。教職員側は実はカンニングを見抜いており、不正生徒に対してだけ懲ちよう罰ばつとして小テストの難易度を上げている──っていう噂です」

　楓花さんは目を上げた。さすがに、はっきりと驚いている。

「もちろん噓です。でも、実際にカンニングをした当人は、どう受け取ると思います？　たしかに目の前に実力以上の難問が出てくるんです。しかも問題はひとりひとり異なっている。噂はそこで確実な力を持つものに変わります。抑止力です」

　楓ふう花かさん、あなたが求めていた力ですよ。

　言葉は口にせず、視線だけで押しつける。わかってくれるはずだからだ。だってあなたは罪を告発したいわけじゃない、ただカンニングなんていうつまらない行為で学校生活を棒に振る不幸なやつらを増やしたくないだけなんだ。そう言っていたでしょう。あれは濁にごりのない本心ですよね？

　それなら今、僕のはったりに、乗ってください。

　ＰＣの低いうなりがじりじりと沈黙を削っていく。やがて楓花さんがつぶやく。

「……そんな、うまい話が……あるかどうかは、今はいい。それとこれは話がべつだろう。菊きく川かわがやったのは不正じゃないか」

「不正じゃないです」

　隙を見せないように、間髪入れずに言った。

「彼女は他人の答案を見ただけです。参考にしていない。する必要もないことを、自分で証明したんです。この問題自動生成プログラムを一晩で組んだのは他でもない菊川琴こと美みです。だから不正じゃありません」

「そんな屁へ理り屈くつっ」

「屁理屈でもありません。ねえ、楓花さん。なにが正しいか正しくないか、決めるのは僕でもないし楓花さんでもない。人間はそんなこと決められない。決めるのは真実です」

　これが、その日僕がついた最大の噓うそだった。

　もちろん楓花さんだってわかっていたはずだ。なにが正しいかを決めてきたのはいつだって人間だ。どうしようもなく視野が狭く、愚かで、感情的で、流されやすい、生身の人間が裁さばいてきたのだ。

　でも、それをわかっているからこそ、あなたは信じたいんだ。正義とかいう幻想が僕らの頭上のどこかで毎朝毎晩ぎらぎら輝いていることを信じていたいんだ。だから、ピュアで真っ白なその腕章をいつも左腕に巻きつけているんだ。そうでしょう？

　答えは、なかった。

　楓花さんが目を伏せたまま踵きびすを返し、会計室を出ていってしまったからだ。

　両開きの大扉が彼女の背中を断ち切り、遠ざかる足音がやがて蟬せみの声にまぎれる。

　僕は息をついて、ちらとキリカを見た。探偵は椅子の上で体育座りしたまま、小さく肩をすくめた。しょうがない、と言いたげだ。

　それから彼女は椅子を降りて生徒会室に出ていった。

「美み園その。打ち合わせ」

「え？　あ、はい」

　二人は応接用のソファセットに向かい合って腰掛け、なにか話し合いを始めた。

「ひかげがだいぶひどいはったりを言ったから、収拾つけないと」

「あのスケールの大きさもひかげさんの素敵なところです。外で聞いててどきどきしてしまいました。職員会の決定があったことにしちゃうなんて、並の度胸じゃできません」

　あー……。そのことか。たしかに、自動生成小テストが採用された、なんてしれっと言ってしまった。すぐにもばれてしまう大おお噓うそなのだ。僕は首をすくめて会計室を出ると、お茶を淹いれて応接セットに持っていった。

「採用されそう、くらいでよかったのに、ひかげはいつも口ばっかりよく動くんだから」

　キリカはむっとした顔でにらんでくる。

「あの迫力があればこその生徒会詐さ欺ぎ師しですよ。遠慮していたらだませるものもだませなくなります。ひかげさん、これからも安心してどんどんだましてください。つじつま合わせには私が全面的に協力しますから！」

「いや、べつに僕はだまそうと思って喋しやべったわけじゃなくてですね……」

　醜みにくい言い訳だと気づいて途中でやめた。はい、だましました。どうせ詐欺です。いいよもう。なんとでも言えよ。

「職員会への働きかけなら私の得意中の得意です。また謎の権力をめいっぱい使わせていただきますね」と美み園そのさんは妖あやしく微ほほ笑えむ。怖い人だ。会長と同じく、敵じゃなくてほんとうによかったと思わせてくれる。

「美園の謎の権力だけじゃ足りないかも。もっと賛同者がほしい。朱と鷺き子こ……は、無理かもしれないけど……事情話さなきゃいけないし、やっぱり不正だって言われるだろうし、ううん……」

　キリカが唇をすぼめて考え込んでいるので、僕は横から口を挟む。

「伊い藤とうさんは？　もう事情知ってるから説明の手間もないし、ＩＴ部長も文実企画局長もやってるからけっこう先生受けがいいんじゃないの」

　ものすごく冷たい視線が返ってきた。

「だめ。伊藤先輩にこれ以上協力してもらうとなったら、事件の顚てん末まつを教えなきゃいけないでしょ」

「……え？　いや、そうだけど、べつにかまわないだろ」

「だめですよ、ひかげさん」美園先輩が困った苦笑を浮かべて言う。「そんなことをしたら菊きく川かわ琴こと美みさんの想っていることが当の伊藤さんに伝わってしまうじゃないですか。他人の口から伝えられるなんて、乙女心が傷つきます」

「えー……あー？　ああ……はあ」

　僕は間の抜けた声を漏らしてしまう。納得しがたかったが、呑のみ込こむしかない。そういうことなのか。超人的エンジニアであるところの犯人の動機は、つまりは、幼なじみの伊藤さんに寄せる秘めた好意、というわけか。だから伊藤さんには伏せておきたい、と。

　なんだか脱力感をおぼえて、僕はキリカの隣に腰を下ろしてしまう。

「……なんか、ほんと変な事件だったよ。まさかこんな真相だったなんて。キリカはよく一発で犯人わかったね」

　毎度のことながら、生徒会探偵の洞察力にはあきれる。でもキリカはつまらなさそうに言った。

「だってＤ組には女子が一人しかいなかった。ずっと一緒のクラスだった組み合わせもひとつだけ。片方は、あなたが最初にかまをかけて犯人じゃなさそうだって判断した伊い藤とう先輩だった。だから菊きく川かわ琴こと美みしかあり得ない」

　そう説明されるとそういうもんかと思えなくもないが、いやしかし。

「そもそもあんな動機が思いつかないよ。なんですぐ見抜けたの？」

　キリカのリボンがびくりと揺れた。

「……だって、それは。……わたしも」

　そこでキリカは口ごもってしまう。その耳がみるみる赤くなる。

「キリカも？　……え、ど、どうしたの？」

「なんでもない！　ばか！」キリカはいきなりわめいて立ち上がった。「ひかげみたいに鈍にぶくなければだれでもそれくらいわかるの！」

　そう言い捨ててキリカは会計室に引っ込んでしまった。僕はソファから腰を浮かせたまま、啞あ然ぜんとして彼女の背中を見送った。ドアが乱暴に閉じる。
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　美み園その先輩の含み笑いが聞こえた。

　僕は息を大きく吐き出して、ソファに身を沈めた。なんなんだあいつ。そりゃ、僕はあまり頭がよくないけどさ。だれでもわかるだって？

「……あのう、美園先輩もわかってたんですか？」

　不安になって訊きいてみる。

「私は、事件のことをそこまで詳しく聞いてませんでしたから」

　そう言ってくれる先輩は実に優しい。さて、僕が必要以上に馬鹿なのか、キリカが無茶を言い過ぎなのか。

「あ、でも、狐こ徹てつもすぐに気づいたのではありませんか？」

「そういえば……い、いや、会長も頭の回転がおかしいだけですよ！　普通あんなの気づくわけありませんって！」

「さあ、どうでしょう」と美園先輩は愉快そうに微笑む。「私も最初から説明されていたらすぐにわかったかもしれません。だって乙女ですから。ちなみに今キリカさんが怒っている理由はわかりますよ」

「え、ほんとですか？　じゃあ教えてください、今日の仕事に差し障りが」

「だめです。自力で気づいてください。私の旦だん那なさまになる方なんですからもっと乙女心を勉強していただかないと」

　先輩は自分のデスクに戻ってしまった。僕がなにか言うよりも早く、大扉が開いて三人目の乙女が入ってきた。

「諸君おはよう！」会長だ。ちっとも乙女じゃねえ。「聞けばヒカゲがまたまたやらかしたらしいじゃないか、風紀委員長を堕とすなんて大手柄だよ。ふふ、郁いく乃のがどんな顔するか楽しみだな、さっそく詳しい報告を聞こう」

　そして事件の顚てん末まつを説明した僕はもちろん、会長からも鈍さを大いに笑われる羽目になったのである。
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　この奇妙な事件のほんとうの終わりは、もっとずっと先、夏休みの明けた九月になってようやく訪れることになる。テスト問題自動生成プログラムによる個別試験が職員会で認められ、まずは実験的に普通科だけで実施されたのだ。

　峰みね岸ぎし先生の話によれば、職員会を通過できたのは、美園先輩の謎の手回しもさることながら、カンニング防止に熱心だった風紀委員会からの推薦も大きかったという。

　二学期のはじめ、実際に小テストが行われ、ほんとうにひとりひとりちがう問題が出たことに驚いているクラスメイトたちを見ていると、ちょっと気分がよかった。実務面ではなにもしていないとはいえ、発案は僕なのだ。さて、これからまた僕の仕事だ。ネット上で精一杯うさんくさい噂うわさを流して、カンニング看かん破ぱ疑惑をもっともらしく盛り立てなければいけない。文面を考えるだけでわくわくした。

　ところで僕は、期末試験の壊滅的な成績に合わせて弾はじき出されたその中学生レベルの小テストで、またしても壊滅的な成績を叩たたき出してしまうのだが──

　それはまたもっと先の話、だ。
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　白はく樹じゆ台だい学園の広大な敷地内には、なんと十二ものプールが点在している。なんでも、災害時の水確保を兼ねているのだとか。

　夏休み中、これらのプールは生徒たちに開放される。監視員は、体育授業の出席日数が足りない生徒が単位と引き替えにやらされているらしい。金をかけずに遊べるとあって、毎日にぎわっていた。

「夏期休業中でも、生徒を学園になるべく集中させておきたい、という意図なんだよ。よそに遊びに行って問題を起こす確率が下がるからね」と会長は説明してくれた。「体育教官室はなかなか頭の良い人間が多い」

「……会長が先生をほめるなんて珍しいですね」

　教職員のことは完全にこけにしているものかと思っていた。

「白樹台の体育教官たちは、侮あなどりがたいよ」

　会長は愉快そうな笑みを浮かべて言う。

「あたしの覇は道どうを阻はばむ敵としては実に歯ごたえがある。ひとつのエスタブリッシュメントといっていいだろう」

「えすたぶり……」僕はちょっと驚く。「そんなに権力あるんですか？」

「体育祭の時期が来ればわかる」

　体育祭。そうだ、文化祭の前、十月に、もうひとつ学園をあげての巨大イベントがあるのだ。……あれ？　僕ら生徒会、そっちに関しては特になにもやってないけど？

「体育祭実行委員会、というものは存在しないんです」

　僕の疑問を見抜いたのか、美み園その先輩が隣のデスクから言った。

「様々な歴史的理由があって、体育祭は生徒会管かん轄かつのイベントじゃないんですよ。みんな体育教官室が牛ぎゆう耳じっています。私も去年編入してきてはじめて参加しましたけれど、ふふ、すごいですよ。きっとひかげさんも驚きます」

「うちの体育祭は戦争だからね」

　会長が不吉きわまりないことを言う。まさか全員にエアガンでも支給されてサバイバルゲームをやらされるのでは、なんてことを想像してしまう。

「もう少し開催時期が早ければ、水泳も種目に入れてもらうんだが」

「狐こ徹てつは水着が見たいだけでしょう」と美園先輩があきれ口調で言う。椅子にふんぞり返っていた会長は身を起こしてデスクを憤然と叩たたいた。

「失敬な。水着だけじゃない、肩だって太ももだって見たいぞ！」

　なんでえらそうに言うの、それ。

「というわけで、今日はみんなで泳ぎに行こう」

「どういうわけですか。だいたい、今日は午後から商工会の人たちとスポンサードの打ち合わせがあるから」

「行きましょう！」

　美園先輩が立ち上がる。あなたにのられてしまうと僕としてはまったく立場がないんですけど。

「午後までに戻ってくれば問題ないはずです。ひかげさんに私の水着姿をお見せして、もっと魅力に気づいてもらわないと！」

「え？　いや、いいですべつに」なんだか冷たい言い方になってしまったので、あわててつけくわえる。「先輩はそのままでじゅうぶん魅力的ですから」

「み、魅力的ってそんなっ直接的なっ」

　美園先輩は──案の定と言うべきか──わたわたと赤面した。

「い、いけませんひかげさん、こういうのには段階というものがあります、私たちご両親へのご挨あい拶さつもまだなのにっ」あんたの思考には段階というものはないの？

　そこに会長が口を挟んでくる。

「じゃあヒカゲ、美園はどんな格好がいいと思うの？」

「え？　いやべつに、そういうのはなにも」

「なにも着ていないのがいいんだね」

「いけませんひかげさん、狐こ徹てつが見ているのにっ、そういうのは二人きりのときにっ」

　この人たち、ぜったい共きよう謀ぼうして僕をおちょくってるよね？　そうだよね？

「せっかくこんなこともあろうかと水着もたくさん用意したのですから、ちゃんと見て選んでくださいね！」

　美み園その先輩はそう言って副会長室に引っ込んだかと思うと、ものの十秒もたたないうちに出てきた。

　……まぶしい肢し体たいのあらわになった青のビキニ姿で。

「どうですかひかげさんっ」

　先輩ははしゃいだステップを踏んでその場で一回転する。金色の長い髪が星ほし屑くずを散らしてふうわりと浮き上がる。うなじは目もくらみそうなくらい白い。僕は様々な意味でいたたまれなくなって目をそむける。

「……なんでビキニなんて持ってきてんですか」

「そうじゃなくて感想を言ってください！」

「素敵だよ美園。抱きしめてしまいたいくらい」

「狐徹には訊きいてません」

『素敵だよ美園。抱きしめてしまいたいくらい』

「ひかげさんの声真似なんてしても無駄です！　もっと言ってください！」どっちだよ。ていうか会長もなんでそんなに僕の真似が巧いんですか。

『素敵だよ美園。水着が白だともっと素敵だよ』

「白なんてそんなっ！　でもひかげさんが言うなら」僕じゃねえし。先輩は会長の声真似にだまされてまたも副会長室に入り、白水着に着替えてすぐに出てきた。デザインもへそが出る大胆なモノキニで破壊力はさっきの青いやつの倍以上、僕は生徒会室に不意の来客がないようにとだけ必死に祈っていた。

「ところであたしの分はないの？」

　素の声に戻った会長が訊たずねると、美園先輩はどこからか一抱えのビニル包装された水着の束を取り出した。

「そこは抜かりありません。狐徹用のＤカップのものも多数とりそろえています」

　そこは抜かってていいよ。会長はうきうき顔で水着を選び始める。

「やはりあたしのイメージカラーは赤かな」

「ライオンですからこのゴールドも似合うのではありません？」

　なんだかんだで美園先輩も親身になってつきあっているじゃないか。もう完全にプールに遊びにいく流れか。しかたない、留守番してる間に打ち合わせの要点をなるべくまとめておこう。

「ヒカゲ、なにしてるんだ。早く自分の水着をとってこないか」

「なんで？　……っていうかなんで会長まで着替えてんの？」

　会長もいつの間にか鮮やかな紅色のパレオつきビキニ姿になっていて美み園その先輩と二人並んで足あし下もとまでしっかりビーチサンダルでいったいなんなんだよこの部屋？

「似合う？　感想を聞きたいな」

「もうどこからつっこんでいいのかわかりません。だいたいいつ着替えたんですか？」

「着衣のまま下着を替えるのは天てん王のう寺じ流りゆう拳けん法ぽうの奥おう義ぎで、あたしの得意技だ」

「なんの役に立つんだよその奥義……」

「相手の男の下着をフリル付き花柄ブラジャー＆ショーツに替えて社会的に殺す」

　最低な技わざだなあ。って、そんなことより。

「ヒカゲもビキニがいいというなら今ここで奥義を繰り出すが」

「いやですよ！　そもそも僕は行きませんよ、二人で楽しんできてください」

「ひかげさんが一緒に来てくださらないなんて！　なんのために私は生徒会室でばかみたいに水着を着たんですかっ」そりゃこっちが訊ききたいよ！　馬鹿みたいだってわかってんならやるなよ！

　そのとき、生徒会室の大扉が開いた。

「おはようございます！　せんぱいの水着もってきました！」

　薫かおるくんだった。水着とバスタオルの詰まった透明なビニル製の巾きん着ちやく袋ぶくろをぶら下げている。僕は啞あ然ぜんとしてその袋を見つめる。

「……な、なんで？　なんで薫くんが僕のを」

「だってせんぱいの衣類はみんなぼくが管理してますから」

「それは、うん、ありがとう、だけど」

「薫さんもすっかり同居生活が板についてきましたね」と美園先輩。「そのうえ、私が電話したらすぐに持ってきてくれるなんて」あんたか！

「今日は総務みんなでプールって聞いて！　わあ、美園さんも、狐こ徹てつねえさまも、すごくすてきです！　どうして部屋の中なのに水着なんですか？」

「つっこむところがわからないとヒカゲが言うから脱ぬいだんだ」

「なんだよそのストレート下ネタ！　品なさすぎでしょう、事実関係おかしいし！」

　僕がわめくと、薫くんが首を傾げた。

「よくわからないですけど、着たままの方が品があるんですか？」

「い、いけませんひかげさん、着たままなんて、しわになってしまいますし、染しみもついてしまうかも」「なにがだよ？　もうこの話引っぱるのやめてください」「い、いけませんひかげさん、引っぱったらビキニの紐ひもがほどけてしまいます」「だからなにがだよ？」

「薫かおるは着たままがいいぞ」と会長はジャージの上を取りだして渡す。「水着だけだと色々な夢が壊れるからな」壊れていいよ。むしろ積極的に壊そうよ。

「いいんですか、ぼく、総務の一員じゃないですけど、一緒にプールいっちゃって」

「かまわないよ。薫はもう内定済みだからね。さて、あとは」

　会長はデスクを迂う回かいして生徒会室の左手奥、会計室の扉に向かった。

「キリカ、出ておいで」

　戸口から顔を出したキリカは、当然ながら、会長の水着姿に目を丸くする。

「……なに？　それ」

「総務役員の親しん睦ぼくを深めるためにプールに行こうと思う」

「わたしはいい。陽ひにあたりたくない」

「ヒカゲも行くと言っているぞ」言ってないよ！

「ますます行かない！」とキリカは部屋に引っ込もうとする。会長は閉まろうとするドアに手をかけて止める。

「全員水着で並ぶと大きさを比べられると思っているんだろう？」

「思ってない！」キリカはドアの隙間からわめく。

「大丈夫。下には下がいる。薫はＡＡＡＡＡカップだ」「男だっつってんだろ」たしかにむりやり計算すりゃそうなるけどさ。

「せんぱいせんぱい、ＡＡＡＡＡカップってなんですか？」

「ん？　うん。ええと。アフリカ・南北アメリカ・アジア・オーストラリアの五大陸間で争われるサッカーのトーナメントのことだよ」

「せんぱいすごいです、そんな込み入った噓うそがするっと出てくるなんて」

「噓ってわかるなら訊きくなよ！」

「せんぱいならきっと、ぼくのちいさいのも巧くなぐさめてくれるんじゃないかと思ったんです……」なぐさめる必要ないだろうが、そもそも。

「薫さん、大丈夫です」

　Ｊカップのバストを強調したデザインの白い水着姿の美み園その先輩が、背後から近づいてきて薫くんの両肩に手を置く。

「胸は、恋をすれば大きくなりますから」ならねえよ。男だってなんべん言えばわかるんだよ。

「でも、それなら、キリカねえさまは恋をしているのにどうして」「薫ーッ」真っ赤になったキリカが会計室のドアを押し開いて出てきた。会長がぱっとキリカに飛びつき、抱きすくめて、赤い薄布ごしのＤカップの見事な胸をぎゅうぎゅうと押しつける。

「よくやった薫。さあキリカ、観念して水着を着るんだ」

「ぜったいいや。だいたい、水着なんて持ってない。買ったこともない」

　彼女は授業にまったく出ない不良生徒なのだ。体育の単位はいったいどうやって確保してきたのか気になるところではある。

「そこも抜かりありません。キリカさん用のＡカップのものも多数とりそろえています」

「ばか！　美み園そののばか！　知らない！　勝手にみんなで行けばいい！」

　キリカは涙目で叫び散らすと、会計室に飛び込み、乱暴にドアを閉じた。

「美園、乙女心をわかっていないな」会長が肩をすくめる。「ヒカゲが聞いているんだから、そこはＣくらいにさばを読んでおかないと」「狐こ徹てつのばか！」会計室のドアからまたもきつい声が飛んでくる。僕はもうほんとにいたたまれなくなって生徒会室を出た。しかしそれが間違いだった。

「なんだヒカゲ、先に行くなんて、待ちきれなかったの？」と、あいかわらずの超スピードで制服に着替えた会長が廊下に出てくると、僕の腕をとって強引に歩き出したのだ。校舎を出たところで、美園先輩も薫かおるくんと一緒に追いついてきた。

「キリカねえさま、いいんでしょうか、ひとりだけおいてきちゃって」

　薫くんは夏の強い陽を手で遮って背後の中央校舎を振り仰ぎ、心配そうにつぶやく。

「四人でめいっぱい楽しんできて、真夏のプールがどれだけ素晴らしいかを後でみんなで話してあげれば、きっとキリカさんも次から一緒に来てくれます」

　美園先輩のポジティブさは、今回ばかりは逆効果じゃないかなあと思う。でも薫くんの見解はちがうようだった。

「そうですね！」とまぶしい笑顔で言う。「せんぱいもなんだかんだで素直についてきてくれてますものね」

　あれ？　ほんとだ。







　生徒会室のある中央校舎は、『校舎』という名に反して教室がひとつも入っていない。三階建てのすべてを生徒会関係の施設が占めている。ただでさえ生徒数が多いうえに生徒会が強大な権力を握っているので、必要なスペースも大きくなってしまうのだ。中央、という呼び名は学園の敷地のほぼ真ん中という意味と同時に、集権体制の中央──という意味も込められている。

　つまり、夏休みともなれば中央校舎に用事があるのはほとんど生徒会関係者、顔見知りばかりである。総務執行部プラス文実委員長が手に手にプールバッグをぶらさげて連れだって歩いていれば、すれちがうたびに声をかけられる。

「あれ？　会長」「みんなでプールですかあ！」

「なんで薫君もいるの？　いいなあ」「おい牧まき村むらてめえずるいぞ！」

　そして情報は光の速さで僕らを先回りし、目的地に届いてしまう。

　僕ら四人が普通科グラウンド端っこのプールに到着したとき、すでにフェンスの外側には人だかりが張りついていた。水着を持ってきていない野次馬男子生徒どもだ。

「なにこれ……」

「あたしたちの魅惑のショウをみにきた観客だね。おや、整理券まで配ってる」

　男子更衣室の入り口には長蛇の列ができ、Ｔシャツに海パン姿の生徒が人の群れをさばきながら、「最後尾三十分待ちです！」「お一人様、十五分まで！　入れ替え制です！」などとメガホンで叫んでいる。なんで整理係スタッフまでいるんだよ？

「あれは水泳部員の方々ですね」と美み園その先輩。

「あのう、ぼくたちも入れないんじゃ」薫かおるくんが不安げに言った。

「大丈夫です。私たちはメインキャストなんですから。薫さんもフリーパスですよ。ひかげさんも薫さんをエスコートすれば問題なく入れてもらえるはずです」

　美園先輩、清せい楚そそうな顔をして、その実は自分の美び貌ぼうもその使い道も知りすぎるほど知り抜いているしたたかな女なのである。会長にエスコートされ、拍手と歓声の中を女子更衣室へと入っていく。それを見送り、薫くんも嬉うれしそうに僕の腕に腕をからませた。

「なんだかよくわからないけど楽しそうなことになってきましたね！」

　ほんとなにがなんだか。こんな炎天下に、僕も、そして集まったこいつらも、いったいなにをやっているんだろうね？

　プールサイドはフライパンの上みたいに熱く、足の裏の皮がむけそうだった。歩き方が奇妙ながに股またになってしまう。久々の水着なので、あまり日焼けしていない胸や背中が陽光を受けてちくちくした。僕の背後に隠れるようにして一緒にプールサイドに出てきた薫くんはさっそく注目を集め、「なんでジャージなんだよ……」というため息混じりの声があちこちから聞こえた。水に入っていないときには上半身を隠すようにとの会長の命令なので、見えている素肌はその細っこい両脚だけで、やはりまだ女の子にしか見えない。

「すっごい大にぎわいですね！」

　薫くんは照り返しのまぶしい水面を見渡してはしゃぐ。

　水しぶきの間にたくさんの影が見える。紺色と小麦色が躍動し、太陽を受けて映え、またうねりの中に沈む。８コースの50メートルプールいっぱいに、夏があふれている。何人ぐらい泳ぎにきているだろう？　プールサイドで休憩している連中も含めれば、五十人くらいいるんじゃないだろうか。フェンスにびっしりとたかっている野次馬は男ばっかりだけれど、ちゃんと水着持参で泳ぎにきているのは男女半々。女子たちは「なんなのこいつら……」「なんか続々増えてんだけど」と訝いぶかしげな視線をさまよわせている。なんだか申し訳なくなってきた。

　背後でどよめきが起きる。

　振り返ると、女子更衣室の出口から、モデルばりの視線を意識しまくった歩き方で、会長と美み園その先輩が出てくるところだった。紅白の水着のコントラストが夏空の下に映え、珠たまの肌は陽ひを浴びてみずみずしく汗ばんでいる。二人とも火ほ照てった皮ひ膚ふからなんだか不必要なくらいのエロティックさを発している気がして、僕は目をそらしてしまう。いや、たぶん気のせいだと思うんだけど、なんかこう、情事の後かっていうくらいの……

「すまない、遅くなった。美園と二人で日焼け止めを隅々まで塗りっこしていたら時間がかかってしまってね」「狐こ徹てつが変なところばっかり触るからですっ」

　気のせいじゃなかった。あんたら学校のプールでなにやってんのよ。

「狐徹ねえさまも美園さんも、泳がないんですか？」と薫かおるくん。

「泳がないよ。見せつけにきただけだから」

「泳いでいたら、ひかげさんにこの水着をじっくり見ていただけないでしょう？」

　ほんとあんたら学校のプールでなにやってんのよ？

「おい、あの水着」「すげえ……」「いいの？」「学校のプールなんだけど……」

　周囲の生徒たちもざわめき、僕は遅おそ蒔まきながらことの重大さに気づく。見回せば、目に入る色彩は紺色、紺色、紺色。みんな地味な競泳用水着ばかり。そこに投げ込まれた赤と白の大輪の花は目立つことこのうえないというか、明らかに和を乱している。

　いくら夏休み開放中のプールだからって……こんな派手な私用水着で入っちゃっていいんでしょうか？
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　美み園その先輩と会長が二人がかりでパラソルだの真っ白なデッキチェアだのを用意し始めたとき、背後から声がかけられた。

「待て天てん王のう寺じ！　水泳なめてんじゃねえ！」

　振り向くと、チョコレートみたいに見事に日焼けした、ブーメランパンツ一丁の男が立っていた。髪は日ひ乾ぼししたイソギンチャクのようにぼさぼさで、陽光が透けるくらいの小汚い茶髪だった。ブリーチをかけているわけではなく、おそらくプールの水の塩素で自然に脱色されてしまったのだろう。

　ブーメランパンツ男は会長に指を突きつけて眉をつり上げる。

「プールに来といて泳がないとはどういうことだ！　いいか、水着は濡ぬれて皮ひ膚ふに張りつかなきゃ水着じゃねえんだ！」

「部長さすがです！」「がんばれ速はや水み」「ホースで水かけてもいいぞ」

　水泳部員をはじめ、群がっていた男たちが盛り上がる。速水とか部長とか呼ばれた彼は美園先輩にも指を向ける。

「竹たけ内うちもだ、白水着なんて濡らして透すけさせるものだろ！　濡れろ！　そして透けろ！」

　いえ最近の白い水着は濡れても透けないんですよっていうかあんただれ？

「美園さん、知ってる人ですか？」薫かおるくんが無邪気そうに訊たずねる。

「水泳部部長の速水さんです」先輩はため息混じりに教えてくれた。水泳部部長はさらにいきり立って続ける。

「それに、総務でそろって来てるのに女が三人だけってなに考えてんだ！」二人だよ。もう薫くんが男だっていちいち説明するのも疲れたよ。「牧まき村むらはどうでもいいから聖ひじり橋ばしを連れてこい！　まだだれも水着姿見たことねえんだぞ！」

　賛同の声が飛び交う。会長は騒ぎを完全無視して、デッキチェアにパラソルを立て、日ひ蔭かげに腰を下ろし、寝そべった。赤いパレオの下から伸びた形の良い脚が危険な角度で組まれる。

　さんざんリラックスしきってから、ようやく会長は気だるげに口を開いた。

「……男子水泳部は体育科第二プールを独占使用して練習中のはずだろう。なぜ速水部長はこんなところに来ている？」

「休み中のプールは俺たち水泳部が管理を任されている。こっちでうらやまし……じゃなかった、混乱が起きてるって報告があったんだから駆けつけるにきまってるだろう！」

「混乱は起きていないようだけど。みんなおとなしく整理券をもらって並んでいるし、外のギャラリーも見ているだけだし、女の子たちが水泳を楽しむのにも支障は出ていない」

「むしろ男子どもがみんな泳ぐのやめたから助かってるわ」「ねえ、広々してる」「まわりの視線がちょっときもいけど」「全部あの二人の方向いてるし、いいんじゃない？」

　女子たちがひそめた声を交わしてうなずきあう。

「うううう」速はや水み部長はしどろもどろになる。「うるせえ！　水泳のために開放しているプールだぞ、泳がないなんて認めねえ！」あんた濡ぬれた水着姿を見たいだけでしょうが。後ろの男子どもも含めて。

　会長はにまりと笑って流し目で答える。

「水泳のために開放しているプールに、なぜ防水ケース入りのカメラなんて持ってきているの？」

　速水部長も、後ろに控えていたＴシャツ姿の水泳部員も、青ざめて尻しりに手をやる。ほんとうだ、競泳用水着の尻に不自然なふくらみがある。そんな場所に隠し持つなよ。いや、他に隠し場所ないんだろうけど。

「こ、これはカメラじゃねえぞ！」「そ、そうだ！　一千万画素で接写もできるし動画も撮れる携帯だからな！」カメラじゃん。

「あきれました、水泳部員の立場を利用して盗撮なんて！」

　美み園その先輩が憤然と一歩前に踏み出す。

「この竹たけ内うち美園、我が校の女子の水着姿は全力で守ります！」

「自分の水着姿が全然守れてませんけど……」

「はっ。そうでした。でも、私にカメラが集中することでみなさんを盗撮から守れるのならそれでも……ああでも、私の身体はひかげさんのためのものですし、どうしましょうどうしましょう」

　どうしましょうはこっちのせりふだ。

　そのとき、更衣室の方から鋭い女性の声が飛んできた。

「なんですかこれは！　なんの騒ぎです？」

　集まっていた水着男子どもがあわてた顔で散り、人垣が割れる。速水部長も苦い顔になるが、尻のふくらみを押し込み（どこに押し込んだのかは深く考えないことにする）、おそるおそる振り向く。

　現れたのは、競泳用水着の上にジャージを羽織った、若い女の先生だった。全身が気持ちよくコーヒー色に日焼けしている。腕にＴシャツ焼けがないところを見ると水泳を教えているのだろうか。

「速水君、なにしてるんです！　あの人だかりはいったいなんなんですか」

　彼女のジャージの胸には《福ふく原はら》と刺し繡しゆうしてあった。福原先生はパラソルやデッキチェアやふんぞり返る会長に気づき、速水部長を押しのけてこっちに大股で寄ってくる。

「ああ、うん、先生、これは」うろたえる速水部長を無視し、福原先生は僕らをにらみ渡して憤る。

「生徒会が勢ぞろいで、なにごとです？　だいたい天てん王のう寺じさん、それに竹内さんも！　その派手な水着はなに考えてるんですか！」

「もちろん、見た目を第一に考えているよ」と会長は平然と答えた。この人、教師相手にもこの口調なんだな。そういや学園長にもタメ口だったっけ。

「そういうことを言ってるんじゃないでしょう！」

　当然ながら福ふく原はら先生は激怒した。引き締まった細身ながら、つるりとした短髪で目つきもきつく、怒鳴ると迫力がある。

「学校のプールです、規定の水着を着なさい！」

　美み園その先輩が先生と会長の間に割って入った。てっきりフォローして頭を下げるのかと思いきや、先輩はほんのわずか狡こう猾かつさの含まれたにこやかな笑みを浮かべ、ことさら丁寧な口調で言った。

「規定の水着ですよ。問題ありません」

「なに言ってるんです、どこが──」

　詰め寄ってきた福原先生の怒声を遮って先輩は続ける。

「我が校の授業用水着の規定は、指定メーカー製の競泳用のもの、でしたね？」

「そうです、わかってるならッ」

「これ、競泳用です」

　セクシーに大きくへそまで開いた白モノキニの正面に手をあてて先輩は言った。

「さっきからなにを馬鹿言ってるんですか？　どこがどう競泳用なんです、そんな」

「ですから、私の謎の権力を駆使してメーカーにお願いして、こういったデザインの水着を競泳用のカテゴリに変更してもらったんです。お疑いならメーカーのウェブサイトでどうぞ調べてみてください」

　その場のほとんどの人間が啞あ然ぜんとして固まった。真夏の陽ひ射ざしさえも一瞬凍りついた。謎の権力って、あんた、程度ってものがあるだろ？

「だっ、だめなものはだめです！」

　福原先生の口調はだだをこねるみたいになっている。どっちが高校生なのかわからなくなってきた。

「生徒はスクール水着！　そうきまってるんです、教官室にそろえてあるから、今すぐ着替えなさい！」

「ですから、これがスクール水着です。定義したのは先生方ですよ、私はそれにきっちり従っただけです」

「ううう」

　しばらく悔くやしげなうなり声を漏らしてから、先生はまた会長に指を突きつける。

「それじゃあ、そのパラソルと椅い子すはなんですか！　どこから持ってきたんですか、こんなものプールサイドで使っていいなんて言った憶えはありませんよ」

　会長は、相手をなめきっているときによくやるしぐさを見せた。束ねた髪の房を手ですくい上げて指の間からこぼす、というやつだ。

「これは総務の費用で去年買ったものだよ。文化祭でいくつかの団体に貸し出したんだ。プール倉庫で保管していたら、体育教師が何度もプールサイドに持ち出して勝手に使ってビールなぞたしなんでいたようだけれど、本来の持ち主である我々がなぜ使ってはいけないんだろう？」

「うぐ……」

　福ふく原はら先生は黙り込んでしまった。学園の悪あく食じき女王と腹黒女神が相手では、勝負にもならない。僕はウツボの巣穴よりも深く同情した。

「……泳がないならそもそもなにしにきたんですか」と先生はもそもそした声で言った。

「見ての通り、総務執行部みんなで親睦を深めにきたんだよ」

「みんな、って、会計の聖ひじり橋ばしさんがいないじゃないですか。かわいそうでしょう、連れてきなさい！」

　なんか話がずれてきてますけど？

「総務全員そろってて、地味な紺色の競泳用水着を着てたら、親睦だのなんだのも認めてあげます。これじゃ、天てん王のう寺じさんと竹たけ内うちさんがファッションショーやりにきたようにしか見えないでしょうっ」

「実際その通りですもの」

　美み園その先輩がしれっと言った。この人の度胸も会長に負けず劣おとらずだ。

「日光浴と視線浴を楽しみにきたんです。見られるのが気持ちいいんです。見られるのも執行部の仕事ですし、この体験を共有することで親しん睦ぼくをはかるんですよ」

　正直意味がわからなかったが（視線浴ってなによ？）、あまりにも自信たっぷりに断言するので、福原先生は気け圧おされてなにも答えられない。

「他にもまだ素敵な水着をとりそろえてます。先生もどうでしょう？　スポーティかつセクシーなコンセプトの新作もありますよ」

　背後でギャラリーが「いいぞ副会長よく言った！」と盛り上がっている。もはや隠すつもりもなくカメラを取り出してシャッターを切っているやつもいる。いや、それはさすがにまずいだろ。わざわざ見られにきてる美園先輩と会長はともかく、ただ泳ぎにきてるだけの女の子だっているんだから。

　福原先生はついに野郎共に向かってキレた。

「撮影場所じゃありませんッ！　没収しますよ！　もういいですわかりました、次の職員会議でこの話をして、プールは男女別にします！」

「ひでえよ先生！」「なんの楽しみがあるんだ！」

　下心丸出しの連中から避難と抗議の声が巻き起こる。

「女子と一緒だから毎日泳ぎにきてんだぞ！」「分けたら授業と同じじゃねえか！」

「やかましい！」先生は一いつ喝かつした。「こっちの苦労も考えなさい、休み中の当直はひとりで全部のプールをみなきゃいけないんですよ！　問題が起きないように先に対処するのは当たり前でしょうッ」

　かわいそうな福ふく原はら先生は肩を怒らせて大股で立ち去った。女の子たちはあきれ顔で、男どもは拍手でそれを見送る。

「福原先生も水着にジャージだとなかなかそそるな」会長が舌なめずりして言う。「それに怒ったところも可愛い」

　あんた女ならなんでもいいの？







　男は着替えが早いので、僕ひとりが一足先に生徒会室に戻ることになった。ドアノブに手をかけたとき、中からキリカの声が聞こえてきた。

「……ほら、ひかげ。どれ？」

　僕の名前が出てきたのでぎょっとする。

　そのまま普通にドアを開けばよかったのに、おそるおそる音を立てないように引いてしまったのが失敗だった。

　キリカは会計のデスクの前にぺったり座って、ウサギと遊んでいた。絨じゆう毯たんの上には、美み園その先輩が置いていった大量の水着が広げられている。

「ひかげはどれがいいの？　……それ？　緑色のがいいの？」

　ウサギは鮮やかな緑色のワンピース型水着に鼻を近づけてくんくんしている。キリカはその水着を持ち上げ、首を振る。

「だめ。こういう胸を強調してるのはだめ」

　ひかげ、って僕じゃなくてウサギのことだったか。茶色い毛玉は次にピンクのビキニに鼻先を押しつける。

「こんなのがいいの？　……子供っぽすぎる。こういうのひかげは好きじゃなさそう」

　ウサギがひげをぴくりと震わせ、こっちを見た。キリカも顔を上げ、僕に気づく。世界中の冷蔵庫のドアをいっぺんに開いたみたいな束つかの間まの静せい寂じやくがあった。ウサギは、生徒会室の入り口に立ち尽くす僕と、だんだん赤みを増していくキリカの顔とを見比べる。

　声にならない声と一緒に水着がばさばさと何枚も投げつけられた。それからキリカはいつぞやのように会計のデスクの下に隠れてしまった。

「ごめん、あの、ええと」

　僕は散らばった水着を拾い集めながら言葉に詰まる。あげく、出てきたのはこんな慰なぐさめだった。

「どれも似合うんじゃないかな」

「ばか！」机の下からキリカが言った。「わ、わたしが着るの選んでたんじゃないの！」

　じゃあなにしてたんだよ？　とは思うけれど口にしない。

「うう、ひかげがっ、お腹なか空かせてたから、水着食べるかなって思って」

　食べないよ。ウサギは繊せん細さいなんだからポリエステルなんて食べさせたらお腹壊して死んじゃうよ。……じゃなくて。

「キリカもプール来ればよかったのに。なんか色々変なことあったけど、楽しかったよ」

「やだ」

　そうっとデスクに近づく。ウサギの耳そっくりのリボンの先だけが見えている。

「ひょっとして泳げないの？」

「泳げる。でもべつに泳ぎたいとも思わない」

　とりつく島もない言い方だった。泳げない、と言ってくれた方がまだしも話に広がりようがあった。まあいいか。ひとり残されてさみしく思うようなやつじゃないだろうし。

　仕事に戻ろうと踵きびすを返しかけたとき、キリカが机の陰から顔を半分だけ見せた。

「……ひかげが、もし」

「え？」

　ウサギが、自分が呼ばれたと思ったのか、キリカの膝に駆け寄る。彼女はそれを抱き上げ、言い直す。





[image: ]





「人間の方のひかげが、どう──どうしても、って言うなら、プールにいってもいい」

　僕は頭を搔かいた。そりゃどういうシチュエーションだよ？　僕がどうしてもキリカにプールに来てほしい状況？

「だから、ひかげが……わたしの……」

　キリカは足下に一枚残っていたフリルつきの白いビキニをもじもじと手で探る。

「あー、キリカの力が必要になったらってこと？　探偵の仕事とかで？　でもプールで探偵の仕事なんてすることあるかなあ」

　僕が言うと、キリカは真っ赤な顔でぱたぱたと水着を振り回した。なんだよ。そういう意味じゃないの？

　その後キリカは会計室に引っ込んでしまったので、僕の疑問は宙ぶらりんのままとなった。そのときの僕もまさか、ほんとうにキリカがプールで探偵業務をすることになるなんて思ってはいなかったのだけれど。
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　福ふく原はら先生は本気だった。僕ら総務はそれなりに文化祭準備の仕事が忙しく、次にプールに遊びにいけたのは八月に入ってからだったのだけれど、そのときにはすでに男子更衣室のドアが閉鎖され、威い嚇かく的なでかい張り紙がはってあった。

『男子は第一・第三・第六・第七プールを使用すること！』

　体育教官室からの通達だった。

「男女分けたんだって」「風紀上の問題？　だっけ」

　プールバッグを提げた制服姿の女の子たちがそんな言葉を交わしながら女子更衣室に入っていく。

「なんでだよ……」「ひでえよ体育教師……」「野郎の海パン見てなにが楽しいんだ……」

　張り紙を前に絶望している男子たちも何人もいる。

「福原先生は、あたしと美み園そのの二人でいじくり過ぎたかもしれないね」

　会長が張り紙を見やって言う。

「しかし、むきになってほんとうに規定を変えてくるなんてますます可愛い」

「困ります、これじゃひかげさんに私の水着をじっくり見てもらえません」美園先輩は顔を曇らせる。「どうしましょう、こうなったらひかげさんにも女の子になってもらって、ああそんなことになったら旦那さまになれなくなってしまいます、でもでもっ、女の子になったひかげさんというのはひなたさんのことなのでは、ひなたさんが二人！　素敵です、どうしましょうどうしましょう」病院行ったら？

「素直に第三プール行きますよ。僕は普通に泳ぎにきただけだし」

　というか、そんなにプールで遊びたい気持ちもない。会長と先輩にむりやり連れてこられただけだ。これで執行部の水遊びブームも一段落かな、と思ったら、薫かおるくんが僕の腕をぐいぐい引っぱる。

「せんぱいをひとりじめですねっ」

「しかたないな。今日のヒカゲは薫にくれてやるよ」と会長も肩をすくめる。「泳いでる間もずっとそうやってくっついてればいい」

「くっついてたら二人ともおぼれるでしょうが」

「いけませんひかげさんっ、そんな、薫さんと二人でほとんど裸で禁断の愛におぼれるなんて！　それなら私とおぼれてください！」

　あなたはまず常識をおぼえてください……。







　そして福ふく原はら先生の攻勢はそれだけにとどまらなかった。なんと、その日の夕方、僕の部屋のある寮までやってきたのである。

　夕食後、僕と薫くんが文化祭実行委員会の方針について割とまじめな話をしていると、部屋の外の廊下が騒がしくなった。

「……先生、そっちじゃありません！」「牧まき村むらの部屋はこっちの廊下の突き当たりです！」

　寮の先輩たちの声だ。続いて慌あわただしい足音が近づいてきたので、僕と薫くんは話を中断してドアの方を見る。先生、という言葉が聞こえた気がする。なんだいったい？

　ノックの音がした。

「牧村君。牧村君、いるんですか？」

　聞き憶えのある女性の声。

「……福原先生じゃないですか？　体育の」と薫くんがささやくので、僕も思い出し、ドアのところまで行く。

　先生はあいもかわらず競泳用水着の上にジャージというかっこうで、しなやかな脚線美を多感な男子寮生どもの目に惜しげもなくさらしていた。……って、普段着がそれなのかよ。風紀がどうとか言ってたくせに？

「こんな遅くにごめんなさい。ちょっと顔を貸しなさい、訊ききたいことがあります」

「え、あ、はあ」

　この部屋にも色んな女性が訪ねてきたものだけれど、教師ははじめてだった。あとついでに水着姿の人もはじめてだ。訊きたいこと？

「あ、先生、中へどうぞ。散らかってますけど」

　なにごとにも動じない薫くんが、あっさりと先生を室内に迎え入れようとする。たしかに薫くんが毎日丁寧に掃除してくれてるから男子寮とは思えないくらい片づいているのだけれど、いいのかよ？　相手は先生だよ？

「いいんですか？」福ふく原はら先生もさすがにちょっと遠慮がちな顔になる。

「はい。牧まき村むらせんぱいはこういうのなれてますから！　毎日ひっきりなしに女の人がきて、せんぱいはそれを隙のない甘くて危険で狡こう猾かつなトーク術でめろめろとろとろにして丸め込んじゃうんですよ」やめろよほらほら先生の表情がどんどん警戒一色になるだろ！

　しかし薫かおるくんがテーブルにお茶まで用意してしまったので、ここでさっさと出ていくのは心ない仕打ちだと思ったのか、先生は部屋に入ってきた。

「……ええと。……訊ききたいこと、って」

　僕は椅子に腰掛けてちらちらと先生の顔をうかがいながら訊たずねる。なぜこんな状況になっているのか──もう夜の七時を回ろうかという宵よいの口に寝室でジャージを羽織った水着姿の若い女教師と差し向かいで話しているのか、わからない。福原先生もだいぶ居心地が悪そうだった。二度、三度とグラスの烏ウー龍ロン茶ちやで口を湿らせ、ようやく喋しやべり出す。

「牧村君、それに神かん林ばやし君も……夏休みなのに実家に帰らないんですか」

　僕はきょとんとしてしまう。世間話みたいな質問だったので拍子抜けしたのだ。

「……ええ、まあ。生徒会の仕事で忙しくて」

　白はく樹じゆ台だいは、長期休業中であっても閉寮期間が一日たりともない。寮生は望めば休み中ずっと寮で過ごせるし、実際そうするやつはけっこう多いのだ。

「聖ひじり橋ばしさんも、ずっと学校にいるんですか？」

「そうみたいです」

　そんなことを訊きたくてきたの？　たしかにキリカは書類上は寮生ではなく勝手に生徒会室に住みついているだけだから、教員側では動向を把握できないだろうけど。

　先生は自分のつるりとした膝頭に目を落とし、声をひそめた。

「今日、また総務のみんなでプールに来たと聞きました。でも、聖橋さんはやっぱり来てなかったそうですね」

「ええ、まあ」

　先生は目を上げ、また強い語調に戻す。

「どうして来ないんですか。せっかくプールを男女別にしたのに。男子に水着姿を見られるのがいやで来なかったんでしょう？」

「はあ？」

　僕はもう完全に先生の考えをはかりかねていた。そんなにキリカをプールに来させたいの？　どうして？

「……見られたくないのもあるかもしれませんけど、どっちにしろキリカは外に出るのが好きじゃないし、プールには顔を出さないと思いますけど」

「……そうなんですか……」

　先生は肩を落とす。

「私は、聖ひじり橋ばしさんにも体育の授業を受けさせたいんです」

　つぶやきがテーブルをなめる。

「だって、おかしいでしょう。いくら出席日数を試験の成績でカバーできる制度があるからって、他の教科ならともかく、体育ですよ体育！」と先生はテーブルを平手で叩たたいた。言われるまでもなく授業に一切出ずに進級しているキリカという生徒の存在はおかしい。ちゃんとそこを指弾する教師がいるとは思っていなかったので、僕はだいぶ驚いていた。

「成績優秀なうえに理事長の娘だからそういう問題は職員室でもスルーされてるのかと思ってました」

「たしかにそう考えてる教員が大半ですけど」と先生は声を険しくする。「私は聖橋さんにもきちんと水泳を教えたいんです！」

　先生の熱っぽい言葉を聞きながら、あのぴゅあぴゅあ風紀委員長の楓ふう花かさんがもし教師になったとしたらこんな感じかな、なんてことを思っていた。そのときの僕の認識はだいぶ甘かったことになる。

「聖橋さんは牧まき村むら君の言うことだけは聞くんですよね？」

「いや全然」なんかよくそういう誤解されますけど。

「ぼく、せんぱいの言うことならなんでも聞きます」薫かおるくんはちょっと黙ってて。先生そういうの慣れてないんだから。目を白黒させてるし、話進まないし。

「神かん林ばやし君も……聖橋さんとは仲が良いんですか？」

「はい。キリカねえさまのことは小学生の頃から知ってます」

「そうですか」先生はくたびれきった息をつく。「それじゃあ、二人とも協力してくれませんか。聖橋さんに水泳をやらせたいんです。まずは夏休み中のプール遊びからでも」
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　先生には協力してあげたい気持ちに傾いていたけれど、翌日、それどころではなくなる事件が持ち上がるのである。

　発端は、午後になって生徒会室にやってきた柏かしわ崎ざき駿しゆんさんだった。

「おはようラブ！」

　両開きの扉からさわやかな風と一緒に部屋に入ってきた、夏の陽射しそのものみたいな好青年は、高等部理工学科の三年生で、先代の生徒会書記である。

「おや先輩、珍しいね。休み中なのに」

　デスクの椅子で昼寝をしていた会長が身を起こす。駿さんは自宅通学生だし、受験生でもあるから、夏休みに登校してくるのはたしかに珍しい。

「たまにはらぶりーな後輩たちの顔を見たくなって」と駿しゆんさんは生徒会室を見渡す。

　ノートＰＣに向かって上半期の報告書をまとめていた美み園その先輩が、ちらと目を上げて辛しん辣らつな口調で言う。

「どうせ中等部の女の子たちが部活で汗をかいているのを盗撮しにきただけでしょう」

　温厚な美園先輩も駿さんにだけはかなりつらくあたるのだが、それも詮せん無なきこと。

「おいおい、卑ひ猥わいな言い方はやめてくれよ」駿さんは心外そうに肩をすくめる。「汗じゃなくて少女汁といってくれ」「そっちのが百倍卑猥だよ！」

　この人、筋金入りのロリコンなのである。

「とくにこの季節は、中学一年の女の子が次々とロリの地平を飛び立って大人の女に変わっていく、切なくも美しい季節だからね。受験勉強なんてしていられないよ」

　僕は駿さんの言葉にふと疑問をおぼえたが、掘り下げてもしかたのない話なので黙っていることにする。ところが駿さん、むやみに鋭く僕の方を見た。

「なにか言いたげだね、ひかげくん。なんでも訊きいていいよ」

「はあ……」純粋な好奇心からだ、と前置きして続ける。「なんで中一にそんなにこだわるんです？　あのう、つまり、小学校卒業とかで線引きするなら理屈はなんとなくわからなくもないんですけど、駿さんは中一にこだわってるみたいで、どうしてかなーって」

　以前も、中一女子に対する人間離れした視認能力を見せつけられたのだ。

「ふうん？　それは、ロリ論ろん理りにおいて倫りん理り論ろんや理り論ろん上のロリや理り路ろ整然としたロリなどの難しい問題が」ロリロリうるせえよ。

「あ、いや、あの、ふと思っただけなんで答えてくれなくてもべつに」

　駿さんは応接セットのソファに優雅なしぐさで腰を下ろし、会長の愉快そうな視線と、美園先輩の敵意まみれの視線とを浴びながら、まるでビジネス誌にインタビューを受ける業界トップランナーみたいな雰囲気を漂わせて説明してくれる。

「小学生とか、ランドセルとか、そういった記号的なロリにこだわっているのは、言うなればファッションロリコン、陸おかロリコンだね」

「はあ」

「陸おかロリというのは、ある小説家が提唱した呼び名でね、サーフィンをやりもしないのにサーファースタイルだけ真似する陸おかサーファーという呼称が元になっているんだ。使いもしないサーフボードを車のルーフにのせて日焼けサロンで肌を黒くしてナンパしているような連中のこと。小学生とか幼稚園児とかにことさら大騒ぎしてみせる連中もそれと同じだよ。陸おかロリだ。素人だね」

　駿さんの口調はだいぶ危険な感じで熱を帯びてきた。

「プロのロリコンがこだわるのはそういった表層的なものじゃない。中学一年生の一年間、つまり少女が十二歳から十三歳に次々と爛らん熟じゆくしていく哀かなしみ、最後の一瞬の芳しい輝き、それこそを愛めでるんだよ」

　プロのロリコンってなに？　とか色々と疑問は増えるばかりだったが、同時に、この馬鹿馬鹿しくてろくでもない話題をさっさと打ち切りたいという気持ちも増してきた。しかし駿しゆんさんのきらきらした目は「合いの手を入れてくれ」と言わんばかりだったし、うかつに質問してしまった僕にも責任がある。しかたない、つきあうか。

「十二歳から十三歳っていうのが、その、なにか意味あるんですか」

　駿さんは「いい質問だね！」とばかりに身を乗り出した。

「日本の法律で十三歳が性的同意年齢だからだよ」

「……せいてきどうい……なんですか？」聞き慣れない言葉に僕は目をしばたたく。駿さんは声を弾はずませて続けた。

「性行為に同意できる意志決定能力があると法的に認められている年齢のことだ。言い換えれば十三歳未満の子とはたとえ合意の上でもメイク・ラブした時点で刑法１７７条により強ごう姦かん罪ざいが成立するつまり十三歳未満の子とは愛し合っていてもプラトニックにとどまらなければいけないそのもどかしい葛藤と十三歳になった瞬間にあふれ出すパトスに身を焦がしながらも純潔への絶対信仰によって愛することをやめなければいけないその絶望こそがロリコンの真しん髄ずいなんだッ」

「美み園その先輩、警察呼びましょう」「もう呼びました」「あと救急車も」「もう手遅れです」

　駿さんをちょっと甘く見ていた。ここまできっぱりと犯罪者だとは。会長は笑い転げている。よくこんなのと三年間も一緒に仕事できたな……。

「ああそうだ、警察が来る前に本題を話しておかないと」と駿さんがいきなり冷静な口調に戻った。

「本題……？　あの、もうくたびれ果ててますからロリがどうのって話はかんべんしてください。留置所で刑事さんに話してください」

「ロリとは関係なくもない。総務のみんなには関係ありまくりだし、だいぶでっかいお金が動いてるはずだし、ひょっとすると警察も動くんじゃないかな」

　会長が真っ先に反応した。リクライニングにしていた椅子から飛び起きて応接セットまでやってくる。美園先輩も打鍵の手を止める。僕もガラステーブルに身を乗り出す。

　駿さんは、ポケットからモバイルを取り出した。

「最近、話題になってるオンラインゲームがあるんだ」

「……ゲーム？」

「うん。白はく樹じゆ台だい学園を舞台にしたゲームなんだけど、まあゲームっていっても課金してレアカードかき集めるだけ。ただ、カード画像が、だいぶアングルのやばい写真なんだよね。うちの女子生徒の」

　さしもの会長も目を見開いた。美園先輩も立ち上がり、駆け寄ってくる。

　僕らは駿しゆんさんの肩越しに、モバイルの画面をのぞき込んだ。

「さすがに白はく樹じゆ台だいって名前は伏せてあるんだけどね……」

　タイトルにはピンク色の文字で『Ｈ学園！』と表示されている。

「……たしかに伏せてありますけどべつのものを伏せてませんよね」下心とか。

　サブタイトルは『ＪＣ・ＪＫ水着コレクション』。なんかもうありとあらゆる意味で最低だな……。

　駿さんが画面をフリックして、中身を見せてくれる。スクール水着姿の女の子たちの画像が次々と表示される。どうやらプールサイドだ。……うちの学校？

「どれも我が校の生徒だね」と会長が言う。「プールも、うちのだ」

「実は狐こ徹てつのも美み園そのちゃんの画像もあるらしいんだけど、スーパーウルトラレアカードだから出してないんだよね。いくらかかるかわからない」

　美園先輩が冷ややかな目を駿さんに向ける。

「……何枚か出てるということは柏かしわ崎ざき先輩も課金して画像を集めたということですよね」

「うん。まあね。中等部一年の写真しか興味がないから非効率的だったし、個人的に撮りためてきた写真の方ができがよかったから、すぐやめちゃったけど──って美園ちゃん、壊れる壊れる折らないで折らないで！」

　モバイルをへし折りかけていた美園先輩の手から、駿さんは愛機を奪還する。

「あと、キリカの画像もあるらしいけどハイパーウルトラデラックスレアカードだから出してないんだよね──ってキリカ、壊れる壊れる折らないで折らないで！」

　いつの間に会計室から出てきていたのか、キリカが駿さんの手からモバイルを奪い取ろうとしてもみ合いになっている。

「あ、そうそう薫かおるくんのもあるらしいから特殊な趣味を持つひかげくんも──って壊れる壊れる折らないで折らないで！」

「いいかげんにしてください、今すぐ消して！　アンインストール！」

「おいおい落ち着けよ。感情のままにモラルを忘れるのはよくないよ」「あんたに言われたくないよ！」「証拠なんだから今はまだ消さない方がいいだろ。このゲームはさすがに問題だろ？」

「問題だね。さて、だれが運営しているのか。どうやってこの写真を撮ったのか。あきらかに学園内部の人間としか思えないね」

　会長が腕組みして言う。

「駿を引き渡すついでに警察に言えばいいだけでしょ」

　キリカが棘とげのある口調で言う。そろそろ駿さん逮捕の可能性がしゃれにならなくなってきた。ところが会長は首を振った。

「いや、この件は我々の手で調べよう」

「どうしてです？」

　美み園その先輩が眉をひそめる。会長は凶暴な肉食獣の笑みを見せた。

「だれがこのゲームを運営しているか知らないが──使えるからさ」
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　オンラインゲームならば餅は餅屋、ということで、ＩＴ部長の伊い藤とうさんにまず知らせ、調査を依頼した。駿しゆんさんには、それぞれの画像がどこのプールでどういった角度から撮られたものかという詳細な絞り込みを頼んだ。

　それぞれのエキスパートに頼んだ調査結果待ちということで、生徒会探偵にもとくにできる仕事はなく、文化祭の準備に専念する日常が戻ってくるはずだった。

　しかし、事件はあまりにも意外な展開をみせることになる。







　翌日の朝早くのことだ。寮の物干し場から戻ってきた薫かおるくんが不安そうな顔で言った。

「……あの、せんぱい、洗濯物とってきました？」

「え？　いや、ごめんまだ」

　恥ずかしながら洗濯物は洗うのも干すのも薫くんに任せっぱなしだった。乾いたのをとってくるのだけは僕がやろうと決めていたのだけれど、昨日は色々忙しくて忘れていた。

「ですよね。おかしいなあ」

「どうしたの」

「水着、干しっぱなしだったの忘れてて、とりにいったら、ないんです」

「かごの中じゃないの？」

　寮の洗濯機と物干し場は共有で、慢性的に干す場所が足りていないので、だいたいはすでに乾いているだれかの洗濯物を外して巨大なかごに放り込み、場所を確保する。象の死体でも収容できるのではないかというくらい大きなそのかごの中から、自分の服をサルベージするのは男子寮の日常風景だった。

「洗い場にいたみなさんに手伝ってもらって探しましたけど、ありませんでした」

「ううん……水着だけ？」

「水着だけです。せんぱいのとぼくのと」

　百何十人もの人間が洗濯場を共有しているのだから、服がなくなること自体は日常茶飯事だった。しかし、水着、というのがなぜか気になる。

　薫くんの──水着。

　水着画像をコレクションするオンラインゲーム。

　なにか、なにかがひっかかる──

　電話が鳴った。

『ひかげ、体育科第一プールに行って』キリカが事務的な口調で言った。『わたしもすぐに行くから』

「なに？　なにかあったの」

『今さっき、女子水泳部の部員がきた。事件があったみたい。デジカメを持っていって、現場保存と撮影』

　わかった、と答えて僕は電話を切った。Ｔシャツに短パンという起き抜けのかっこうだったので、大急ぎで顔を洗って夏服に着替える。

「どうしたんですかせんぱい」

「急いでるから後で説明する！　っていうか僕にもよくわからない！」

　薫かおるくんにそう言い置いて部屋を出た。

　外はまだ陽が昇ったばかりで、庭の木々のつくる影も長く深かった。気の早いアブラゼミがどこかで鳴き始めていた。







　体育科第一プールは、学園の敷地の南の方、男子寮にかなり近い位置にあった。夏休み中は女子水泳部の独占使用が認められているプールだ。更衣室の入り口には、水泳部員だろうか、何人かのジャージ姿があった。

「総務執行部です！」

　僕が駆け寄っていくと女たちが一斉に振り向く。僕は左袖そでの腕章を見せる。

「生徒会室の方から連絡もらいました、なにがあったんですか？」

　高等部二年生らしき一人が、まわりと顔を見合わせながら、不安げに口を開いた。

「朝練で来てみたら……あの、ちょっと説明しづらいし、見ればわかるから、上がって」

　プールサイドに出た僕は、その光景を前にして絶句した。

　たしかにそれは、説明しがたく、一いち目もく瞭りよう然ぜんの状況だった。

　夏の早朝の曇り空を映す水面に、紺色のなにかが大量に浮かんでいる。わずかな風にその紺色がうねり、揺らいでいる。

　近づいてみれば見誤りようもない。水着だ。女子用のスクール水着が──いったい何着だろう？　──水面にぶちまけられているのだ。

　それだけではない。水底にも、そこかしこに、なにか黒っぽいものが沈んでいるのがわかる。そちらは水が分厚すぎてよく見えない。碁ご石いしでもばらまいたのか？　小学校の水泳大会でそういう種目があったことをふと思い出してしまう。

「……なんだこりゃあ」

　無意識にそんな声が漏れた。

　僕の背後に集まってきた女子水泳部員たちも同じ気持ちらしかった。肩を寄せ合い、不気味がっているのがありありとわかる目で、汚されたプールを見渡している。

　背後で、更衣室に続く引き戸が開いた。

　振り返ると、戸口から出てきたのは、白黒のリボン、真っ白なＹシャツの肩、肘ひじまでずり落ちた深紅のブレザー。キリカだ。

　彼女の首に巻かれた二枚つなぎの腕章は、すでに《探偵》の面を僕たちに向けていた。






４









　プールの水面に向かってデジカメのフラッシュをしきりに焚たきながら、思う。この場面を事情を知らないだれかに見られたら、なんて説明すればいいんだろう。悪趣味とか変態とかそういった次元を超越した絵面だ。

　強まってきた風に揺れる水面を彩いろどるのは、紺色、紺色、紺色の──女子用水着。胴体の部分だけを切り取った形が折り重なって何十枚と広がっている様は、俳句のひとつも詠よみたくなるくらい季節感と色彩感にあふれていた。おかげで僕の心はねずみ色一色だ。

　ジャージ姿の女子水泳部員たちは、反対側のプールサイドから不審そうに僕の撮影ぶりを見守っている。いや、あんたらは事情知ってるでしょうが。そんな目で見ないでよ。僕だってやりたくてやってるわけじゃないよ。

「……新品、みたい」

　プールサイドにも何枚か水着が散乱していて、つまみあげてたしかめたキリカがそうつぶやく。

「名札もないし……縫ぬい付けられた跡あともない」

「全部、新品かな」

「それは回収してみないとわからない」

　回収、と僕は絶望的な気持ちになる。犬かきで泳ぎ回りながら水着を口にくわえて岸に運ぶところをなぜか想像してしまった。死にたい。なんなんだこの事件。だれが、なんのためにこんなことしたんだ？

　更衣室の戸口が勢いよく開くのが見えた。こっちに大股で歩み寄ってくるのは、上下ともジャージを着たベリーショートの女性。福ふく原はら先生だ。さすがにこんな朝っぱらでは水着スタイルじゃないらしい。

　プールのふちまでやってきた先生は、足を止めて目を見開き、絶句する。水泳部員たちが先生に駆け寄る。

「先生、あの」「これ、あたしたちが来たらこうなってて」

「……部長さんに聞いてます」と先生は言った。それから僕らに顔を向ける。「なんで生徒会がいるんですか」

「それは、部長が」「そう、先に呼ぼうって」「こういうの生徒会の方が慣れてるって」

　顧問教師よりも先に僕らを呼んでくれたのだ。それだけ総務執行部が信頼されていることはうれしかったけれど、福原先生にとってみれば心中穏やかじゃないだろう。

　先生はプールの角を回って僕らのそばまで近づいてきた。水面を指さして言う。

「……なん……なんですか、これは」

　それはこっちが訊ききたかった。キリカは目を上げ、先生の質問を完全無視して訊いた。

「体育教官室には、学校用水着のストックがある？」

「……え？」

「学校用水着のストック。この大量の水着の出所を調べないといけない」

「あ、ああ……」先生の肩が落ちる。「ありますけど……」

「わかった。なくなってないかどうか、後で確認する」

「ちょ、ちょっと待って！」先生はキリカに詰め寄る。「探偵の真似事なんてしてないで、警察に知らせないと、でしょ！」

　キリカは冷ややかな視線を返す。

「こんなの、事件にならない。水着が盗品だとしても、ここにあるんだし。なにか壊されたわけでもないし、無駄に騒ぎになるだけ」

「……そう……ですけど」

「それでも、警察がきたらこのプールはしばらく閉鎖されちゃうし、女子水泳部にとっては迷惑なだけ。だからわたしに依頼がきたの」

「う……」

　福原先生は鼻白む。

「それじゃ聖ひじり橋ばしさん、まさか職員室にも黙ってるつもりですか」

「そんなの知らない」キリカは肩をすくめた。「げんに、もう福ふく原はら先生には知られてるし、他の教員に知られるのも時間の問題だし、それはどうでもいい。教員がなにかするの？　事件の調査するとでもいうの？　生徒に注意するくらいでしょ」

　天てん王のう寺じ狐こ徹てつとはべつの方向で先生を先生とも思わない物言いだったので、傍はたで聞いている僕ははらはらしどおしだった。福原先生はさらに肩を落として情けない感じのため息をついた。

「……わかりました。勝手に探偵でもなんでもしなさい。早く済ませて、こんなの片づけないと。もういいんでしょ？　浮いてる水着、全部拾いましょう」

「まだだめ。水中にもなにか沈んでる」

　先生はプールの中をのぞき込む。

「ほんとうだ。……え、え？　なんか、ものすごくいっぱい……なにあれ、石？」

「わからない。でも、ただ放り込んだんじゃなくて、なにか法則性を持たせて並べてあるように見える」

　キリカが言うので、僕も先生の隣から水中をのぞく。

　ほんとうだ。水底の黒点は、無秩序に散らばっているわけではない。無数のグループに固まっている。そのグループも、単なる黒点の群れではなく、縦も横も等間隔に整列した長方形だ。ますます謎が深まる。なんの意味があるんだ？

「配置も全部調べなきゃいけないから、まだ水着回収には手をつけられない」

「これ……全部？　調べる？」

　先生はあきれかえった口調で言う。キリカはうなずく。

「これだけ全面に散ってると、たいへんだけど」

「言っとくけど、水抜くなんてだめですよ？　また水入れるのに、時間も水道代もすっごくかかるんだから」

「わかってる」キリカは素っ気なく言ってから僕に向き直る。「ひかげ、潜って写真撮ってきて」

　思わず口をあんぐりと開けてしまう。

「えー……？　あ、ああ……うん、そうか。……それしかないか。……あ、でも」

「水着、持ってきてないの？　ばか。それくらい備えておいて。今からでも薫かおるに電話して持ってきて──」

「い、いや、水着ないんだよ」

　キリカはかすかに眉をひそめた。

「干しといたら失くなっちゃったんだ」

　僕が頭を搔かくと、キリカは口を開きかけた。おそらく僕の間抜けさをさらに糾きゆう弾だんする言葉を口にするつもりだったのだろう。けれど、彼女は声を呑のみ込こむ。僕らの視線は同時に、水面を覆っている水着に向けられる。

　失くなった薫かおるくんと僕の水着。

　投棄された、出所のわからない大量の水着。

　なにか──関係あるのか？

　少なくともここに捨てられているのはみんな女子用だ。僕らの水着とは無関係か。盗まれたときまったわけじゃないし。でも、僕はともかく、薫くんのだぞ？

　キリカも僕の隣でしばらく思案顔をしていた。迷いが表情を何度も塗り替えた。彼女がこんなになにかを決めあぐねているのははじめて見た。どうしたんだろう。

「ひかげ」

　やがてキリカは口を開いた。

「カメラを防水ケースに入れておいて。それから、後ろ向いてて」

「……え？」

「わたしが、……いいって言うまで、ずっと、ずうっと後ろ向いてて。ぜったい見ちゃだめだから。いい？」

「い、いや、なに言ってんの？」

「ぜったいだから！」

　キリカは僕のＹシャツの胸を平手で何度も叩たたいてフェンスの方に押しやる。それから彼女は、プールサイドに落ちていた何枚かの上着を拾い上げ、自分の胸の前に持ってきてサイズを確かめ、一枚を選んで、更衣室の方に足を向ける。

　彼女の背中を見送り、ようやくなにを言っていたのか理解する。それでも、十数分待ち、更衣室からまたキリカが戻ってくるのを実際に目にするまで信じられなかった。リボンも腕章も外し、紺色の水着だけをまとい、細っこい手足を陽射しの下にさらしている彼女を見ていると、言いようのない不安が胸をつんと刺した。

「ひかげっ」

　キリカは僕の視線に気づいて飛び込み台の陰にしゃがみ込む。

「見ないでって言ったでしょ、ばかっ」

　僕はあわてて背を向けた。







　そんなわけで僕は、キリカがビニルケース入りのデジカメを持って水に飛び込むところも、水底を泳ぎ回って撮影するところも、はっきりとは見ていない。広大な50メートルプールの全域を網もう羅らして写すのだから、三十分近くかかった。キリカは休憩のために何度も何度も水から出てプールのふちで荒い息をついていた。僕はなるべくそちらを見ないように、フェンスの外のだんだんと晴れていく空や蟬せみの声をたっぷり孕はらんだ大きな立木の梢こずえに意識を向けようとがんばっていた。

　作業を終えたキリカは、バスタオルを肩にしっかり巻きつけ、髪先からぽたぽた水滴を垂らしながら僕のところに戻ってきた。

「……あー、終わったの？」

「……終わった」くたびれきった声が返ってくる。

「もう見てもいいかな」

「……い、いいけど、あんまり、……こっち向かないで」

　福ふく原はら先生は水泳部員たちに指示して、浮いている水着や、水底にあった黒いものの回収を始めている。キリカは僕の隣のフェンス際にしゃがみ込む。僕も腰を下ろした。

「これ」

　彼女が差し出してきた手のひらには、黒い正方形のものが張りついていた。一片が四センチくらいの……布ガムテープだ。

「なにこれ」

「底にあった黒いやつ。これが等間隔で並べて貼ってあったの」

　僕はキリカの手からそれをはがして目の高さに持ち上げた。ガムテープって水中でも貼れるのか。だいぶはがれやすくなってるけど。

「ひとかたまりの長方形が、市松模様に並べられている感じだった」

　デジカメの画像を次々と見せてくる。揺らぐ明るい青の中、水底に整然と並ぶガムテープのしるしは、なんだか神秘的にさえ見える。

「なんの意味があんのかな、これ」

　キリカは首を振った。頰ほおに張りついた髪の先からしずくが散る。

「まだわからない」

「こんな謎だらけの事件は、さすがにはじめてだね……」

「そうでもない」

　あ、そうなの。新米助手が知ったような口をきいてごめんなさい。

「校庭にナスカの地上絵が描いてあったとか、学食のウォーターサーバーの中身がみんなコーラになってたとか、学園長の一分の一フィギュアが校門に置いてあったりとか、そういうのもあった」

「とんでもねえ学校だな……」マサチューセッツ工科大かよ。

「でも」とキリカは首のバスタオルを引き寄せて丸くなる。「こんなにくたびれたのは、はじめて、かも」

　福原先生が、ぐっしょり濡ぬれた水着を大量に抱えて駆け寄ってきた。

「全部集めました。ガムテープはまだ時間かかりそうだけど。あなたたちもひとまず用は終わったんでしょう、水泳部の練習始めたいから早く出なさい」

　キリカはうなずく。

「水着は証拠物件だから持って帰って調べる」

「え？　でも」

「先生が持っていてもしょうがない」

　福ふく原はら先生はくたびれきった息をつく。

「わかりました。袋に入れときます」

　先生が踵きびすを返すと、キリカもフェンスに手を突っ張って立ち上がろうとした。ところが萎えた肩と肘が震えて、胴体は二センチと持ち上がらない。普段ひきこもっているやつがあれだけ泳ぎ回ったのだ。当たり前だ。

「立てないの？」

「立てる。大丈夫。ひかげは先に行ってて」

　そう言われてもなあ。たしかに、最優先で退去すべきなのは制服姿でおまけに男子の僕なんだけど。憔しよう悴すいしきってうずくまるキリカをほうっていくのもなんだか心苦しい。

　僕は、困こん憊ぱいした彼女の目の前にしゃがみ込んで背中を向けた。

「おぶってくよ、更衣室まで」

「べっ、べつにいい。ひとりで歩ける」

「歩けないからそうなってんだろ。いいから」

「ひかげの背中が濡ぬれるから！」

「タオル間に挟んどけば大丈夫だって」

「う、薄いのわかっちゃうからっ」

「え？　なにが？　タオルが？」

「なんでもないっ」

　僕の背中に平手打ちと頭ず突つきを十発ずつくらい入れた後で、ようやくキリカは観念して体重を預けてくれた。女子水泳部員たちが次々とプールサイドに出てきてこっちを訝いぶかしげに見ていたからだろう。

　人間ひとり背負っているはずなのに、立ち上がるときにまるで重みを感じなかった。想像を絶する軽さだった。こいつ、ちゃんと内臓とか骨とか中に入ってんのか？

「……なにか、変なこと考えてるでしょ」

　キリカの恨うらみがましい声が耳元で言う。

「なにかって」

「……わたしの、……身体のことっ」

「うん、まあ。中身のことね」

「ばか！　ひかげのばか！」

　後ろから首を絞しめられながらも、濡ぬれて冷え切ったキリカを更衣室の出入り口まで運んだ。女子水泳部員のみなさんの視線から逃げるようにプールを出る。

　キリカが着替えて出てくるまでの間、木陰で蟬せみの声を浴びながら待つ十五分間は、ひどく長く感じられた。ドアが開いて白と黒のリボンの先がひょこりとのぞいたのを目にしたときは、懐かしいような安心するような残念なような不思議な気持ちが去来したものだ。







　そこから先の調査は、探偵というよりは、どちらかというと警察じみた、地味で人手頼みのものだった。

「まず、水着の出所を探す。ひかげは体育教官室に行って予備の水着を調べて。わたしは監査に頼んで、水泳部の備品在庫をチェックしてもらう」

　キリカの指示にうなずき、僕らは中庭で別れた。

　体育教官室は南門のすぐ右手、体育科の校舎に隣接して建っている三階建ての棟にあった。一階が体育科の教官室、二階がその他の学科の体育教官室、三階が備品倉庫など、つまり建物ひとつ丸ごと体育教師の巣そう窟くつである。白はく樹じゆ台だいの体育教官室が他の教職員たちとはまたちがう独自の地位を占めていることが、建物全体から漂う威圧感だけでもわかってしまう。

　幸運なことに、夏休みの朝早くということで、僕が顔を出したときに教官室にいたのは一人だけだった。しかも顔見知りだ。牛うし島じま先生という、四十代半ばのちょびひげの小柄なおっさんで、主に球技を教えてもらっている。

「なんだ牧まき村むらどうした。……そのでかい袋は？」

　大きなビニル袋にぎっしり詰まった百数十枚ものスクール水着には、言葉では表せない説得力があって、かなり説明の手間が省けた。

「プールに……ばらまいてあったァ？　これが？」

「はい。たちの悪いいたずらだと思うんですけど、女子水泳部の人たちが怖がってて、だれがやったのか調べてるんです」

「生徒会ってなァそんなことまでやってんのかよ。あぁ、探偵とかってやつだっけ？」

　キリカの知名度も手助けしてくれた。僕は牛島先生に案内されて三階の倉庫に行った。先生が扉を開くと、埃ほこりっぽい空気が廊下にあふれてくる。電気をつけると、スティールラックにぎっしり並べられた段ボール箱、鉄製ワゴンに詰まったバスケットボールやバレーボール、ハードルや幅跳びのポールや三角コーン、さまざまなスポーツ用品の姿が浮かび上がる。冷房がかけられていたわけでもないだろうに、倉庫内はやけにひんやりしていた。先生はラックのひとつに歩み寄る。

「……水着の予備は、一箱だけのはずだなァ。ちゃんとあるぞ、男女とも」

「一箱だけなんですか」

「そんなに使うもんでもないだろ、みんな自前で持ってンだから。忘れたとか失くしたとかいうときに必要になるだけだ」

　それもそうか。そこでふと僕は、自分の水着も失くしてしまったことを思い出す。また使うかもしれないし、忘れないうちに確保しとこう。

「あの、僕と、あと同室のやつ、水着失くしちゃったんです。もらってもいいですか」

「いいけど金払え」

　有料なのか。そりゃそうか。しかたなく僕は薫かおるくんのぶんまで代金を払う。

　さて、他にも色々と訊きかなきゃいけないことがある。先生と一緒に二階の教官室に戻ってから、話を切り出した。

「第一プールの更衣室の鍵って、ここにしかないんですか？」

「オフィス棟にスペアが保管されてるが、普通に使ってるのはここだけだな」

　鍵貸し出しノートも見せてもらった。昨日、今日、と女子水泳部の部長が早朝に借りにきている。

「牛うし島じま先生は今日は何時からここにいるんですか」

「当直だから五時半だよ。朝練やりたいっていう寮生どもが多いからしかたねえ、だれか一人はここにいないと」そいつはご苦労様です。「今朝、鍵を貸し出したのも俺だ」

　僕は女子水泳部員に聞いた話を思い出す。昨日の夕方、六時半に練習を終えて全員でプールを出るとき、もちろん水着も黒ガムテープもなかった。犯行時刻は、そこから今朝の六時までの十一時間半のあいだのどこかということになる。でも、鍵はずっとここにあったのか。

「プールなら、まあ、鍵がなくたってフェンスよじ登れば入れるな。入れないのは更衣室だけだ」

「あー、そうか。そうですね」

　牛島先生がやけに調査に協力的でありがたかった。

　体育教官室を出ると、キリカに報告メールを打つ。水着いっぱいの袋を抱えて中庭の方に歩きながら、疑問を口の中で転がす。

　そもそもなんなんだ、この事件は。いたずらとしては手が込んでいるけど、実害は全然出てないし、ほっときゃいいんじゃないのか。なぜキリカは真剣に調べてるんだ？

　自答がすぐに涌わいてくる。

　あの不届きなオンラインゲームと、なにかつながりがある予感がするのだ。







　いったん寮の自室に戻った。朝食を用意して待ってくれていた薫くんは、僕が持ち帰った大量のスクール水着に目を丸くした。

「すごいです、せんぱい！」あ、またそのパターンなの。「せんぱいの話術と瞳どう術じゆつにかかれば、どんな女の子もみんな水着を脱ぬいで渡しちゃうんですね！　ものすごくあこがれます、男として最強ですね！」

　人間として最低じゃないのそれ？　まあいいや。

「そうだ、水着買ってきたよ。すぐ使うかもしれないし、薫かおるくんのぶんも」

「えっ、あっ、ありがとうございます！　ぼくの財布どこだったかな」

「いや、いいよ、これくらい。いつも洗濯とか全部やってもらってるし、払い足りないくらいだろ。干しっぱなしにしちゃったのも、僕のせいだし、責任とるよ」

　水着を手渡すと薫くんは目を潤うるませる。

「せんぱいがぼくにプレゼント……うれしいです、一生たいせつにしますね！」学校用の水着をかよ？

　少し後で、僕はやっぱりお金をもらっておけばよかったと悔やむことになる。べつに出費を惜しんだわけではない。薫くんが生徒会室で美み園その先輩や会長に言いふらしたからだ。

「せんぱいにはじめてプレゼントもらっちゃったんです！」

「まあ」

　美園先輩は目を見開く。それから動揺を隠しきれない様子で、僕をちらちら見ながら薫くんに近づく。
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「どんなプレゼントだったのですか？」

　べつにそれ言わなくてもいいだろ、と僕が口を挟む前に薫かおるくんは満面の笑みで答えてしまう。

「水着です」

　美み園その先輩の顔が青ざめる。恨みがましい目が僕に向けられる。

「そんな……私が水着で迫ったときには触ってもくださらなかったのに、同性の薫さんには水着をプレゼントだなんて……」

「同性だからいいだろうがべつに」

「同性がいいのですかっ？」

「言い方！　その言い方やめてください、なんかべつの意味に聞こえますからっ！　あのね、授業で使う水着ですよ」

「そうです美園さん、あの」薫くんも脇からフォローしてくれる。「ぼく、失くしちゃって、はじめてで、せんぱいが責任とるって言ってくれて、一生たいせつにするって」

　フォローになってねえどころか火に油注そそいでるじゃねえか！

「ひかげさん、そんな、そんな……」

　美園先輩は両手で口元を覆って後ずさる。

「大丈夫だよ、美園はあたしが一生大切にするよ」

　背後から寄ってきた会長が美園先輩の腰にさりげなく腕を巻きつけて抱き寄せる。先輩はその腕を振り払った。

「い、いえっ、まだ負けません、私には法律という強い味方があります、同性では結婚できないんですから！」

「美園、それは間違っている。ほとんど知られていないことだけれどね、実は日本の民法には『婚姻は男女がするもの』とも『同性婚を禁ずる』とも書かれてないんだ」

「なんですって！　ああ、もうなんの望みもありません……」

「ただ役所が勝手に解釈して同性の婚姻届を受理しないだけなんだよ」

「やっぱり私の勝利です、お役所という強い味方があります！」

「まあ、美園をちゃんとファーストレディにできるように、あたしが政権をとって同性婚可能な世の中に変えるけれどね」

「なんてことでしょう、滅ほろびの日が刻一刻と近づいているなんて……」

　萎えたり強気になったり忙しい人である。会長の転がし言葉とも息ぴったりだし、あんたらの婚姻届なら今すぐにでも受理されちゃうんじゃないの？

「ところで、キリカがさっき監査室に行ったみたいだけど、なにがあった？　髪が濡ぬれていたし、女子水泳部でなにかあったらしいし、面白い報告が聞けそうじゃないか」

　話を強引に本筋に戻してくれる会長はこういうときに限ってはありがたかった。僕は今朝方起きた珍事を話した。

「まあ、そんなことが」

　美み園その先輩は顔を曇らせる。

「ほんとうに奇妙ですね。だれがなんのためにそんなことをしたのかしら。……どこかの変態さんが盗んだスクール水着をプールに捨てたんでしょうか。ばれるのが怖くなって、とかで」

「名札が一つもついてなかったし、どうも全部新品っぽかったんですよね」

「新品で興奮する変態さんだったんでしょうか」

　そういう人もいるかもしれないけど。

「回収したその水着は今どこにあるの？」と会長。

「あ、ぼくらの部屋にあります」薫かおるくんが先に答えた。「他に干すところもないので、ロープ張って乾かしてます」

「ほう」

　会長の目に邪悪な光が灯ともる。

「男子寮の部屋に百何十枚もの女子用スクール水着がね……」

「ちょ、ちょっと会長なんか変なこと考えてません？」僕はあわてる。

「考えてないよ。ヒカゲがルームメイトの可愛らしい男の子に女子用スクール水着を毎晩着せてはびりびりに破くという特殊な性癖を持っているとリークしてマスコミと警察に踏み込ませようなんてことはこれっぽっちも」「考えてるじゃん！　具体的におとしめるストーリーまでっ」「ひかげさん、あのっ、そういった性癖にもお応こたえしたいのはやまやまなのですけれど、水着はそう簡単に破けません」「知ってますよ！　そこフォローしなくていいです！」

　と、生徒会室のドアが開いた。ふらふらと入ってきたのはキリカだ。髪はもうだいたい乾いていたけれど、憔しよう悴すいの色はまだ目元あたりに濃く残っていた。

「おかえり、キリカ」会長が歩み寄っていく。「今、ヒカゲから事件の報告を聞いていたところだよ」

　キリカは小さくうなずいた。

「郁いく乃のに頼んで、これから水泳部の水着の在庫を調べにいってもらう。あとは犯行当時の現場の目撃情報とか……」

「あたしの可愛い探偵にしては、やけに思考の切れが悪いじゃないか」

　小さな探偵は唇をすぼめてしばらく押し黙ってしまう。やがてぼそりとつぶやく。

「……いつもいつも、魔法みたいに解決できるわけじゃない。材料が足りないときだってある」

　会長は首を振る。

「そうじゃないよ。きみの思考が鈍っているのは、この事件を追及する価値が見いだせていないからだ」

　キリカも、そして僕らも会長を見た。価値？

「女子水泳部から調査依頼があったの？　金をもらっている？」

　キリカは首を振った。

「報告されただけ」

「自主的に調べてるんだね。なにか気になるから」

　白と黒のリボンがわずかに揺れた。うなずいたらしい。

「それがきみの弱点でもあり、武器でもある」

　会長はキリカのすぐ前に歩み寄って、首に巻かれた腕章に触ふれる。金糸で刺し繡しゆうされた、《会計》という二文字の上に。

「お金がきみを動かす。『利』はきみの翼にも枷かせにもなる」

　だいぶ長い間の後でキリカは答えた。

「……わかってる」

　会長の胸を両手で押しやり、会計室の方を向く。

「ちょっと、休む。頭が回ってない」

「眠ってる間あたしが暖めてあげようか」

「ほうっておいて」

「ヒカゲには水から上がってすぐ抱きついて暖を取っていたのに？」

　キリカは耳まで真っ赤にして振り返った。

「ひかげっ、そっ、そんなことまで報告したのッ？」「い、言ってないよ！」「かまをかけたあたしもちょっと驚いてるよ……」

　キリカの唇くちびるがわななく。会長あんたちょっと性しよう悪わるすぎるでしょう。

「だ、抱きついたんじゃないの、背中からだったし、間にタオルも挟んでたし、両腕をこうやって首の両側から回しただけでっ」

「キリカねえさま、それ抱きついたっていうんです」

「いわない！」

「じゃあぼくも今度せんぱいに同じことしていいですよね」

「だめ！」

「今の説明ではよくわからなかったから、あたしを相手に実演してくれないか」

　噓うそつけよ。抱きつかれたいだけだろあんた。

「いけません、タオル代わりに私を間に挟んでください！　この竹たけ内うち美み園その、キリカさんのＡカップのおっぱいは全力で守ります！」

　もちろんキリカは声にならない声をあげながら会計室に飛び込んでしまった。







「はいお邪魔ー」

　郁いく乃のさんが生徒会室にやってきたのは、昼過ぎのことだった。幸か不幸か、そのときは会長も美み園その先輩も外部での打ち合わせのために出かけていて、薫かおるくんは文実の仕事、部屋に僕しかいなかった。

「ありゃ、ひかげ君だけ？　珍しいこともあるもんやね」

「いや、べつに珍しくないですよ」

　総務執行部は少数精鋭だし、ここ最近は文化祭関係で外の人間と逢あわなきゃいけない用事が増えているので、生徒会室に僕ひとりという状況はけっこう多かった。

「たぶん郁乃さんが毎回面白そうなことないかなって嗅ぎつけてやってくるから、人が多いところにばっかり出くわすんじゃないですか」

「その学説は目から鱗うろこやね」学説じゃないし。「ほな、今のうちはひかげ君のさみしいさみしい孤独オーラを嗅ぎつけてやってきたってわけやね？」

「知りませんよそんなの。なんか用事があったんじゃないんですか？　あれでしょ、キリカがなにか調査を頼んだんですよね」

「にゅふふ」

　郁乃さんは妖あやしく笑ってこっちに寄ってきた。僕はそのとき両手を洗剤の泡まみれにして洗い物をしていたので、危険を感じたものの逃げられなかった。

「きりちゃんの依頼はおいといて、せっかくのチャンスやし、二人のこれからのことを真剣に話し合おか」

「どうせ下ネタまみれのろくでもない話でしょ。もう引っかけられませんよ。乗りもしないし反論もしませんからね」

　僕はつとめて平静を保ちながら泡を水道の水で落とす。

「総務、どや？」

　流し台に軽く腰をのせて郁乃さんはそう訊きいてきた。僕は水を止めて彼女の顔を見つめた。眼鏡の奥の目には、いつもの化ばけ狐ぎつねみたいな悪戯いたずらの色はない。

「……どう、って？」

　郁乃さんの指が僕のＹシャツの胸をつつく。

「編入からまるまる四ヵ月、こてっちゃんに学校生活捧ささげてきたわけや。どやった？　楽しかった？　充実してた？」

「それは……もちろん、ですよ」

　はっきり言えば、白はく樹じゆ台だいに入ってからの四ヵ月間は、それまでの十五年間の人生を全部合わせて煎せんじ詰めたよりもずっと濃かった。良くも悪くも。

「うん、そやね」郁いく乃のさんはいくぶん愉たのしそうに僕の顔をねめ回す。「ええ顔しとるよ。正直な、最初にひかげ君見たときは、ぼんやりしててやる気も覇は気きも人望も金運もなさそうやなって思ってたんよ。かわいそうやから黙ってたけど」

「黙ってなかったじゃないですか」あんた初対面で僕のこと『存在そのものがないがしろにされてそう』とか言ってたじゃないか。ちゃんと憶えてんだからな？

「ありゃ、そやったっけ？　ごめんなあ、うち、こう見えて口軽いんよ」

「口が軽いようにしか見えませんよ！」

　にゃは、と郁乃さんは破顔する。

「こてっちゃんとかきりちゃんとかみそちゃんとか、なんでひかげ君のことをあないに気に入ってるのか、最初はわからんかった」

「……僕も、よくわかりませんよ」

「そやろなあ」

　笑い方に意地の悪さが少し戻っている。肩で肩をどつかれる。

「それでええんよ。ひかげ君がわかってもうたら、この世に天てん王のう寺じ狐こ徹てつがもう一人増えてまうようなもんや。世界平和のためにも、今のままでええよ」

「……え？　あの、いや、それって」

　僕がつっこんで訊たずねようとするのを無視して郁乃さんは続ける。

「うち、他人のもん欲しうなる癖あってな、それで最初はひかげ君にちょっかいかけてたんよ。ま、こてっちゃんの足をすくう材料がほしかったのもほんまやけどね」

「ああ……そんな気はしてました」

「監査委員に誘った話、憶えとる？」

　僕はうなずく。なんでこんな昔話をしてるんだろう？

「あの話、今も生きとるよ」

「いや、断ったはずですけど。僕、総務が気に入ってるんで。役員にもなったし」

「総務はやめんでええちゅうたらどないする？」

　目をしばたたいた。郁乃さんの目から笑いが消えている。笑っているのは口元だけだ。

「要するに、うちのスパイや。どや？　引き受けてくれたらご褒ほう美びにおねーさんがいっぱいイイコトしたるで」

　なぜか、即座に断れなかった。郁乃さんの考えていることをもっと聞いてみたいと思ったからかもしれない。

「御お白しら穂ほ祭まつりが終わったら、二学期の最後に生徒会選挙や。大方の予想は、ときちゃんとこてっちゃんの一騎打ちでこてっちゃんの圧勝──やね」

　唾つばを飲み下す。

　次期生徒会長の選挙について、こんなに具体的な話をされたのははじめてだったからだ。朱と鷺き子こさんが対抗馬として名乗りを上げる？　たしかに、朱鷺子さん当人からもそんな話を聞いた。そして勝ち目はないだろう、という予想もうなずけた。天てん王のう寺じ狐こ徹てつはあらゆる面で圧倒的だし、日々その戦闘力に磨きをかけている。

「でもここに、キャスティングボートを握っている三人目がおるわけや」

　郁いく乃のさんはなまめかしい手つきで自分の胸を指さした。

　キャスティングボート？　郁乃さんの影響力ってそこまで大きいものなのか？　と疑問をおぼえたけれど、考えてみれば僕はこの人が生徒会内でどういう立ち位置にあるのかをよく知らない。少なくとも監査委員会と風紀委員会をぬかりなく掌しよう握あくしているのはたしかだ。ぴゅあぴゅあ楓ふう花かさんの心酔ぶりを思えば、ある種の人々にとってはちゃんとカリスマなのかもしれない。

「ひかげ君、こてっちゃんに勝ちたいんやろ？」

　僕は息もできなくなる。郁乃さんの指が胸に突きつけられたせいだけではない。言葉がそれ以上に深々と肋ろつ骨こつの間に突き刺さったせいだ。

「うちもや。利害が一致しとる相手とは、仲良うしといた方がええんちゃう？」

「僕が……会長に勝ちたい？　なんでそんなふうに思ったんです？」

　声が震ふるえないようにするのにたいそう苦労した。

「にゃはは。しらばっくれても無駄やで。けっきょくな、こてっちゃんのまわりに集まるのはそういう人種だけなんよ。無駄に誇り高いんや」

　郁乃さんは顔を寄せてきた、骨の間に突き立てた指をぐりぐり動かす。僕は流し台に腰を押しつけ、後ずさろうにも後ずされない。

「もちろん、うちもそう」

　郁乃さんの唇が近づいてくる。

「ひかげ君に、うちを身も心も任せてみたくなったんよ。どや？」

　いつもいつも冗談で心を鎧よろっている人が、不意に見せたほんものの刃やいばが、これほどまでに恐ろしいものだということを僕ははじめて思い知った。郁乃さんはたしかに本気だった。なぜなら、会計室の扉が軋きしんだ瞬間、彼女はぱっと身を離したからだ。普段なら絶対に、キリカに見せつけるように色々といやがらせをしてきただろうに。

「きりちゃん！　頼まれてた調べごと、済んだで」

　弾む足取りで会計室のドアに走っていく郁乃さんを、僕はもやもやした気持ちで見送る。僕はあの人をだいぶ見くびっていたのかもしれない。

「眠そうなきりちゃんかわえええええええ」

　……やっぱり見くびってていいかもしれない。抱きつかれたキリカは、迷惑そうな顔で郁乃さんをずるずる引きずりながら応接セットのところまで行ってソファにぐったりと腰を下ろした。

「ひかげ、なにしてるの」

　呼ばれ、我に返る。

「えっ、あ、ああ」

「コーヒー淹いれて」

　キリカがコーヒーを飲みたがるなんてはじめてだった。疲労でよっぽど頭がぼやけているのだろう。淹れたての熱いのを持っていくと一口含んで顔をしかめる。

　キリカの向かい側のソファに腰を下ろした郁いく乃のさんは、畳んだＡ４用紙をポケットから取り出してガラステーブルに広げた。

「男子水泳部、女子水泳部、どっちも備品の棚卸ししたけど、ちょっと意外な結果が出たんや」

「意外？」

「備品が多いんよ」

　僕とキリカは顔を見合わせ、それから同時に郁乃さんの顔に視線を戻した。多い？

　郁乃さんに水泳部の備品在庫の確認を頼んだのは、プールに投棄されていたあの大量の水着の出所を探るためだった。予算と購入・使用履歴から、本来残っているべき備品の数は把握できるので、もしだれかが水泳部の倉庫から水着をまとめて盗んだのだとすればすぐにわかる。

　それが──少ない、ではなく、多い？

「水着もそやけど、ストップウォッチとかゴーグルとかコースロープとかな、色んな備品が帳簿より多いんよ。変やろ」

「ううん。……でもとにかく、水泳部はあの水着の出所じゃないってことですよね」

「そうとも限らんよ。もっと多かったところから一箱盗まれたのかも」

「あ、そうか」

　じゃあけっきょくなにもわからないどころか謎が増えただけに終わったのか。まさか監査委員に調査を依頼してさらに事件が複雑化するとは思ってなかった。

「プールの底に貼ってあったガムテープの正体もわかってへんのやろ？」

「もの自体は、どこにでも売ってそうな黒の布テープだったんです。あの並べ方の意味とか、なんで貼ったのかとかは、さっぱりわかりませんけど」

「うちも乗りかかった船や、面白そうやし、写真見せてぇな」

「キリカ、いい？　郁乃さんに見せちゃっても」

　こうなったら知恵を借りられそうなところには片っ端から頼りたい気分だった。いつもはどんなにめんどくさそうに見える事件もキリカがほとんど一発で真相を見抜いて解決してしまうだけに、彼女がこんなにも停滞していると助手の僕の不安は百倍だった。

　キリカが億おつ劫くうそうにうなずくので、僕はプール底の写真のプリントアウトをガラステーブルに並べた。およそ四十枚。こうして見渡すと、キリカの手間がどれほどだったのかがあらためて感じられる。それ以上に、この馬鹿げたマーキングをした犯人の手間も。

「これ、たいへんな作業やで。全部貼るのに一晩かかるんちゃう」

「一人だとしたらそれくらいかかるかもしれませんね。だれか目撃してないかな。夜中にやったなら照明もつけてただろうし」

「なんの意味があったんやろね。ＵＦＯでも喚よび出そうとしたん？」

　そこがわかれば苦労はしない。キリカは押し黙って、テーブルを埋め尽くす写真を見つめている。目に生気がない。

「そもそもきりちゃん、なんでこれ調べとるん？　だれからも金もらえんのやろ」

　郁いく乃のさんが奇くしくも会長と同じことを訊たずねた。キリカは小さくうなずく。

「……気になるの。ただの勘」

　たいへん不安を誘うことをキリカは言う。勘だって。

「あの、なんやったっけ、やらしー水着写真いっぱいのオンラインゲームとなにか関係あるとにらんでるん？」

「かもしれない」

　思わず両肩をつかんでがくがく揺さぶってやりたいくらい頼りない答え方だった。

「ひかげ君、あのゲームやった？」

「やるわけないでしょう」

「あれなあ、ひどいんやで。きりちゃんがなんとかかんとかデラックスレアカード、こてっちゃんとかみそちゃんがスーパーウルトラレアカードなのに、うちは普通のスーパーレアカードなんよ！　評価おかしいやろ、うちかて身体では負けてへんのに！」

　普通のスーパーレアカードって表現おかしくない？

「まあ金払う気になれへんから、どんな画像か見てないんやけどな」

「システムよくわからないんですけど、どういうカードがあるか名前だけ公開されてるってことですか」

「そや。実際にゲットせんと見られん。ほんでまだ見ぬ画像に期待と股こ間かんをふくらませてじゃんじゃん金注つぎ込むわけや。ぼろい商売やで」

「なんでそんな、たかが画像に金を注ぎ込むんですかね」

「注ぎ込みやすいように作ってあるんよ、ギャンブル根性あおったり、一回一回の大したことない金額に設定してランダム要素増やしたり、お手軽な操作で課金できるようにインターフェイス工夫したりな。アングラのゲームにしてはよおできとるわ。これ、モバゲーとかに進出して携帯料金で課金できるようになったら爆発大ヒットするで」

「なんかやけに詳しくないですか」

「そか？　常識やで？　実際にみそちゃんのスクール水着画像コンプリートするまでやったから詳しいわけやないで？」やったんじゃねえかよ。

　ふと、僕は口をつぐんだ。

　キリカが目を見開いて虚空を見つめている。その瞳の中で、火花が散る。背筋がぞくりとした。分解したら二度と復元できない機械の中身をのぞいてしまったような気分だ。

「……わかった」

　探偵がつぶやく。僕は腰を浮かせる。

「わかった？」

「犯人わかった。ひかげ！」

　キリカの目が現実の僕らの空間に戻ってくる。僕にたしかに向けられている。

「どうして気になってたのかもわかった、これ、これっ、わたしの！　わたしの事件！　被害者わたし！　どうしよう、犯人はわかったけど、うう」

「お、落ち着けって」

　僕は完全に混乱のどん底にあった。キリカの事件？　被害者は──キリカ？

「犯人わかったんだろ、それなら解決じゃないか」

「ちがう、ちがうの！　主犯はわかったけど実行犯はわからないし、今すぐ止めないと、お願いひかげ、なんとかして」

　キリカはもう泣きそうだった。僕も郁いく乃のさんも、唐突な感情の噴出に面食らうばかりだった。キリカをなだめて落ち着かせ、最初から話してもらう。

　その、あまりにも信じがたい真相を。







　キリカの話が終わってすぐに、僕は書記室にこもって真っ暗な中でノートＰＣに向かい、台本を書いた。暗闇の中に身を沈めていなければ気力が続きそうになかった。

　たしかにキリカの語った真相は筋が通っていたし、状況証拠もあった。けれど呑のみ込こめない。間違ってたらどうするんだ。そんな声が、常識に凝り固まった僕の頭をかすめる。

　キリカはやけに急いでいた。その理由さえも説明してくれなかった。そこまで時間が惜しいのか。詳しく調査を進めていって推理を補強するなんて悠ゆう長ちようなことをやっていられないというわけか。

　それなら、しかたない。

　僕の出番、ということになってしまう。

　書き終えた台本を、二度、三度と読み返してチェックする。我ながらひどい。よくこんなひどい内容が書けるものだ。しかし自虐しているひまはなかった。時間がないのだ。液晶画面の光を顔に浴びながら、他に必要なものを考える。

　まず尾行要員だ。これは──うん、駿しゆんさんにお願いしよう。盗撮のエキスパートだから隠れるのも大得意だろう。次に役者だ。これは僕がみんなやるしかないか。性能のいいボイスチェンジャーも必要になるな。あとは、そうだ電話だ。固定電話がやっぱりほしい。音楽科の春はる川かわ先生に頼んで、音楽準備室の電話でも使わせてもらおう。あの人は二十二万円余り事件のときに生徒会探偵にだいぶでかい借りをつくってるから、断れないはず。

　台本をプリントアウトし、ノートＰＣを閉じ、立ち上がった。

　とにかく、急がなきゃいけないのだ。しょうがない。しょうがない。こんな手段をとらなきゃいけないのもしょうがない。何度も自分に言い聞かせる。

　よし。

　行くか。





＊






　プール怪現象事件の終わる場所は、数奇なことながら、前回のカンニング事件の始まった場所──つまり情報学科のサーバ室だった。

「犯ホ人シが中に入ってから、十五分くらいたつかな」

　駿さんが刑事気取りで言う。

　僕の作戦始動から、二時間。そろそろ午後三時を回ろうとしている。キリカは床の段ボール箱のひとつに腰を下ろして駿さんに言った。

「もう一人も来るはずだから、そしたらすぐ教えて」

　駿さんはうなずき、扉の隙間から廊下を監視する体勢に戻る。

　僕ら三人がいるのは、サーバ室の真向かいにある資料室だった。稼働音が壁や天井づたいにやかましく聞こえてきて、頭が痛くなってくる。僕は腕やうなじの鳥肌を消そうと何度も手のひらでこすった。

「ひかげ、なんでそう落ち着きがないの。気づかれたら台無しだからやめて」

「いや、うん、ごめん……」

　壁に押しつけた背中をずるずると下にスライドさせながら、キリカのすぐ隣にかがみ込んだ。身体は汗ばんでいるのに、なぜか寒気がした。

「キリカの言った通りだったから、ちょっと怖くなったんだ」

　キリカは首を傾げる。

「言った通りだったから？　どうして。間違ってなかったんだから不安はなくなるはずでしょ」

「そうじゃなくて。だって、犯人が──」

「しっ」

　駿しゆんさんが僕らの会話を遮った。

「もう一人来たよ。男子生徒だ。今……サーバ室に入ってった」

　僕とキリカは同時に弾かれるように立ち上がった。資料室のドアを押し開いて、廊下を横切りサーバ室のドアを引く。たったいま室内に入ったばかりのその制服姿が跳び上がりそうに驚く。

「あ、でっかい声出したりしないでくださいね」

　僕は言いながらキリカと一緒にサーバ室に踏み込み、後ろ手に戸を閉めた。

　その男子生徒はサーバラックの支柱にぐったりともたれ、肩を震ふるわせ、おそるおそるこっちを向いた。

　無造作に伸ばし気味の真っ黒な髪に眼鏡、えらの張った老ふけ顔と、そこだけ年相応に幼いおどおどした目。クラス章を見ると、情報学科三年生だ。

「ぉ、あ……え、えっ？」

　彼の顔に何種類ものおびえが波打ち、奇妙な声が喉から漏れた。

「ＦＩＳ３Ｃ高等部情報学科三年Ｃ組の安やす田ださんですよね。『Ｈ学園　水着コレクション』の開発者の」

　ひぐっ、という音が安田さんの唇から涎よだれと一緒に出てきた。どうやって落ち着かせようかと考えていると、僕を押しのけてキリカが一歩前に出て言った。

「あなたはそんなにびくびくする必要ないの。主犯じゃないのはわかってるし、ゲームの運営さえやめたらどうこうするつもりもないし」

　こわばっていた安田さんの肩が落ちる。

「……な……んなんだおまえら、なんで……俺のこと……」

「あなたはどうでもいいの。わたしが用があるのは、あなたに水着画像を提供して、ゲームを作らせて、今はそこのラックの陰に隠れている主犯の人」

　安田さんはふらつく足取りで後ずさり、壁に背中を押しつける。

　キリカは容よう赦しやなく呼んだ。

「あきらめて出てきて。福ふく原はら先生」

　ノイズにまみれた沈黙の間がしばらく続いた。やがて、床のコード類を踏む足音がして、ジャージ姿の女性が部屋のいちばん奥のサーバラックの背後から現れた。







「……どうして……わかったんですか」

　埃ほこりだらけの冷え切った床にぺったりと尻をつき、うなだれ、福原先生はつぶやいた。僕は複雑きわまりない気持ちで、あわれなその女性のうなじを見下ろす。

　会長や美み園その先輩の扇情的な水着に怒ったり、プールが男女混合なのを問題視して規定を変えたりした、ピュアでモラリストなあの福原先生。それが──犯人の正体。

　実際にこうして確かめた今でも信じられない。

「先生にはおかしな言動がいくつかあった」

　キリカはサーバ室に充満する冷気よりもなお冷ややかな声で言った。

「ひとつめは、今朝あの時刻に先生が学校にいたこと」

「……え？」

「しっかりして、ひかげ」キリカが首を振る。「体育教官室の当直は一人だけで、今日の当直は牛うし島じま先生だったんでしょう？　朝の六時に福ふく原はら先生が学校にいる理由はないの」

　そうか。言われてみれば。

　それでも、実際には福原先生はすぐに第一プールまで駆けつけた。すでに出勤してきていたのだ。どうして？

　今日の早朝に事件が持ち上がると知っていたから──なのか。

「ふたつめは、わたしが、プールの底にたくさん沈んでいるなにか黒いものも全部調べなきゃいけない、と言ったとき。憶えている？　先生はこう言ったの。『先に言っておくが、水を抜くのはだめだ』って」

　先生は力なくかすかに頭を持ち上げた。僕もキリカの横顔を見やる。

「……そういえばそんなこと言ってたけど」と僕は記憶を探る。「でも、それがどうおかしいの。当たり前のことじゃないか」

　キリカはあきれたふうな横目を僕に向ける。

「ちゃんと考えて。いい？　もしプールの底に小さいものがたくさん沈んでいて、調べるために水を抜いたら、沈んでたものも一緒に排水されちゃうでしょ」

「……あー……そう、だね」

「だから、水を抜くなんて発想はそもそも出てくるわけがない。出てくるとしたら、こういう可能性しか考えられない。要するに先生は、あの黒いものが『沈んでいる』のではなく『貼りつけられている』ということを知っていた」

　知っていたから、無意識に、口をついて出てしまった。水を抜くな、と。

　なぜ知っていた？

　それは──貼りつけた当人だから、か。

「だいたい、あれはなんの意味があったの？　水着とかガムテープとか」

　訊たずね、ちらと福原先生を見た。立てた膝に顔を押しつけている。答える気はないようだった。安やす田ださんは少し離れた壁際にへたり込んで、まったくなにがなんだかわからないという顔で僕らと先生の顔を何度も見比べている。

　主犯と実行犯、とキリカは言っていた。

　それはつまりオンラインゲームの話だ。実際にゲームを開発・運営していたのは安田さんだということ。福原先生にそんな技術はない。

　プールの怪現象の実行犯はやっぱり福ふく原はら先生だったのだ。そのふたつの犯行は、いったいどうつながるんだ？

「あれ自体に、意味はない」

　キリカがぽつりと答えた。

「意味はない、って……」

「いい、ひかげ。考えてみて。今朝あの事件が発覚してから、起きたこと。それがそのまま犯人の目的なの」

　起きたことが──犯人の目的？

　僕は宙に視線をさまよわせる。大量の水着と、プール底に撒まかれたなにか黒いものが発見され、生徒会探偵に報告された。僕とキリカが現場に出向き、調査した。プール底の物体は幾き何か学がく的に配置されていたため、その意味を確かめようと、キリカがわざわざ水着に着替えてカメラを手に潜って──

「……あ」

　僕はキリカを見た。彼女は少し恥ずかしそうに腕章の中に顔の下半分を沈めている。

　キリカが水着になった。

　それ自体が、目的？

「そう」

　腕わん章しよう越しのくぐもったキリカの声。

「水泳部が報告しなければ、たぶん、福原先生自身でわたしに報告して調査を頼んでいたのだと思う。ガムテープでつくった図形に謎なんてなかった。ただ探偵をおびきよせるための餌えさ。ばらまかれた水着もそうだけれど、あれには、わたしがその場ですぐに着られる水着を用意しておくという意味もあった」

　ため息さえ出てこない。頭を抱える福原先生を凝視する。

　猥わい褻せつオンラインゲームと、プール怪現象とが、ようやくひとつの線でつながる。あまりにも馬鹿馬鹿しく、明確な答え。キリカの水着。キリカの水着姿！

「先生、あ、あんた──キリカの水着画像を撮るためだけにあんなアホなことしたんですかっ？」

　福原先生の肩がびくりと震える。

「ひかげの水着を盗んだのもたぶん福原先生」

　キリカがいきなり言うので僕は仰天する。

「え、え、ええええ？　僕の水着？　なんで？」

　わめきつつも、思い出す。そうだ。一昨日の夜だ。福原先生はたしかにトネリコ棟に訪ねてきたじゃないか。しかもあれは総務でプール遊びした日のことだから、僕と薫かおるくんの水着は物干し場に干してあった。先生にも犯行が可能だ。でも、なんで？

「もしあなたが水着を持っていたら、探偵助手なんだから、あなたがわたしの命令で水に入って撮影したはずでしょ」

「あー……ああ、そうか……」

　天井を仰ぐ。そこまで考えていたのか。

　確実に、生徒会探偵自身が水着になるようにと、可能性を潰したり植えつけたり、そのすべては──

　ハイパーウルトラデラックスレアカード《聖ひじり橋ばしキリカ》の画像を用意するため。

「わたしは水着なんて持ってないし、白はく樹じゆ台だいに入ってから水泳なんて一度もしたことがなかった。わたしのスクール水着姿の画像なんてあるわけがないの。それなのにゲーム中にはわたしのカードが存在してた。要するに、カードの存在だけは告知しておいて、まだ中身がなかった。プレイヤーが入手できるようにするために、どうしても画像を用意しなきゃいけなかった」

　説明しながらもキリカの顔は頰から耳へと赤みを増していく。そりゃ恥ずかしいだろう。キリカがあそこまで度を失い、焦っていたのもこのせいか。すでに水着写真を撮られ、カード化されてゲームに実装されてしまったかもしれないのだ。全世界に向けて水着姿が発信されてしまったかもしれないのだ！

「消して。今すぐ消して！　わたしの画像っ、今すぐ！」

　キリカが福ふく原はら先生に詰め寄ったとき、脇の壁際にくしゃりと潰れていた安やす田ださんが顔を上げてつぶやいた。

「……大丈夫だよ。まだ実装してないよ」

　キリカは凶暴そうな目つきで安田さんをにらむ。

「そんなにすぐできねえよ。写真届いたのは今朝だし、画像加工して、入手確率も調整して、とか、色々……めんどいんだよ」

　安田さんは息をつく。

「なんかおまえらは勘違いしてるみたいだけど、やったのはほとんど全部おれだよ。先生は主犯じゃ──」

「あなたがもともと作って運営してたゲームなのは、わかってる」

　キリカはぴしゃりと言った。

「福原先生にそんな技術も発想もない。発端はみんなあなた。でもカード画像に魅力がなかったから全然広まらなかった。そこに、うちの女子のスクール水着画像を使うっていうアイディアを持ってきたのは、福原先生でしょう」

　安田さんは気圧され、二度三度とうなずく。

「……そう、だよ。……でも、だから、先生はそこまで悪くない、おれが」

「もういいんです安田君」

　福ふく原はら先生が膝に額を乗っけたままつぶやいた。

「どうせもうおしまいです。倫理機構とかいうところも調査始めたらしいし、警察も動いてるらしいし、私に言われてやったって証言した方が──」

「あ、あれ噓うそです」

　僕が言うと先生の頭が跳ね上がった。目を剝いている。

「……え？　う、噓？　って」

「オンラインゲーム倫理審査機構ですよね。さっき先生のところに電話があったんですよね、『Ｈ学園』が規約に抵触してるとかって。そんな団体、存在しません。その後で警察からもサーバの押収まで検討してるとか電話がありましたよね」

「なっ、なんでそこまで知って」

「どっちも僕が電話したんです」

　福原先生は絶句した。

「優秀なボイスチェンジャーが借りられたんで、一人二役です」

　いわゆる劇場型と呼ばれる振り込め詐欺の手法である。相手の思考力を奪うために、さまざまな立場の人間が立て続けに電話をかけて焦りを煽あおる。

「時間がなかったから。キリカも状況証拠しか持ってなかったみたいだし、先生を問い詰めてしらばっくれられたら終わりでしたし。だましてでも、まずサーバを止めてもらう事が最優先だったんです。脅おどしたら証拠隠滅をはかるかなって思って」

　先生と安やす田ださんはそろって呆ぼう然ぜんと肩を落とす。こっちが悪いことをした気分になってくるじゃないか。

「だから、あなたたちがやってたゲームのことは、どうでもいいの」

　キリカがドライアイスみたいにひりひりに冷えた声で言う。

「調べろとも、潰せとも、だれにも依頼されてない。わたしは生徒会探偵、警察でもないし正義の味方でもない。でもっ」

　声がバウンドして二段階ほど高まる。

「わたし！　わたしの水着画像！　それは、だめ！　デジカメとかＰＣとかに保存してあるのも全部消して！」

　そう、これはたしかにキリカの事件だった。

　福原先生が主犯、というのはそういう意味だ。聖橋キリカ水着画像盗撮流出事件、として見れば、福原先生こそが犯人なのだ。そしてそれがおそらく、依頼もされていないのにキリカがここまで事件にこだわった理由だ。投棄された大量の水着やプールの底のガムテープ配列といった謎の奥に、彼女は感じ取っていたのだ。自分の素肌に刺さる視線を。

　これは自分の事件だ、被害者は自分だ──と。

　だから、生徒会探偵の今回の仕事はこれでおしまいだった。安田さんはサーバラックのいちばん奥の一台の電源を落とし、福ふく原はら先生はポケットに入れていた四台ものデジカメをおとなしく渡してくれた。

　後始末は、任せよう。

　完璧なタイミングで、僕らの背後の扉が開く。冷房された室内に、廊下からのむっとした暑い空気と、総毛立つほどの威圧感が流れ込んでくる。扉の前、逆光の中に立つその人物の、二つに束ねた髪とスリット入りのスカートの裾すそが風にはためく。

「それじゃあ、今後の相談をしようか、福原先生」

　天てん王のう寺じ狐こ徹てつは血に飢えた肉食獣そのものの笑みを浮かべて言った。
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　そんなわけで、顚てん末まつはすべて会長から聞くことになった。翌日の昼下がり、会長が重役出勤してきたので、キリカも会計室から出てきて、応接セットでガラステーブルを挟み、事後報告会となった。

「ゲームは続けさせるよ」

　会長が言うので僕らはそろって口をあんぐりと開ける。

「……でも、あれはさすがにまずいでしょう」美み園その先輩が会長の隣で言う。「アングラでやっていたゲームだから今まで問題にならなかっただけで、立派に犯罪ですよ」

「まずいのは写真と実名の使用だから、そこだけ変えさせた」

　会長はしれっとした顔で答える。

「名前は一部を伏せ字にする。伏せ字はかえっていやらしくなる、と説得したらあっさり応じた。画像はイラストに変えるそうだ。コストは跳ね上がるが、安やす田だはかなりやる気だったよ。このゲームでノウハウを蓄積していずれソーシャルゲーム業界の頂点を目指すそうだ」

「さすが白はく樹じゆ台だいの情報学科生ですね……」

　美園先輩はあきれてふうっと息をつく。

「でも、写真を売りにしていたゲームがいきなり全部イラストになってしまったら顧客が離れるのではないかしら……ああ、私が心配するようなことではないのですけれど」

「大部分は離れるだろう。でも新規も見込める。マイナスばかりじゃないよ。なにより、スクール水着という明確なコンセプトを外さないのが強みだ。あれも福原先生の発案だったそうだね」

「はあ」

　男のスケベ心をストレートに煽あおるその手口と、清せい廉れん潔けつ白ぱくスポーツウーマンといった風体の福原先生とが、未だに僕の中ではうまく結びつかないのだ。

　しかし、真実を知った今、思い返してみると先生の言動のひとつひとつがまったくべつの意味を持っていたことがわかる。

　会長と美み園その先輩の派手な水着に怒っていたのは、実のところ風紀上の問題ではなかった。ゲーム用の新しい画像が撮れないから、必死にスクール水着に着替えさせようとしていたのだ。プールを男女別にしてしまったのも、ゲームのためだったかもしれない。女の子ばかりにした方が盗撮ははかどるだろう。そして、キリカがなぜプールに泳ぎにこないのかと会長や僕にしつこく食い下がっていたのも、カード画像を撮るため。

　いやはや、真実はいつも皮肉だ──なんて言葉が陳ちん腐ぷに思えてくるくらいのあきれた真相である。

「ばかみたい」

　キリカが唇をとがらせてぽそっと言う。それ以上の言葉が思いつかない、今回の事件の総括だった。

「まあ、とにかく間に合ってよかったよ」と僕は言った。「なんとかキリカの画像出回る前に止められた」

「キリカのスクール水着を見るのは自分だけにしておきたかったということかな？」

「そういう意味じゃねえよ！」「ひかげには見せてないっ」

　会長は僕ら二人の反応にくっくっと笑った。

「ヒカゲの騙だまし電話をこの耳で聞けなかったのが残念だね。さぞかし名演技で、なんたら倫理機構だの警察官だのを装よそおったのだろうね！」

「だからあれは時間がなくてしかたなく──」

「これまでは詐さ欺ぎ師しじゃないとのらりくらり言い訳してきたけれど、もはや弁明不能だよ、完璧な詐欺師だ」

「なんでですかっ」

「警察官詐さ称しようは軽犯罪法に抵触する」

「あああああああそうだった」

　僕は両手に顔をうずめる。美園先輩がそばにやってきて肩に手を置いて言った。

「大丈夫ですひかげさん、拘こう留りゆう中もさみしくないように私のスクール水着写真をたくさん差し入れますから」要いらないよ。余罪を追及されそうだろうが。

「ひかげはいくらでも捕まればいいけど」とキリカが冷たく言う。「福ふく原はら先生も安やす田だも罪は追及しないってことなの？」

「そうだよ。あたしは王の中の王、ゆるすのが仕事だからね」

「えらく寛大なんですね。ゆるしちゃうんですか」僕もそうしてくれないかな。会長にゆるしてもらったところでしょうがないんだけど。

「情じよう状じよう酌しやく量りようの余地も、ないことはなかった。福原先生がゲームで稼いだ金をなにに使っていたと思う？　水泳部の備品や消耗品の購入だ」

「……あー……」

　それでか。郁いく乃のさんが言っていた。水泳部の備品在庫が合わない、多すぎる、と。

「水泳部は金がかからないと思われて毎年予算が全然回ってこない、と、恨み節を聞かされてしまったよ」

「わたしはちゃんと分配してる」キリカは頰ほおをふくらませる。「足りなければ実績上げたり部費をもっといっぱい徴収すればいい」

「ばらまいたあの水着も、要するに福ふく原はら先生が自腹で買い込んであったものだったわけだね。出所がわからないわけだよ。ということで、被害はどこにも出ていないし、今回は断罪しないことにした」

「被害出てる！　わたし！」

　キリカはぱたぱたと自分の膝を叩たたいた。そんなに腹を立てていたのか。

「狐こ徹てつならもっとしっかり処断するかと思って任せたのに、ゆるすなんて」

　ところが会長はそこで再びあの獣の笑みを戻す。

「見くびられては困る。あたしは王の中の王なんだから、あたしの『ゆるし』はいわばキリストの『ゆるし』だ」

「なんですかいきなり宗教がかったことを」キリスト？

「キリスト教はゆるしの宗教なんて言われてるけどね、これは言葉の綾あやだよ。日本人が考えるような免罪という意味じゃないんだ。だって、罪がなくなっちゃったら最後の審判でやることがなくなっちゃうからね。聖書に何度も出てくる『ゆるす』という言葉の原義は、借金を催促せずに放っておくとか、罪を糾弾せずに放っておくとかそういう意味なんだよ。つまり執行猶予だ。そして無期限の執行猶予はどんな罰よりも恐ろしい。永遠におびえ続けることになるからね」

「……なんか小難しいこと言ってますけど、要するに福原先生の弱みを握って恩を着せたってことですか」

「その通りだ！　ひかげはさすがに詐さ欺ぎ師しだな、こういう黒い話は呑のみ込こみがいい」

　そういう褒ほめ方はしなくていいです。

「永遠の執行猶予だからこそ信徒は永遠に神様に服従し続け、福原先生はあたしに服従し続けるということだね」

　こんな女が生徒会のトップで大丈夫なのかとあらためて不安になったが、美み園その先輩も会長の隣で「狐徹のそういうところはさすがです」とか感心してやがるし、そういえばあなたも腹黒という面では同じ穴の狢むじなでしたね！

「ともかくヒカゲもキリカもよくやった。罪を明るみに出さないまま捕らえられたんだ。これで体育教官室に貴重な手て駒ごまを忍び込ませることができたよ」

「はあ」

「今年の体育祭こそは──勝つ！」

　会長は目に炎を宿して拳を固めた。驚いたことに美み園その先輩も、キリカさえも同じ熱気をこめたうなずきを返した。

　僕が白はく樹じゆ台だい学園体育祭のほんとうのおそろしさを思い知るのは、夏休みが明けてからのことになる。
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　どうやって大量のカードイラストを短期間で工面したのかわからないが、オンラインゲーム『Ｈ学園　水着コレクション』は八月中には運営を再開した。どうも噂うわさでは漫研やアニメ研やゲーム研に片っ端から依頼したらしい。ようやるよ。なかなかの人気を博しているそうだけれど、カードのレアリティや人気ランキングの上位に知った名前がずらずら並んでいるのを見ると気分がもやもやしてきて、すぐにサイトを閉じてしまった。

「せんぱいせんぱい！　ぼくもカード化されたんですって！」

　薫かおるくんもある日うれしそうに報告してくれた。

「しかもキリカねえさまと同じハイパーウルトラデラックスレアカードです、狐こ徹てつねえさまに勝っちゃいました！」

　それ喜ぶところなの？

「それに朱と鷺き子こねえさまのカードと一緒に使うとものすごいコンボが派生してすっごく強いんですって。開発者さんにお礼いわないと」

「なんでそんな無駄に芸が細かいんだ」

「あ、あと、せんぱいもカードになってます」

「なんでッ？」

　サイトにつないでみると、たしかにカードリストの『特殊』というカテゴリのいちばん下に《牧まき村むらＨカゲ》の名前があった。その伏せ字のしかたはやめろよ！

「ものすごくえげつないアタックカードなんですよ、おまけにほとんどの女の子カードにめちゃくちゃ強くて──」

　僕のカードのひとつ上に、あろうことかウサギのカードまであり、僕は好奇心のままにマウスカーソルを『新規登録』のアイコンまで持っていきかけた。クリックする寸前に我に返り、ブラウザを閉じる。

　茶色い毛玉が膝ひざに跳びのってきた。

　僕はそのリアルな重みを脚に感じ、耳の毛をなでてリアルな体温を手のひらに確かめる。隣に寄ってきた薫くんの髪の毛もそっとなでる。

「あ、あのっ、せんぱい？　どうしたんですか」

　薫かおるくんが頰ほおをかすかに染めて声を弾はずませる。

「ううん。なんでもないよ」

　ノートＰＣを閉じた。僕のリアルはこんなにも確実で、ぎっしりと詰まっていて、忙しく動き続けているのだ。オンラインの世界は、何万枚ものコピーカードたちに任せておこう。

　ウサギを抱いて立ち上がる。

「今日は午前中の予定ないよね。生徒会室に行く前にちょっとプールで遊んでこうか」

「はい！」と薫くんは顔を輝かせた。窓の外では、ミンミンゼミが夏の終わりを惜しむように輪唱していた。
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　知り合いがどいつもこいつもずっと学園内にいるので、まるで夏休みらしくない夏休みだなあと思っていたが、よくよく話を聞いてみると、わりとみんな実家に帰っていた。会長はあれからも何度か修行と称して帰省しては傷をこさえて戻ってきたし、神かん林ばやし姉弟も週末はだいたい二人で親元にいるとのことだった。さらには八月も下旬に差しかかった頃、美み園その先輩がオーストリアに旅行にいくと言い出した。

「毎年これくらいの時期に、一家そろって母の実家に遊びにいくのがきまりなんです」

　母親がザルツブルクの生まれなのだという。

「すっごくきれいな街なんですよ。ひかげさんにも見せてあげたいです。……結婚式はザルツブルクで挙げるって決めてるんです！」

「そうなんですか。じゃあ、何年後かわかりませんけど、そのときまで忘れてなかったら招待状くださいね」

「そうじゃないでしょうひかげさんっ」

　肩をつかんで思いっきり頭を揺さぶられてしまった。

　美み園その先輩が発たってしまうと、生徒会室の空気はだいぶ、なんというか、潤いがなくなった。会長はだいたい出かけているか昼寝しているか口を開けば僕をいじるかだし、キリカは会計室に閉じこもっているしで、なにげない会話を交わす相手がいないのだ。なんだかんだいって美園先輩は総務執行部の中ではいちばんつきあいやすい相手だったのだな、と痛感する。

　つい、ザルツブルクのことをネットで調べてしまう。なるほど、近世の建物がそのまま残る美しい街並みだった。おまけに夏でも最高気温が25℃くらいというから、過ごしやすそうだ。

　いいなあ、ヨーロッパで避暑かあ……。

「ヒカゲはけっきょく夏休み中も家に帰らないの？」

　美園先輩不在の二日目、会長にそう訊きかれた。

「たしか入学してから一度も帰ってないと聞いたけど」

「ええ、まあ……逃げてきたようなものなので」

　寮生といっても、年中寮で過ごすわけではない。近ければ週末ごとに帰るやつもいる。一日たりとも家に戻っていないという奇特な生徒は、知っている限りでは僕だけだ。

「キリカでさえ一度は帰省しているというのに、きみはよくよく親不孝者だね」

　会長が笑うと、珍しく会計室から出てソファのところでウサギと遊んでいたキリカがぼそっと言った。

「帰省なんてしてない」

「生徒総会の後に帰ったじゃないか」

「あれは、……ママにちょっと逢あいにいっただけ。帰省のうちに入らない」

「そんな屁へ理り屈くつをこねてまでヒカゲと一緒だということにしたいのかな？」

「屁理屈じゃないしひかげは関係ないの！」

　屁理屈だと僕も思う。父親がちょっと関わりたくない人物なのは生徒総会のときに思い知らされたけれど、母親はどんな人なんだろう。仲は悪くなさそうだし、それなりに尊敬もしているようだし、もう少しキリカの口から聞いてみたい気持ちはあったが、家族の話題は地雷がそこらじゅうに埋まっている気がして質問できない。

「だいたい、ママは聖ひじり橋ばしの家にはいないし」

　僕は気づかれないように首をすくめた。母親が実家にいない？　まずいぞ、なにやら深刻な話になるポイントを踏んでしまったのでは。

　でも、キリカはそれ以上踏み込んだ話をしなかった。むくれてこう付け加えただけだ。

「べつに親不孝者でいい。孝行しなきゃいけない理由なんてない」

「孝行しろとは言っていない」

　会長は芝居がかったしぐさで肩をすくめる。

「キリカとヒカゲはたしかに似ているね、どちらも親不孝が中途半端だ。逃げ出してきただけじゃないか。あたしを見習ってもっと徹底的に親不孝しないと」

　たしかに天てん王のう寺じ狐こ徹てつの親不孝ぶりはキリカさえもまるで問題にならないくらいだ。武術の道場主である自分の父親をタイマン勝負で殴り倒した末に、父親がつけてくれた名前が可愛くないからと役所に届け出て改名してしまったのである。

　僕なんて、いじけて全寮制の学校を選んだだけだ。考えてみれば親不孝ですらないような気がする。

「わかった。じゃあ狐徹を見習ってパパを破産させる」

「まだまだ甘いね」

「それじゃパパを破滅させる」

「もう一声！」

「それじゃパパを破裂させる！」

　キリカと会長の危険な会話を聞くともなしに聞きながら、僕は東京の実家のことをぼんやり考える。帰らない理由も、今はとくにないのだ。両親はともかくとして、姉とはたまに顔を合わせておきたいし。

　でも、どんな顔をして帰ればいいのかわからない。

　家を出て全寮制の高校に入る、と告げたときの両親の反応も思い出せない。とにかく背を向けて必死に逃げていたからだ。父や母の顔を見る余裕なんてなかった。

　今なら、普通の家族みたいに話せるだろうか。

　いや、たぶんもともと普通の家族だったのだ。キリカの父親みたいに明らかに異常な人間を目まの当たりにした今なら認められる。僕の両親はたしかに僕にたくさん無神経なことを言ってきたけれど、ごく当たり前の親子間の摩擦だったのだろう。実際に姉は僕より優秀なのだし、比較して姉のようになれないのかと嘆くのもべつに理不尽じゃない。ただ、言われて癪しやくだっただけだ。

　キリカも会長も、ごくごく現実的な意味で、理不尽な敵としての親に向き合わなければいけなかった。

　ところが僕は、戦う必要なんてないのだ。身一つで電車に乗って東京に戻って、しれっとした顔で玄関を開ければいいだけだ。

　そこまでわかっていても、やっぱり帰省する気力は涌わいてこなかった。理由は簡単だ。めんどくさくて気が重いのだ。
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　だから僕は帰省シーズンなんて完全に他ひ人と事ごとだと思っていた。

　しかし、そうではなかった。「ただいま」を言う立場にはならなくても、言われる立場になることはある。

　八月最後の月曜日のことである。美み園その先輩がようやく日本に帰ってきてその日から登校してくるとのことで、僕は大量の未済案件を分厚いファイルにまとめ、先輩の好きなシュークリームと紅茶を買い込み、ついでに副会長用デスクをぴかぴかに掃除した。

　つらい一週間だった。美園先輩がいないと、業務が滞るのはもちろん、人間関係の心労も増えた。ボケ役が一人いなくなるのでつっこむ手間が半分になるかと思いきや、話し相手が僕しかいなくなった会長の連続ボケが加速してかえってつらくなったのだ。

　美園先輩、早く帰ってきてください──そう祈りながら、彼女のマグカップをスポンジで丹念に洗う。

　会計室のドアが開き、朝から打ち合わせをしていた会長とキリカが一緒に出てきた。

「じゃあヒカゲ、会計処理セミナーにいってくる」

「あ、はい、いってらっしゃい」

　文化祭は大量のお金が動くので、出し物をする各団体にも面倒な会計業務が求められる。そこで何度かに分けてセミナーを開き、会計担当に様々なノウハウを教えるのだ。講師はもちろんキリカである。伝説のひきこもり会計が人前に出てくるという物珍しさも手伝って、夏休み中だというのに受講希望者はかなり多いのだとか。

「美園が早めに帰ってきても、二人きりだからといって変なことしないように」

「しませんよ。なんですか変なことって」

　キリカは扉のすぐそばにいたウサギのそばにかがみ込んで言った。

「ひかげ、いい？　ひかげが変なことをしようとしたらひかげが止めるの。ひかげは流されやすいんだからひかげがしっかり見てないと」だからわけわからんて。

　二人が出ていってから二時間ほどたち、眠たげな正午のチャイムが遠い空から聞こえてきたときだった。生徒会室のドアが開いた。

「……ただいま」そんな女性の声がしたので、僕はてっきり美園先輩だと思って書類整理の手を止め、入り口に走った。

　けれど部屋に入ってきたのは、知らない女だった。

　深紅のブレザー──白はく樹じゆ台だいの制服を着ていたから、うちの生徒なのだろう。けれど、とても高校生とは思えない大人びた女性だった。クラス章がないので何年生かわからない。髪はこざっぱりとショートにまとめているのに、目つきも口元も首筋もなまめかしい。宝たから塚づかの退団公演なら一昨日済ませてきましたけど？　みたいな艶つやっぽさである。身長も僕とほとんど変わらないくらい、おまけにスカートからのぞく脚が思わずひれ伏しそうになるくらい長くてすらりとしている。だれだこの人？

「……あれ？　あなた……うん？」

　彼女は部屋に入ってくると僕を頭のてっぺんから爪先までしげしげと見た。

「あのう」どなたですか、と訊きこうとした僕の唇くちびるを、彼女のぴんと立てた人差し指がいきなりふさいだ。僕はびっくりして二メートルくらい跳び退のいてしまう。

「なにも言わなくていいわよ。自己紹介は無用。なぜなら私には未来が視えるから。あなたがだれなのか、どうして生徒会室にいるのかも占いであててみせる」

「……はあ」背中を冷や汗が伝った。なんか変な人につかまってしまった。

「まずあなたの名前ね。いくつか質問に答えてもらうわ。太陽系の惑星ではどれがいちばん好き？」

「え、ええと？」

「直感で答えて」

「……土星」

「土星ね。運命の糸の流れる先が十二の十二乗にまで絞られたわ。次の質問。虹の七色、赤、橙だいだい、黄、緑、青、藍あい、紫の中ではどれがいちばん好き？」

「……ううん。……紫、かなあ」

「紫ね。運命の糸の収束を感じるわ。三つ目の質問。あなたにもし前世があるとしたら、犬、猫、イルカ、鳥、蛇、魚、ウサギのどれだと思う？」

「……じゃあウサギで」
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「最後の質問。あなたの学生証はどこにあるの？」

「えっ？　はあ、ここに」僕がポケットから出した学生証を見て彼女は言った。

「あなたの名前は牧まき村むら日ひ影かげね。あたったでしょう？」「当たり前だろッ！」最初の三つの質問いったいなんの意味があったんだよ？

「それじゃ次は将来あなたが結婚する相手の名前を占うらないであててみせるわ」

「え、えええ？」

「未来が視えるって言ったでしょう。これはカードを使いましょう」

　好奇心に負けて、彼女を応接セットまで案内してしまう。タロットカードがガラステーブルにずらずらと並べられていく。何度かシャッフルした後、三つの山に分ける。

「まずは過去ね。この山から一枚、選んで表にして」

　言われるままに、いちばん手前の山の中程から一枚抜き取ってめくる。ライオンを細腕でねじ伏せている女性の絵柄があらわれる。

「過去は──《力ストレングス》の逆位置ね。生まれ育った環境が威圧的なものだったことをうかがわせるわね。次は真ん中の山から一枚」

　言われた通りめくると、片足をロープでくくられて逆さかさ吊づりにされた男の絵。

「現在は──《吊られた男ハングドマン》の正位置ね。ふむ。現状のあなたはともかく堪たえ忍んで努力し、実を結ぶのを待っているというところかしら。それじゃあ、最後の山から一枚」

　三枚目は、奇妙な道具がいくつも置かれた台の前に立つ派手な衣装の男の絵。

「未来は──《魔術師マジシヤン》の正位置ね。これは面白いわ。過去にとらわれない、尊敬し合える素晴らしい家庭を築くでしょう」

　そう言われて悪い気はしない。

「そして、あなたの妻の名前だけれど」

　僕はカードと彼女の顔を見比べ、唾を飲み下す。

「……名字は牧村でしょうね」「そんなん占わなくても言えるわ！」タロットカードに謝れよ！

「さあいよいよ、あなたが何者なのか、なぜ生徒会室にいるのかを占うわ」

「い、いや、もういいですよ占いは」

「これは私の得意中の得意、手相占いで見てあげる」

　ソファの隣に移ってこられて、ぴったり密着してきて、腕をからませるようにして手首をつかまれては逃げられない。彼女の細い指先が僕の手のひらのしわをたどる。

「ふむ。運命線が明瞭、しかも外側に反っているわね。人を惹ひきつける星の下に生まれたということ。生命線は入り方が深く、手首まで達している。タフな人生になるでしょう。頭脳線は二回枝分かれ、まだまだ隠れた才能がある。感情線は頭脳線とかなり離れているから、冷静な判断力も持ち合わせているということ。総合すると──」

　彼女の細い指は手のひらから手首、ひじの裏、二の腕をたどって、やがて腕の付け根に巻かれた腕章にたどりついた。

「あなたは生徒会書記だからここにいるのね」「最初から腕章見ろよ！」「えええええっ、あなたが書記なの？」「驚くのはこっちですよ！　三回もボケにつきあっちゃった自分の間抜けさにね！」

　ところがそこで彼女はなぜか急に優しい顔になり、ぽん、と僕の肩を叩たたく。

「そうか。書記も、見つかったのね。よかったわ」

「……あの？」

「そういえば私の方が名前を言ってなかったわね。知りたい？」

「そりゃあ……まあ」

「わかった。占いであててみせるわ」「自分の名前だろうが！」

　彼女は肩を揺らせて笑い、それからテーブルのカードをかき集めて片づける。

「真ま央お、よ。まおまおって呼んでいいわよ」

「い、いえ、遠慮しときます。真央……さん？」なぜ下の名前だけなんだ、と思いつつも僕は訊たずねる。「あのう、真央さんは生徒会室にはどういったご用で──」

　そのとき、僕の質問を遮るようにして、生徒会室のドアが開いた。

「ただいま戻りました」

　声の主が入ってきたとたん、金色の光が散り、空気が華やぐ。美み園その先輩だった。広い室内を見渡し、応接セットの僕らに気づく。まず僕と目が合い、先輩はぱあっとうれしそうな顔になる。真央さんが振り向くと、先輩の青い瞳がいっぱいに見開かれる。

「あら、美園ちゃん。お久しぶりね」

　真央さんが手を振ると、美園先輩は感極まった表情で駆け寄ってきた。

「伊い吹ぶき先輩！　戻ってきてたんですか！」

　伊吹。

　伊吹……？

　ソファの横でしっかり抱き合う二人をぼんやり見ながら、僕は記憶をたどる。なんか二人でキスまでしてたり美園先輩が「あっひかげさん誤解しないでください伊吹先輩はアメリカ帰りですしこれは挨拶です親愛の情のあらわれですから」とか言い訳してた気がするけど思い出そうとするのに忙しくてよく憶えていない。

　伊吹先輩。

「あー……広報の？」

　ようやくおぼろげな記憶をほじくり出した僕が言うと、真央さんは美園先輩を抱きすくめていた腕をほどき、「ええ」と微笑んで向かいのソファに腰を下ろした。

「やっぱり生徒会室はいちばん落ち着くわ」

　天てん王のう寺じ政権の黄金期を構成した《伝説の五役》──

　その最後の一人、伊い吹ぶき真ま央おの登場だった。







「伊吹先輩、もうずっと日本にいるんですか？」

　美み園その先輩がガラステーブルに身を乗り出して訊たずねる。

「ええ。一年間限定の留学だし、そろそろ受験の準備しなくちゃいけないし」

　向かい側で真央さんは優雅にティーカップを傾けている。

「よかった。狐こ徹てつやキリカさんも喜びます」

「そういえばあの二人はどうしたの？」

「そうだ、二人ともどうしたんですか、ひかげさん」

　会計処理セミナーにいってます、とキチネットから答え、シュークリームを皿に盛って応接セットまで持っていく。

「書記は見つかったようだけれど」と真央さんは僕をちらと見る。「広報の後任は見つかったのかしら」

「ええ。まだ内定段階で、来期からになると思いますけど、優秀な子ですよ。あ、そうそう、朱と鷺き子こさんの弟です」

「朱鷺子ちゃんの？　それは楽しみ。早く逢あいたいわ」

「できれば伊吹先輩に広報業務を色々と教えてもらいたいのですけど……」

　真央さんはかすかに眉をひそめる。

「ううん、難しいわね。受験に集中したいの。大学は絶対に慶応、失敗できないわ。私の女子アナ道の重要な第一歩だから」

　そういやアナウンサーになるために留学経験も積んでおくことにした、みたいな話を小耳に挟んだっけ。

　しかし──と僕は真央さんを観察する。

　見た目だけなら完璧だ。スーツに着替えれば今すぐにも女子アナだ。でも中身はどうなのよ。

「日ひ影かげちゃん、私のことアナウンサーになんてとても向いてないと思っているでしょう」

　じっとりした視線を向けられる。僕は目をそむけ、美園先輩の隣に腰を下ろす。

「ええ……まあ」

「あら、どうしてです？」と美園先輩。「はじめてお逢いしたときから、こんなに女子アナに向いてる方は他にいないと思ってましたけれど。まさに女子アナになるために生まれてきたような方だと」

「ええええええ……あ、す、すみません、でも……」

　僕は顔を伏せてちらちらと真ま央おさんに目をやる。さすがに、『こんな他人の話を聞かなそうな変人はアナウンサー無理だろ』と正直には言えない。

「私も自分がアナウンサーになる運命を微み塵じんも疑ったことはないわ。だって私には未来が視えるんだもの」未来よりまず現実見ようよ。

「あのう、僕、アナウンサー業について全然知りませんけど、向いてるっていうのはどのへんがですか」

「まず顔ね」

　言い切ったよ！　ほんの十秒前までさんざんメルヘンな言葉並べてきたくせにいきなり生臭い話かよ！

「先輩の美しさ、斜め四十五度のクリステル的な角度から映っているところをテレビで早く見たいです」と美み園その先輩もうっとりした目つきになる。

「二点目は占いね。朝のニュースといえば占いよ」

「ありゃアナウンサーが占ってるわけじゃないでしょう」

「そうよ。だから私なら、なんの根拠もない迷信から導き出されたくだらない妄もう言げんを星座別に並べるだけじゃなく、独自解釈も添えられるわ」言っちゃった！　迷信とか妄言とか言っちゃったよタロットカードまで持ってる人が！

「……なんですか独自解釈って」

「双子座のあなた、一日をリッチな気分で過ごすためのラッキーアイテムは──」

　真央さんはテレビカメラ（ないけど）をびっと指さす。

「福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちの肖像画よ」当たり前だよ。星座関係ないよそれ。

「乙女座のあなた、一日をうきうき気分で過ごすためのラッキープレイスは──」

「どうせディズニーランドとかでしょ」

「ソープランドよ」「即クビだよ！」

「乙女にそんな場所に行かせるなんてさすが伊い吹ぶき先輩です……」

　美園先輩、つっこみが追いつかないから脇からボケないでください。

「小さい頃から未来が視えてしまっていた私は、運命に導かれるままに女子アナ道を邁まい進しんしたわ……」

　真央さんは遠い星空を見上げる目になる。

「中高一貫で単位取得に自由が利いてなおかつ授業レベルも高い白はく樹じゆ台だい学園を選び、高二の秋にアメリカ留学、帰国後に慶けい応おうの法学部に入り、在学中にミス慶応を獲り、ＮＨＫを含むテレビ局四社から内定をもらって、その時点での民放トップを選んで入社せよ──と守護星がささやいたの」

「どんな現実的な守護星だよ」シビアに人生設計してるだけじゃねえか。

「でも日ひ影かげちゃん、あなたも運命を感じない？」

「え？」

「私は感じるわ。この部屋で出で逢あったすべてに、強い運命を」

　はかったようなタイミングだった。生徒会室のドアが開き、会長が、そして背中に隠れるようにしてキリカが入ってきたのだ。

「ただいま──」言いかけた会長の顔が、こちらに向けられてぱあっと輝く。「先輩！　帰国してたんだね、連絡くれればよかったのに！　美み園そのもおかえり、二重にうれしいよ」

　足早に寄ってくる会長を、真ま央おさんは立ち上がって迎え、まったくなんのためらいもなくハグした。……あ、はい、キスもです。

　驚いたのはその先で、遅れて寄ってきたキリカまで真央さんの抱ほう擁ようをおとなしく受け入れ、頰へのキスにもちょっとうるさそうな顔をしただけだったのだ。

　僕の視線に気づいたのか、キリカははっとして真央さんの腕をふりほどき、ぐいと身体を押しのける。

「……真央、軽々しくそういうことしないの。いくらアメリカ帰りだからって」

　キリカがもそもそ言うと、真央さんは薄く微笑んで答える。

「あら。キリカちゃん、前は言わないようなことを言うようになったわね。後で恋占いをしてあげるわ」

「いらない！」

「見たところ──」と会長はガラステーブルの上の紅茶やお菓子を眺め渡す。「伊い吹ぶき先輩にはもうヒカゲも美園も愉しい話をたくさん聞いてしまった後なのかな？」

「ええ。だいぶ前にいらっしゃったんです」と美園先輩。

「じゃあ、どうせだから朱と鷺き子こも呼ぶか。それと柏かしわ崎ざき先輩……は学校にいるかな」

　会長は携帯を取りだした。







　朱鷺子さんはすぐにやってきた。

「伊吹先輩、お久しぶりです。お元気そうでよかった」

　さすがに朱鷺子さんは、真央さんのハグを合気道っぽい身のこなしでいなしてしまった。もちろんキスもなし。

「あいかわらずですね。アメリカで磨きをかけてきたというか……」と朱鷺子さんがあきれて言ってるのを見るに、最初からスキンシップが激しい人だったようだ。

「でもなんだか、この部屋にまた伊吹先輩と一緒にいるというのが不思議な気分です。ほんの一年前のことなのに」

　かつての天てん王のう寺じ狐こ徹てつの片腕だった朱鷺子さんは、まぶしそうに目を細め、広々とした生徒会室を見渡す。

「そうねえ。私もよ」と真ま央おさんは微笑む。「狐こ徹てつちゃん、駿しゆんちゃんに電話した？　来られそうだって？」

「うん。すぐ顔を出すって」

「同窓会みたいね。まだ卒業していないけれど」

　美み園その先輩のオーストリア土産みやげである焼き菓子を大皿に出し、全員分のお茶を淹いれなおしていると、ドアが開いた。

「伊い吹ぶき、戻ってきたんだって？」

　さらさらの髪をなびかせてさわやか好青年が駆け込んでくる。

「ただいま駿ちゃん」

　真央さんは駿さんに対しては軽く手を挙げただけだった。そんなもんか。相手は男だもんな。そして駿さんはロリコンだもんな。

「私の占いでは駿ちゃんはとっくに塀の中のはずなのに、まだ平気でシャバにいるのね」

「日本はロリを愛でる高等文化が発達しているからね。少女愛に対して非寛容なアメリカには行きたくないなあ。それでなくても欧米の少女たちは発育がよすぎるし」

「伊吹先輩は割と大人びている方だけれど、アメリカではやっぱり中学生に間違われたりしたのかな」

「それどころか小学生に見られたこともあるわ」

「あはは。入学したてのキリカみたいだね。あの頃はほんとに天使だった」

「柏かしわ崎ざき先輩が言うとしゃれにならないのでやめてください。あの頃は聖ひじり橋ばしさんを見る目つきがほんとうに危なくて、私も狐徹も、生徒会室で二人きりにしないように苦労したんだから」

「中一の頃のキリカちゃんはまだ会計室にこもりっぱなしじゃなかったわね。最近はどうなの、やっぱりポテトチップスばっかりで生活してるの？」

「ポテチはちゃんとした食事。栄養もある」

「アメリカ人はポテトを『野菜だから大量に食べてもヘルシー！』と認識していると聞いたのだけれどほんとう？」

「ほんとうみたいね。なんにでもポテトが山盛りでついてくるわ。食べ物だけは最後までどうしても慣れなかったわね」

「柏崎先輩の料理に慣れてるから余計そうなるんです。私も昔は、神かん林ばやしの家に帰るたびに母と先輩の料理の腕の差を痛感しました」

「駿、なにか作って。せっかく真央もいるし」

「キリカも含めてみんなで食べられるものとなると、なかなか難しいな。でもやってみようか。材料はなにがあるのかな」

「カナッペがいい」「私はなにかパスタがいいわ」「あたしはニョッキが……」

　五人の会話を、僕は黙って聞いているしかなかった。話には参加できなくても、不思議と居心地は悪くなかった。森の中で鳥のさえずりを浴びているみたいだ。

　かつて、この部屋は、この五人の場所だったのだ。天てん王のう寺じ狐こ徹てつが呼び集め、朱と鷺き子こさんが支え、真ま央おさんが押し広げ、駿しゆんさんが水を撒まいて育てた国に、キリカが迎え入れられ、そして王朝が始まった。その宝石箱みたいな三年間を、僕は知らない。でも、こうして傍で五人のやりとりを見ているだけで、余熱が伝わってくる。

　ほんとうに、まばゆく燃えさかっていた年月だったのだろう。

　だって、こうしてソファに身を沈めて言葉の端々を肌に感じているだけで、胸のずっと奥の方でじわりと火が熾おきるのがわかる。

　ふと、なにかが肩に触れて、僕は振り向く。いつの間にか美み園その先輩がソファから立って僕の肩に手を置いている。

「飲み物がなくなってしまったみたいです。買ってきますね、ひかげさん、運ぶの手伝ってくださいます？」

「え？　いや、けっこういっぱい買ってあるはず──」

　美園先輩はなにか言いたげな目で手を合わせる。僕はわけもわからずソファを立って、先輩に続いて生徒会室を出た。

　ドアを閉めた瞬間、身体の内側の熱がふっと消えて、僕は寒気に身をすくませた。まだ西にし陽びも強く、廊下はじっとり汗ばむほど暑かったのに。

　先輩は無言で廊下の端の階段まで歩いていった。僕も黙ってそれを追う。気の早いひぐらしが外で鳴いているのが聞こえた。ひとつ下の踊り場までおりた先輩は、壁に背中をもたせかけてふうと息をついた。

「……やっぱり、妬けますね」

　先輩のそばまでおりていくと、ようやく身体が現実の空気の肌触りを思い出し始めた。踊り場には暑気がわだかまっている。

「でも、せっかくの同窓会ですから。しばらくはあの五人だけにしてあげたくて。ごめんなさい、ひかげさん」

　ああ、なるほど、と僕はうなずく。

　そんな気遣い、思いつきもしなかった。僕と先輩は邪魔者なのだ。邪魔──という表現はあっちにもこっちにも申し訳ない気がするけれど、あの時間を共有した五人だけで話したいことなんて山ほどあるだろう。

「きっと、……最高の五人だったんでしょうね」

　先輩の声は陽炎かげろうの向こうに遠ざかる。

「私は狐徹に直接スカウトされて副会長候補になったから、それ以前に生徒会活動をまったく経験していないんです。それでも、わかります」

　上うわ履ばきの爪先が踊り場の床に円を描く。

「イベントなどで表に出るのは狐こ徹てつと朱と鷺き子こさんの二人だけでしたけれど。それはもう、輝いてましたもの。はじめて見た生徒総会では、普通の学校では考えられないような規約改正案を次々に圧倒的多数で可決していって」

　想像しようとすると、どうしてもトップミュージシャンの東京ドーム公演みたいな光景が浮かんできてしまう。だいたい間違っていないだろうけれど。なにしろ会場からしてあの白はく樹じゆ台だいアリーナだもんな。

　先輩の声が途切れ、床に視線が落ちていることに気づく。ひぐらしの声は足下から涌わき出てくる水泡みたいだ。身にまとわりついて、さびしさだけ残して頭上へと消えていく。僕は、なにを言うのかも決めないままに口を開いていた。

「先輩も──」

　かすかに潤んだ青い瞳が持ち上げられる。水の膜の向こうに詰まった感情のもろさに僕は焦る。

「全然負けてないですよ。朱鷺子さんに負けてないです。会長とキリカはそのまま残ってるんだし、僕だって、そのっ、駿しゆんさんにはほとんどの面で負けてますけど犯罪やらないだけ僕の方がましだし、これで薫かおるくんが入って真ま央おさんを超えてくれれば僕らだって全然いけてます」
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　青い眼の表面に、様々な色が泳ぎ過ぎていった。やがて美み園その先輩は、壁から背中を離し、いきなり僕の胸に額をぶつけてきた。

「わっ」

　危うく後ろに倒れそうになり、階段の手すりをつかんでこらえる。

「な、なんですか」

「うれしいんです。ひかげさんがそんなにストレートに慰めてくださるなんて」

「は、はあ」

　慰めるために言ったわけじゃないと言おうとしてやめた。噓うそとしては下手すぎる。

「でも、まだまだですね。ひかげさんは魚を釣るのは得意なわりに、釣った魚に餌をやるのが不得手なのですね。なにも言わずに抱きしめるという手もあるんですよ？」

「い、いや、なに言ってるんですか、できるわけないでしょそんなこと」

「もっとも、慰め方まで巧くなってしまわれたら、私ほんとうにどうしていいのかわからなくなってしまいますけど」

　僕なんて今でもどうしていいのかわからないよ。先輩が額を僕の胸に押し当てたまま、さらに強く身を寄せてくるし、これ以上後ずされないし。

「あ、それと」

　先輩はいきなり顔を上げた。その表情には一片のさみしさも見当たらなかった。残らずどこかに吹き飛ばされてしまったみたいだ。

「ひかげさんも犯罪してますよね、詐さ欺ぎ罪」「や、やってませんよ、まだ！」

　まだ、とか自分で言ってしまって自己嫌悪。

「あれ、美園さん？」

　下の方で声がした。ぱたぱたぱたっ、と階段を駆け上がってくる足音が聞こえる。

「せんぱいも！　なにしてるんですか二人で」

　薫かおるくんだった。だいぶ距離を詰めて向かい合っている僕と美園先輩を見比べ、薫くんは申し訳なさそうに頭を下げた。

「ごめんなさい、お邪魔しちゃいました。朱と鷺き子こねえさまにもキリカねえさまにも黙っておきますから、ごゆっくり」

「なにがだよ！　あのね、なに勘違いしたのか知らないけど」

「せんぱいがまだぼくと二人きりの保健体育で教えてくれていないことを美園さんとやっていたのですよね？」

　そんな無邪気そうな顔でよくもまあ三箇所くらい同時攻撃できるなこいつは！

「い、いけませんひかげさん、こんなことを薫さんに教えてるなんて……あれ？　私たちまだなにもしてませんよね？」

　もうわけわからんよ。

「じゃあ、あのう」僕は必死で話題を変えた。「三人で購買行きますか。なんにも買わないで戻るのも変だし、ちょっと時間潰した方がいいでしょ」







　ペットボトルでいっぱいの袋を抱え、三人で生徒会室に戻ったのは三十分ほど後だった。薫かおるくんを目にして、真ま央おさんは目を輝かせ、抱きつき、頰や額にキスする。朱と鷺き子こさんが泡を食って引きはがす。

「やめてください伊い吹ぶき先輩！　薫はまだ子供なんですから！」

「朱鷺子ちゃんはおとなだからもっとディープにしていいってことかしら」

「ちがいます！」

　生徒会室に八人も集まるなんてはじめてのことだった。応接セットのソファもぴったり埋まってしまう。薫くんはしっかり真央さんの隣だ。反対側の隣で朱鷺子さんがはらはらしながら見ているのがちょっと面白い。

「話にだけは聞いていたけれど、朱鷺子ちゃんの弟はこんなに可愛かったのねえ」

「ぼくも真央さんのこと、話にだけは聞いてました！」と薫くん。「生徒会への苦情をぜんぶ占いと悩み相談で返してたら、かえって人気が出ちゃって占いコーナーを新設したんですってね」

　そんな無駄な伝説まで作ってたのか、この女。

「それで、薫ちゃんが私の後任候補ということなのかしら？」

　会長が「そうだよ」と笑い、薫くんは「はい！」と跳び上がりそうな勢いで答える。

「ぼくも真央さんみたいに、星明かりと希望に満ちた未来を語るふりしてシビアな現実を愚ぐ民みんどもにつきつけたいです！」

　ついに愚民とか言い出したよこの子。不安だ……。

「わかったわ。私がとっておきの占いであなたの広報としての適性を見てあげる」

「ほんとですか！」

「狐こ徹てつちゃん、広報室の鍵を貸してくれる？」

「ん？　わかった」

　会長は自分のデスクまで行くと、引き出しのキーボックスから取り出した鍵を真央さんに投げた。真央さんは薫くんを連れて、生徒会室の奥に並ぶ五枚の扉の右端に向かった。いまだに一度も開いたところを見たことがない、《広報》というプレートのはめ込まれた扉へ。

「さあ、この中にあなたを導く運命があるわ……星のささやきに耳を傾けるのよ……」

　……とかなんとか言いながら真央さんは薫くんを広報室内に促し、自分も踏み込んで扉を閉めた。

「……はっ！　二人きりにしちゃったじゃない！」朱と鷺き子こさんが我に返る。気づくのが遅すぎるだろ。

「大丈夫ですよ朱鷺子さん、占いって言っていたじゃないですか」と美み園その先輩がなだめる言葉を遮って、広報室の扉の向こうから薫かおるくんの声が聞こえてくる。

「……あっ、真ま央おさん、……すごい、こんな……えっ、あっ、だめですよう、……でも、でも、……みんなに内緒なんて、そんな、……うぅ」

　朱鷺子さんはすさまじい形ぎよう相そうで扉に駆け寄って拳を何度も何度も叩たたきつけた。

「伊い吹ぶき先輩！　先輩、薫にっ、なっ、なにをしてるんですかッ」

　五分くらいたってからようやく扉が開いた。朱鷺子さんを押しのけ、まず真央さんが、それから肌を火照らせた薫くんが出てくる。

「薫っ？　なに、なにをされたの？」

「……ええと……ひみつです。真央さんが、みんなには喋しやべっちゃだめって」

「伊吹先輩ッ！」

「占いよ。占い。なんにも裏は無いわ」

「つまらない駄だ洒落じやれでごまかさないでください！」

　やっぱり朱鷺子さんがいると楽だなあ、僕がつっこまなくてもいいもんな、総務に戻ってきてくれないかな、なんてことを思ってしまう。

「占いなら、どうして薫があんなに汗ばんで息を切らせてるんですか！」

「男女が暗い密室で二人きりで行う特別な占いよ。お互いの相性がわかるわ。身体のね」

　身体のって言っちゃったよ。占いでもなんでもねえよ。ていうか広報としての適性を確かめるんじゃなかったの？

「それで先輩」会長が笑いをこらえながら口を挟んでくる。「薫は、どうだった？」

　会長の声には不思議な力がある。どんなに浮ついた雰囲気の中でも、たとえ自身が笑いながらであっても、ほんのわずかなニュアンスの差を含ませるだけで、その発言がシリアスなものであることが如によ実じつに伝わるのだ。

　どうだった？　……という質問は、もちろん、身体の相性なんかのことじゃない。

「合格よ」

　真央さんは微笑む。

「彼は、あなたの忠実で有能な部下になるわ」

　その言い方が、なんだか引っかかった。彼は、というところだ。

　薫くん以外のだれかについて──なにか含むところでもあるのだろうか？







　気づけばもう四時を回っていて、真央さんはそろそろ帰ると言い出した。

「みんなに逢あえてよかったわ。駿しゆんちゃんも、わざわざ来てくれてありがとう。捕まったときには出廷して『昔から病的でした』と証言してあげるわ」

「そいつはどうも。だがロリらぶは病気じゃない。生き様だ」もっと救いようないだろ。

「狐こ徹てつちゃんも、私がいなくても大丈夫だったみたいね」

「大丈夫じゃなかったよ。伊い吹ぶき先輩がいない一年間、毎晩さみしさで胸がふさがれて眠れなくて枕をまおまおしていたよ」まおまおするってなに？

「朱と鷺き子こちゃんのおかげかしら。狐徹ちゃんを支えててくれてたのね」

「支えてません。今は監視し合う立場ですから」

「あら、そう？　そうね。支えるのは今は美み園そのちゃんの役目だったわね」

「ちょっと荷が重いですけどがんばってます。広報業務も兼任してたんですよ。時間があったら私の一年分の仕事もチェックしてください」

「ふふ。わかったわ。日ひ影かげちゃんも今日はありがとう。生徒会も面白くなりそうね」

　なぜか、真ま央おさんは、僕の背中に隠れるようにして立っていたキリカにだけは言葉をかけなかった。そのまま生徒会室の出口に足を向ける。

　おそらく真央さんにもわかっていたからだろう。

　長いつきあいなのだ。キリカに、会計とはべつのもうひとつの職務があることも──そしてその小さな細っこい身体に、すさまじい洞察力を秘めていることも、知っている。

「……真央」

　ドアノブに手をかけた真央さんを、キリカは呼び止めた。

「白はく樹じゆ台だいをやめるんでしょう？」

　しばらく、だれもなにも言わなかった。ドアの隙間から、遠く階下の足音と蟬せみの声とが縒より合あわされて忍び込んできた。

　探偵が、一歩前に踏み出た。

「クラス章がついてない。ここにくる前にオフィス棟で退学手続きをして返却してきたんでしょう。そうして、私物を取りにきた。万年筆とかデジカメとか。夏なのにブレザーまで着ているのはポケットがたくさん必要だったから。さっき薫かおると一緒に広報室に入ったのは、棚の上の荷物を下ろすのにどうしても人手が必要だったから。……そうやって、なんにも言わずにふらっといなくなるつもりだったんでしょう。一年前、ふらっと留学しちゃったみたいに」

　真央さんの顔に、夕映えのうろこ雲みたいなさみしげな笑みが広がる。

「……怒らせてしまったかしら」

「……わたしは、べつに」

　キリカはそう言ったけれど、喉の奥で感情が揺れているのが声だけでもわかる。

　美園先輩や朱鷺子さんの顔なんて、横目でうかがう勇気もなかった。

「さすがね、キリカちゃん。探偵だものね」

　真ま央おさんはノブから手を離して僕らに向き直る。

「でも私は湿っぽいのがきらいなのよ。女子アナ道を突き進むからには当然お天気キャスターの仕事も避けては通れないし、全国のお天気が雨ばかりでは困るでしょう？　だからすうっといなくなって、後から人づてで消えた理由が知られる、くらいが私にはちょうどいいの。今日は……なんだか、同窓会みたいなことをしてしまって、湿っぽさを我慢するのに苦労したのに、キリカちゃんは容よう赦しやないのね」

「伊い吹ぶき先輩……ほんとうに……？」

　朱と鷺き子こさんが震える声で訊たずねる。

「べつに変な理由じゃないのよ。二学期から白はく樹じゆ台だいに戻っても授業に合わせるのは無理があるし、卒業相当認定はもらえたし、それならあと半年、自主的に受験勉強するわ。べつに今こん生じようの別れになるわけじゃないし、文化祭にも遊びにくるわよ」

「一緒に卒業できないのは残念だな」と駿しゆんさんがつぶやく。

「じゃあ卒業式も冷やかしにくるわ。狐こ徹てつのスピーチも聞きたいし」

「湿しめっぽいのもいいじゃないか」

　会長が言って、真央さんについと歩み寄り、肩を抱き寄せた。

「人生、雨も必要だよ」

　真央さんは最初少し驚いた顔で、やがて安心したような顔で、会長の背中に腕を回す。

「そうかもしれないわね」

　僕はソファのそばに立ち尽くし、その抱ほう擁ようをじっと見守るしかなかった。様々な甘苦しい感情が胸に押し寄せてくるのがわかったけれど、それは僕の抱いた想いではなかった。隣で同じように立ち尽くす人々の胸からあふれてこぼれた余剰分に過ぎなかった。

　僕の知らない、五人で積み重ねた濃密な時間が、この部屋にはあったのだ。

　やがて会長は腕をほどく。

「退学するというなら、話はべつだ。先輩、ほんとの占いを見せてやってくれないか」

　真央さんの両肩に手を置いて言う。

「このままじゃ、美み園そのやヒカゲや薫かおるが、先輩のことをエセ占い師だと誤解したままだよ。運命を読むというのがどういうことか、見せつけてやってくれ」

　……え？

　ほんとの占い？

「いいのかしら」と真央さんはささやく。「幸せな結果ばかり出るとは限らないわよ」

「占いって、そういうものだろう？」

「そうね」

　真央さんは一歩下がって、扉の前に立ち、僕らを見渡した。

　たぶん気のせいだと思う。でも、鈴の音みたいなものが聞こえ、ぞわりと皮膚が粟あわ立だち、僕はソファの背もたれに手をついて、くずおれそうになるのをこらえた。

　真ま央おさんが僕を指さしている。

「日ひ影かげちゃん、ね」

　呼ばれた名前が、自分のものだと一瞬理解できない。

「いつか、狐こ徹てつちゃんの敵になるわ。朱と鷺き子こちゃんよりもずっとずっと手強い、ひょっとすると狐徹ちゃんを倒してしまうかもしれないくらいの……」

　全身が戦せん慄りつでびりびり震えた。視線が集まるのがわかった。

「……へえ。それは」

　会長も、禽きん獣じゆうの笑みを向けてくる。

「楽しみだね」

　閉じる扉の向こうに真央さんの後ろ姿が消えかける。僕はソファを跳び越え、廊下に飛び出していた。

「真央さん！」

　すでに階段口の手前にまで遠ざかっていた背中を呼び止める。駆け寄り、荒い息をつき、訊たずねる。

「なん──なんですか、さっきの、う、占いって」
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「ふふふふ」

　振り返った真ま央おさんは、ぴたぴたと僕の頰に手のひらを何度も触れさせた。

「占いなんてみんな噓うそよ？」

　僕は固い息を二、三個吐き出してから、肩を落とした。

「なんだ……やめてくださいよ、変な冗談を、みんなの前で」

「私には未来が視えるの。当たり前のことでしょう、だってみんな未来に向かって進んでるんだから。現在を視て、足下から視線を持ち上げて、道の先をたどればいいだけよ」

　真央さんの指が持ち上がり、僕の唇に触れる。呼吸が止まる。

「占いなんて必要ないわ。だって日ひ影かげちゃん、あなたの眼の中には、たしかに抑えきれない火があるもの。ただ狐こ徹てつちゃんの手足でいるだけでは絶対に満たされない、渇かわいたプライドがね」

　真央さんの指は、そのまま僕のあごに落ち、強く突き放す。

「私も楽しみにしてるわ」

　階段を下っていく彼女の背中を、今度こそ見送ることしかできなかった。汗が首筋を伝い落ちた。真央さんの足音さえも聞こえなくなり、僕はようやく背中を廊下の壁に押しつけて息を整えた。

　焦っているのは、そう──

　ほんとうのことを言われたからだ。会長の前で。

　うずくまる。腹の底で熱の塊がまた身もだえし、のたくる。おいおい。宣戦布告しちゃったよ。まだそんなつもりも、勝算もないし、戦場がどこかもわかっていないのに。

　楽しみだね。会長の声が耳にこだまする。そうだな。僕も楽しみだ。

　ひぐらしの声の泡が僕を押し包み、肌をくすぐり、熱を奪っていく。

　夏が終わろうとしている……。





〈了〉　







あとがき







　僕が生徒会活動に高校生活の半分を費ついやしたことは一巻のあとがきで書きました。もう半分は音楽系のクラブ活動に捧ささげました。……と書くとさぞかし充実していた高校時代だと思われるかもしれませんが、実際は授業時間と放課後のほとんどを学校の近所のゲームセンターで過ごしていました。当時は対戦格闘ゲーム華はなやかなりし頃ころで、僕の青春の大部分は一本のレバーと六つのボタンの間ですり潰つぶされていったのです。ほんとうに素晴らしい時代でした。

　そんなわけで、文化祭実行委員長と監査委員長を歴任した僕ですが、実務的なことに関しての記憶はまるでありません。まったく仕事をせずに遊んでばかりいました。当時の生徒会のみなさんごめんなさい。




　生徒会に関して僕が鮮明に憶おぼえていることといえば、領土分割問題です。

　本作に登場する生徒会の各機関の名称はだいたいが実際に僕の高校に存在したものです。総務執行部（これが俗に「生徒会」と呼ばれていました）と監査委員会と中央議会が三権分立を担になっており、このうち執行部と監査はひとつの教室の真ん中を本棚で区切って使っておりました。区切りは隙すき間まなしの完全なもので、生徒会室に行くには教室の前の戸から、監査室には後ろの戸から入るしかありませんでした。

　僕が文化祭実行委員会に入る直前のことです。生徒会室内に文実の活動場所を確保しなければいけないということで、本棚の区切りは真ん中からＬ字型にひん曲げられ、監査室は教室の四分の一の面積にまで押し込められてしまったのです。後に僕自身が監査委員長となり、前任の監査委員たちから冗談交じりで「土地を取り返してくれ！」などと言われたりもしました。

　しかし、今でも思います。そもそも区切りが不要ではなかったのかと。だって監査委員の主要業務は生徒会の手伝いでした。部屋を区切らずに広々と使えばよかっただけの話です。もっと言えば監査委員会自体が要らなかったんじゃないかとも思います。たかだか全校生徒六百人ほどの高校の生徒会です。監査活動なんぞのためだけに別組織を建てるなんて非効率的です。ただ生徒会職員を増員すればよかったのではないかと思うのです。




　それでは、もし監査機関が必要になるとしたらどんな生徒会だろうか？

　まず、巨額の予算が動かなければならないだろう。とすると学園の規模からして巨大なものにしなければならない。生徒会の権限もそうとう強いものでなくては……

　白はく樹じゆ台だい学園生徒会は、そんな考えから生まれました。そうです。この小説は監査委員会から始まったのです。委員長の郁いく乃のさんこそが最重要キャラなのです。夏休みで水着回なのにレギュラーキャラの中で一人だけカラーイラストがない郁乃さんがかわいそうだなと思ってここで何度でも強く書いておきます。スペース的にきついですし、作中でも水着にも私服にもなってませんし、しかたない部分もあるのですが。

　ちなみに我が校に風紀委員はありませんでした。創作です。というか風紀委員会が母校に実在したという人に逢ったことがありません。時代的にもそぐわない組織であり、もはやフィクションの中にしか存在しないのでしょう。そういう意味ではある種の体操着やある種の水着と似た存在なのかもしれません。あまりにも魅力的であるがゆえに、人々の憧れだけによって夢の中で存続させられているわけですね。




　ところで、月刊少年シリウスで連載しておりますＹＵＩさん作画の漫画版単行本第一巻が、この小説版三巻と同日に発売となります。

　異例の早さで決まった漫画化です。連載準備が始まった時点で、まだ原作小説は一巻しか存在しませんでした。少ない材料から学園のすべてを描えがかなければならなかったＹＵＩさんの苦労が偲しのばれます。僕も連載開始にあたってはじめてのことをしました。学園の地図を描いたのです。

　僕はものぐさなので、作品に出てこない要素は考えないことにしています。必要になったらその時点で設定します。文字媒体だからこそできる芸当ですが、漫画ではそうもいきません。学園の地図や生徒会室の入っている建物の見取り図をくれと言われてはたと困りました。考えてないのでてきとうに描いてくださいと言うわけにもいかず、作中の描写を拾い上げてなんとか地図にしてみたところ、登場する建物が学園の北側に異様に集中していることを今さら発見したりして焦ったものです。

　しかし、早期にやっておいてよかったと今では思います。おかげで二巻の最終エピソードのような話も思いつけましたし、位置関係の矛む盾じゆんにおびえることもなくなりました。これは全シリーズやっておくべきではというかひょっとしてやるのが当たり前なのかもしれません。

　漫画版第一巻、同日発売です。原作ともどもよろしくお願いします。




　ぽんかん⑧さんには今回、夏色全開の素敵なイラストをたくさんいただきました。感かん謝しや感かん涙るいです。担当編集Ｋ氏にも多大なご迷惑をまたもおかけしてしまいました。大勢の方々に支えられて作品世界が広がっています。厚く御礼申し上げます。





二〇一二年八月　杉すぎ井い　光ひかる　







著者：杉井光（すぎいひかる）

1978年東京生まれ。高校卒業後、フリーターで6年、ニートで3年を空費。バンド活動を続けるかたわらで小説の執筆をはじめ、『火目の巫女』で第12回電撃小説大賞《銀賞》を受賞。以降、少年向けの青春小説を中心に、ミステリ、音楽もの、戦記ファンタジー、SF、コメディなど幅広い作風で多数の作品を発表している。著作に、『神様のメモ帳』『さよならピアノソナタ』『楽聖少女』（電撃文庫）、『終わる世界のアルバム』（アスキー・メディアワークス）、『すべての愛がゆるされる島』（メディアワークス文庫）、『剣の女王と烙印の仔』（MF文庫J）、『花咲けるエリアルフォース』（ガガガ文庫）など。





イラスト：ぽんかん⑧

生徒会の腕章のフォントをどうしようか悩んでます。あと最近、コミケデビューしました。





本作品は、二〇一二年一〇月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





生せい徒と会かい探たん偵ていキリカ３




二〇一二年一一月一日発行

杉すぎ井い　光ひかる

©Hikaru Sugii 2012


発行者　清水保雅
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